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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ

Ⅰ　申し分なき重罪人達、南の島より来襲する

Ⅱ　魔神達と契約者達、博物館に参集する

Ⅲ　獄炎の魔神、氷結の魔神に接触する

Ⅳ　虚空の魔神と氷結の魔神、廃墟にて相打つ

Ⅴ　白髪の囚人、積年の疑問に答えを見出す




あとがき
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　その日、カルバーニの独どく房ぼうにやって来た男は、色々な意味で想像を裏切っていた。

　男は、真っ白になった髪かみをごく適当に伸のばしていた。元軍人だと聞いていたから、もう少しさっぱりとした身なりの人物を予想していたのだが。髭ひげも伸び放題で、年ねん齢れいは四十にも満たないはずなのに仙せん人にんとみまがうほどだった。そして、右手には紙製の箱を携たずさえている。

「なんだい、そりゃ」

　カルバーニが問うと、白はく髪はつの男は待ってましたとばかり、箱を開いて中身を見せた。

「自作のボードゲームだ」

　箱の中には二つ折りにされた盤ばん、色分けされた駒こま、カード、そしてダイスが収められていた。白髪の男は手早くコンポーネントをテーブルの上に広げた。

「作ったはいいが、ゲームバランスの調整ができていない。手を貸してくれないか」

「……ああ。構わんが」

　気がつくとカルバーニはそう答えていた。まったく予想外の展開だったが、暇ひまつぶしができるのだったらなんだっていい。

「基本的には、双六すごろくだ」と白髪の男は説明を始めた。「舞ぶ台たい設定は、ある村だ。プレイヤーは村人か、その村にやってきた軍人を担当する。その村には凶きよう暴ぼうな竜りゆうが現れるので、プレイヤーは協力して竜を倒たおす。プレイヤー同士で争うわけじゃない」

　白髪の男は竜の駒──竜の頭を模した手て彫ぼりの駒だ──を取り出し、盤面中央に配置した。盤面には内周と外周、二つのルートがあって、マスの一つ一つが色とりどりに塗ぬられている。

「竜を倒すって、具体的にどうする」

「条件がある。竜を倒すには、赤、黄、黒の三人の天使を集めなければならない。……細かいことは実際にゲームをしながら説明しよう」

　促うながされるままに、カルバーニはダイスを手に取ることとなった。

　一ゲームの所要時間は三十分程度、それほど時間はかからない。というわけでカルバーニと白髪の男は三ゲーム連続でプレイした。

「あのよ、このゲーム、勝てる気が全然しねえんだが」

　三ゲームを終えた後、カルバーニは感想を述べた。三ゲームとも、プレイヤーの敗北に終わっていた。

「や、そうかもしれん」白髪の男は認めた。「なにしろ成分無調整だ。ゲームとしては色々と無理があるのだろう」

「ちったあ難易度を下げる必要があるぜ。こんなゲームをやりたがるのは、クソッタレ退たい屈くつで死にかけている人間だけだぜ──俺達みたいにな」

　具体的な修正案を述べようとカルバーニは乗り出したが、ちょうどその時窓の外から時刻を告げる鐘かねの音が流れ込んできた。そろそろ夕食の時間である。カルバーニは再会を約し、白髪の男を帰した。

　それが、カルバーニと男との初対面だった。以来カルバーニはちょくちょく男を独房に呼ぶようになった。この不思議な男に興味がわいたのだ。男は常に自作ボードゲームを携けい行こうし、カルバーニは応じてゲームのバランス調整につきあってやった。カルバーニは財力で労ろう役えきを回かい避ひしていたので、基本的に暇で仕方がないのだった。




　ドース連れん邦ぽう首都ブルティエールから南へ約三百キロの洋上に浮うかぶ島。それがデスドレッド島である。

　本土から船でおおよそ一日かかるこの島の主産業は、流る罪ざい人にんの拘こう束そくと管理だ。流罪人受け入れのために作られた街、ポートカサンドラの東側には海に大きく張り出した岬みさきがあり、その突とつ端たんにはポートカサンドラ監かん獄ごくがそびえ立っている。ビスク煉れん瓦がによって建てられた真っ白な建物は、海からの照り返しで輪をかけて真っ白く輝かがやいていた。

　この監獄に送られてきた囚しゆう人じん達は、様々な労役のうち一つを選んで仕事に従事することとなる。デスドレッド島を覆おおい尽つくす密林を端はしの方からじわじわと切り開き開かい墾こんする仕事。開墾された土地を耕し、囚人と看守達が食べるための農作物を育てる仕事。密林の中に分け入り、中に潜ひそむ悪あく魔まを狩かって円盤レンズを集める仕事、等々。

　だが、カルバーニはポートカサンドラ監獄の最上階に住み、いかなる種類の労役に就つくこともなく、静かな毎日を過ごしている。彼はブルティエールの犯罪組織マーレボルジュの上級幹部だった。部屋は高級ホテルのように広く快適で、調度品類もしっかりしたものばかり。嗜し好こう品ひんにも困ることはない。たとえ囚人でも、金さえ払はらえば監獄の中でも合法的に豪ごう奢しやな生活を送ることができるのである。

　ただ、そんな生活は絶望的な退屈との戦いでもあった。そこでカルバーニは話し相手を求めることにした。監獄内に知り合いがいないでもなかったが、平均懲ちよう役えき年数三十年というあまりお近づきになりたくない面々ばかりだったので、看守に適当な囚人を連れてきてもらうことにした。「おまえが知っている面おも白しろそうな奴やつを選んでこい」と注文をつけて。それでやってきたのが、ボードゲームを抱かかえた白髪の男だったというわけである。

　そのうち、カルバーニは男に関する二つの噂うわさを聞くようになった。

　まず一つは、彼につきまとう幽ゆう霊れいのこと。彼の独房には女の幽霊が出るのだという。そのため、他ほかの囚人仲間からは白い目で見られているとか。当人に話を聞くと、

「や、彼女とは仲良くやっているよ」

　という答えが返ってきた。その幽霊とやらを同居人みたいに思っているような調子だった。

　もう一つは、何故なぜか男がたびたび拷ごう問もんを受けているということ。時々、男は鞭むち打うちのあとを背負ってやってきた。こちらの件については男に問うても何も答えないため、カルバーニは看守に質問を投げてみた。

「特別監察官のバラクって奴が、彼を毎週拷問にかけているんです」

「バラクか。あのいけ好かない奴だな……だが、特別監察官だと？　そんな役職初めて聞いたぞ。ただの看守じゃなかったのか」

「とんでもない。あの人、監獄長ですら口を出せない特別な権限を持ってるらしいですよ？」

　看守の答えに、カルバーニは驚おどろいた。監獄長は、いわばポートカサンドラ監獄の王である。王に口を差し挟はさむことができるとは、一体何者なのか。

「ええ。だからね、さすがにカルバーニさんが何を言っても、彼への拷問を止めることは不可能だと思いますよ」

　たしかに、どうとなるものではなかった。カルバーニとしては、監獄内の医者に、男の怪け我がを優先的に看みてやるように頼たのむことしかできなかった。

　カルバーニにとって、白髪の男は謎なぞめいた、実に興味深い存在だった。ありあまる時間を活用し、じっくりと彼の人となりを見み極きわめてやろうと思っていた。が、その決意は三ヶ月で瓦が解かいする。ある日、いつものように永遠にゴールにたどり着けないボードゲームを三ゲームほどプレイした後、突とつ然ぜん男が切り出したのだ。

「や、実は、今日は別れを告げに来た」

　カルバーニは首を傾かしげた。

「別れって、どういう意味だ」

「どうもこうも、そのままの意味だ。私は近日中にここから脱だつ獄ごくする」

「……脱獄ねえ」

　それはお勧すすめしかねる、というようにカルバーニは首を振ふった。

　ポートカサンドラ監獄からの脱走。それはさまざまな困難を伴ともなう難事である。最大の壁かべとして、看守達は悪魔の円盤を携帯しているが、囚人は円盤を持っていないという事実が存在する。監獄内で何か異常が発生すれば、看守達は悪魔を召しよう喚かんしてことにあたる。素す手での人間が悪魔に太刀たち打うちできるはずもない。いかにして悪魔の円盤を入手するか、という問題の解決が脱獄への大前提となる。

「君の言いたいことは理解できる」と白髪の男は言う。「だが、君の心配することじゃない」

「心配するぜ。おまえがいなくなったら、誰だれがこのボードゲームを完成させるんだよ」

　テーブル上のボードゲームを、カルバーニは叩たたく。半年もの間プレイし続けてはいるが、いまだに適正なゲームバランスには遠い状態だった。

「ゲーム制作なんて、俺は素人しろうとだぜ。基本的な考え方すらわかっちゃいねえのに」

「トレードオフ」男は言った。「何かを得るためには、何かを捨てなければならない。そこにプレイヤーの悩なやみが発生するようにすればいい。ゲームの面白さは人生の縮図だよ」

「うまくいくかねえ」

「君に任せる。私にはやるべきことがあるんだ」

　白髪の男は、真しん剣けんな眼まな差ざしでカルバーニを見つめた。いかにも軍人的な、一度決めたことはたとえ命に代えてでもやり通す、という強固な意志を、カルバーニは男の瞳ひとみの中に読み取った。

「そうかいそうかい。止めても無む駄だなんだろうな」

　カルバーニは大きなため息を一つ吐はきだした。それから勢いよく頭を上げる。

「だったら、俺にはあんたの幸運を祈いのることしかできねえな。この島を出て行ったら、どこへ行くつもりなんだ」

「ブルティエール」

　短く、男は連邦首都の名を口にする。

「本土の方に連れん絡らくしておこう。困ったことがあったら、マーレボルジュを頼たよってみてくれ」

「……ありがたい。覚えておこう」

　男は頭を深く下げ、立ち上がった。

「一つだけ」カルバーニは最後の質問を投げかけた。「よりによって首都に行くだなんて、一番軍警察がうるさい場所だろうに。敢あえて行くってのは、大事な用事でもあるのか」

「色々ある」男は答えた。「中でも一番大事なのは、──答えを探すこと」

「答え？」

「ああ。この島にやってきた十年前から、ずっと胸に抱いだき続けてきた一つの疑問がある──」

　言いつつ、男は窓の外へと視線を投げた。

　初夏を前にしたポートカサンドラの波音は、静かだった。寄せては返す波の音は、十年前となんら変わるものではない──まさしく、男が抱き続けてきた疑問と同様に。

「──十年前、私が犯おかした本当の罪とは、何だったのか？」

　重く言葉を吐き出して、男は改めてカルバーニに向き直った。

「答えを見つけるまで、私は死ぬわけにはいかないのさ」

　最後にそう言い残して、白はく髪はつの男──クラヴリー・ガーディアンは、カルバーニの独どく房ぼうから出て行った。振り向くことなく、まっすぐ前を見つめながら。




「出てこい、ガーディアン！」

　その晩、特別監察官バラクは午後八時きっかりにクラヴリーの独房にやってきた。

　週に一回クラヴリーを鞭むち打うち百回の刑けいに処する。三年前にこの島に赴ふ任にんして以来、バラクはその任務を几き帳ちよう面めんに守り続けてきた。毎週毎週繰くり返される拷問は、儀ぎ式しきのようなものだった。

　ところがこの日、ガーディアンはバラクの声に応じなかった。

「ガーディアン！　聞こえないのか!?」

　扉とびらをくぐり抜ぬけ、バラクは独房の中に入り込んだ。

　クラヴリーはバラクに背を向けていた。独房隅すみの机に腰こし掛かけ、何かが書き付けられたノートの中身を眺ながめている。バラクがすぐ背後に来たところで、クラヴリーは椅い子すから立ち上がった。

　バラクは思わず一歩退いた。背の低いバラクからは、クラヴリーは自分の二倍も背せ丈たけがあるように見えた。細身ながら全身に筋肉がついており、顔つきの精せい悍かんさは獅し子しのごとし。単に向き合っているだけで強きよう烈れつな圧あつ迫ぱく感がある。

「俺が出てこいっつったら、おまえはさっさと出てくるんだ！　わかったか!?」

　虚きよ勢せいを張って怒ど鳴なりつける。するとクラヴリーは意外な答えを返してきた。

「わかりませんね」

「……今、なんと言った!?」

　バラクは右手に握にぎった鞭──鞭打ち刑用の長い奴やつではなく、携けい帯たい用の短い鞭だ──を閃ひらめかせ、クラヴリーの頰ほおを打とうとした。が、クラヴリーは素早く動いて、鞭が到とう達たつするはるか以前にバラクの腕うでを押さえ込んだ。そのまま手に力を込こめて絞しぼり上げる。

「うぐあああッ!?」

　バラクは悲鳴を上げた。ぽろり、と鞭が手の中からこぼれ落ちる。クラヴリーが思い切り腕を突つき出すと、バラクの身体からだはろくに抵てい抗こうもできず床ゆかに崩くずれた。

「自分が何をしたか、わかっているんだろうな……！　召喚コンタクト！」

　すぐさまバラクは立ち上がり、悪あく魔まを喚よぼうとした。一秒後にはバラクの姿はオオツノミノタウロスに包まれ、クラヴリー以上の身長になる──はずだった。

「……なんだと!?」

　ところがバラクの姿はもとの上級職員の制服のまま、なんら変化が生じていなかった。本来ならばかけ声に応じて、大気中に含ふくまれる塵ちりが反応して光を放つはずなのに。

「召喚！　召喚！　召喚！　ええい、どうなっている!?」

　何度も何度もバラクは試ためした──が、やはり悪魔は召しよう喚かんされなかった。

「……うるさい奴だ」

　一言クラヴリーは漏もらすと、右ストレートをバラクの顔面に叩たたき込んだ。

「ぐふああッ!?」

　完全に不意をつかれて、バラクは吹ふき飛んだ。背中を独房の壁かべに打ち付け、そのままずるりと滑すべり落ちる。あまりの痛みに顔面に手をやると、鼻から血が噴ふき出していた。

「うわ、うわわっ」

　自分の赤い血を目まの当たりにして動どう揺ようするバラク。

　クラヴリーは慌あわてるバラクの髪かみの毛を左手でむんずと捕つかまえて持ち上げると、

「やれやれ。あんたの鞭打ち百回の痛みは、こんなものでは済まないんだが」

　もう一発右の拳こぶしを叩き込んだ。バラクは盛せい大だいに床に転がる。

「ちょ……なんなんだ！　何が起きている!?　なんで悪魔が喚べないんだ!?」

「それは、彼女のおかげでね」

　クラヴリーは自分の背後を指さした。

　それに合わせ、クラヴリーの陰かげから一人のメイドが進み出てきた。

「…………!?」

　バラクはまたしても驚おどろかされた。監かん獄ごくにメイドがいるはずがない──というか、そもそもそこに人がいるはずがない。はじめに独房に入ってきた時、この中には間ま違ちがいなくクラヴリー一人しかいなかった。人の隠かくれる余地は無かったはず──

　とまで思考を進めた時、バラクはある噂うわさを思い出した。

「幽ゆう霊れい……!?」

　不意に現れた「幽霊」は、噂通り女性の姿をしていた。一番目を引くのは、両腕に巻き付けている羽は衣ごろもだ。少女はメイドっぽい服装に身を包んでいたが、そこだけは明らかにメイドとは異なる。なにか、水中の海草のようにゆらゆらと揺ゆれ続けていた。

　す、と音もなく進み出ると、少女は首を傾かしげてバラクを見つめた。いや、「見つめる」という表現は適当ではない。少女の両目は閉とざされていた。

「……どうするの？　クラヴリー……」

　か細い声で、少女はクラヴリーに尋たずねた。

「こいつを人ひと質じちにして、外に出て行こう。ただ、やるべきことは先にやっておく」

　クラヴリーはつい先ほどまで眺めていたノートを取ってくると、バラクの鼻先に突き出した。

「あんたに見せたいものがある。これ、なんの数字かわかるか？」

　バラクの視界一いつ杯ぱいに、ノートに記された文字が広がる。そこには、いくつもの数字が書き連ねられていた。百という文字が縦にたくさん並んでいて、その横には累るい計けいが書かれている。最終行は「一七二〇〇」という数字で終わっていた。

「…………まさ、か」

　直感で、バラクはその数字の正体を理解した。

「そのまさかだ。あんたが俺を鞭むちで打った回数だよ。三年間、打たれるたびにきっちりメモしておいた。……私は、やられたらやりかえすというのを信条としていてね」

　クラヴリーはバラクが持ってきた鞭を一いつ旦たん手に取るが、すぐに投げ捨ててみせる。

「こんなチャチな代しろ物ものじゃあ、話にならないな」

　笑えみを浮うかべて両手を握り、拳を作った。

「ひ……ひえええ！」

　本能的に、バラクは逃にげだそうとした。しかし少女がすっと身を乗り出し、ひょいと腕を伸のばす。その腕にまとわりついた羽衣が意志を持っているかのように伸びて、バラクの足に巻き付いた。バラクはぐいっと足を引っ張られ、その場にべたんと倒たおれ込んだ。

「や、逃がすものかね」

　クラヴリーはバラクの身体からだをひっくり返し、仰あお向むけにさせた。それから馬乗りになり、

「さすがに一万発なんて殴なぐってられないから、出血大サービスだ。鞭打ち百回パンチ一発のレートで行ってみよう。既すでに二発殴っているから、残り一七○発かな」

　三発目のパンチを、みぞおちあたりにねじ込んだ。バラクは絶望のうめき声を上げた。




「脱だつ獄ごくです！」

　という部下からの報告をホーカンソン監獄長が受けたのは、午後九時頃ごろのことだった。

「なんだと？」

　初め、ホーカンソンは小さく眉まゆをつり上げただけだった。ポートカサンドラ監獄にあって、脱獄騒さわぎは半年に一回くらいのペースで起きる、いわば定期イベントのようなものである。しかしながら脱走者の名前を聞いて、彼は心の底から驚くはめになった。

「はあ!?　ガーディアンが逃げ出しただと!?」

　その名が出てくるとは、ホーカンソンにとって想像の埒らち外がいだった。

　ホーカンソンにとってクラヴリーは、単なる囚しゆう人じんの一人ではなかった。かつてホーカンソンが士官学校の教官を務めていた頃の教え子の一人だった。クラヴリーは常に学年の成績で一、二を争う優ゆう秀しゆうな青年で、数年に一度の才能だとホーカンソンは信じていたものである。

「馬ば鹿かな。あいつが逃げ出すとは……」

　とホーカンソンは言いかけたが、部下が冗じよう談だんでこんな話を持ってくるはずもない。すぐに頭を切り換かえ、トラブル対処に当たろうと努める。

「いや、すまん。状じよう況きようを報告してくれ。今、どこまで逃げているんだ？」

「あの……特別監察官殿どのを人質に、堂々と通路を歩いているところだそうであります」

「なんだと……？」

　今日は特別監察官がガーディアンを拷ごう問もんにかける日か、と思い出し、一応は納なつ得とくする。あの威い張ばり散らすだけしか能のないアホが捕まるとはいい気味だ、と思ったが、もちろん口には出さず、別の疑問を投げかける。

「堂々と歩いている、って──どういう意味だ。看守達はなにをしている？」

「それが──ですね」

　部下は答えることをためらった。自分が言えば間違いなくカミナリが落ちてくる、と予期しているかのように。しかし一つ息を吐はき出すと、部下は意を決して言った。

「どういうわけだか、悪魔を召しよう喚かんできないそうなんです」




「……ガーディアン！」

　監獄の正門に現れたクラヴリーの姿を見て、ホーカンソンは呼びかけた。

　クラヴリーは、一人ではなかった。左手がバラクの襟えり首くびを握にぎり、引きずり続けている。顔面がぱんぱんに腫はれ上がっているため、そいつをバラクと認にん識しきするのは難しかったが。なにやら、人間の服を着せた肉にく塊かいという趣おもむきだった。

　そして背後に十人ほど、囚人を引き連れていた。見たところ、終身流る刑けいの重罪人ばかりのようだ。たった一人だけ、明らかに場ば違ちがいな少女の姿があったが、そんな些さ細さいなことを気にしている場合ではなかった。

「どういうつもりなんだ！　脱獄だなんて、おまえらしくもない！」

「私はカナリアじゃありません。十年も檻おりの中に閉じこめられていたら、外の空気を吸いたくなることもあります」

　低い声で、そして丁てい寧ねいな口調で、クラヴリーは答えた。

「じゃあ、後ろの連中はなんなんだ！」

「ちょっと、私の都合がありましてね。彼らを引き連れて本土に戻もどろうと思います」

　クラヴリーがそう宣言すると、後ろの囚人連中は盛り上がって声を張り上げた。

　ホーカンソンは黙だまり込んだ。泰たい然ぜん自じ若じやくとしたクラヴリーの態度に気け圧おされたのだ。このまま堂々と大手を振ふって島を出て行く、という自信をクラヴリーは身にまとわせていた。他者の悪あく魔ま召喚を封ふうじることで真っ正面から出てきた、というのは本当のようだ。どういう手段によってだか、不明だが。

　しかしホーカンソンは、既にオオツノミノタウロスやリザードマンを召喚している看守達を背後にずらりと従えていた。

「これを見ても、まだ逃げられるというのか!?」

　備えている悪魔は二段級、三段級ばかりだが、数は圧あつ倒とう的だ。人海戦術──この際は悪魔海戦術というべきか──の前には無力であるはずだ。仮に、クラヴリー以下全員がデスドレッドデーモン──八段級に分類される悪魔──を召喚するとしても。

　しかし、クラヴリーの余よ裕ゆうの態度が揺ゆらぐことはなかった。

「もちろんです。勝てない戦いは、ハナからやりません」

　むしろ、動どう揺ようしたのはホーカンソンの方だった。まったく理解できなかった──この状況で、どこに成算を見いだせるというのか？

　沈ちん思し黙もつ考こうの後、ホーカンソンは監獄長としての義務を果たすべきだという結論に達した。

「全員、脱獄囚を取り押さえろ！」

　号令とともに、看守達はクラヴリー目がけて雪崩なだれのように突とつ撃げきした。

「……ミナ、頼む」

　一言呟つぶやいて、クラヴリーは一歩退く。代わりに出てきたのは、そばに控ひかえている少女だった。

「了りよう解かい」

　言葉短く答え、ミナはその場で両手を高く掲かかげた。腕うでに巻き付いた羽は衣ごろもが、地面につきそうなくらいに垂れる。

　ミナは腕を回し始め、それに従って羽衣がくるくると渦うずを描えがき始めた。

　奇き妙みような儀ぎ式しきに対し、しかしミノタウロス達は気にすることなく突つっ込んでいく。

「……無む謀ぼうな……」

　ミナは腕を一振りして、羽衣をはためかせた。次の瞬しゆん間かん──

「なに!?」

　先頭を切って突っ込んできた三体の悪魔が、同時に足あし下もとに衝しよう撃げきを受けた。

　悪魔の虚きよ体たいが飛び散っていた。間を置かず、両足をざっくりと切り取られたような逆バツク流ワードが召喚主を襲おそう。

「ぐおおッ」

　三人はその場に転がるように崩くずれ落ちる。後続の悪魔達は気づくのに遅おくれ、足を取られて転てん倒とうする。将しよう棋ぎ倒だおしとなり、あっという間にその場に悪魔の山ができた。

「……これなら狙ねらいやすい」

　ぽつりと呟くと、ミナは左右の羽衣を次から次へとはためかせた。一振りするたびに悪魔達の虚体が弾はじけて飛び、看守達の悲鳴が次から次へと舞まい上がる。

「な……どうなっているんだ!?」

　ホーカンソンは、目を丸くして見守るよりなかった。逆流の痛みに耐たえかねた看守達は、虚体を解放して制服姿を夜気に晒さらす。数分もしないうちに、悪魔の山は看守の山へとなり果てた。

　動く者がいなくなったのを確認してから、ミナは舞まいをやめた。羽衣は力無く地面に垂れ、動きを止める。デスドレッド島に再び深い沈黙が戻ってきた。耳につくのは、苦しみに耐える看守達の低いうめき声のみ。

「や、よくやった」

　満足そうに言って、クラヴリーは軽くミナを引き寄せた。ミナの前まえ髪がみをかき分けると、その額に軽くキスをする。

　ホーカンソンは、そこに奇妙なものを見いだした。ミナの額に、第三の瞳ひとみが開かれているように見えたのだ──一瞬のことで、確信は持てなかったが。

「安心して下さい」クラヴリーはホーカンソンに向き直った。「大した傷ではありません。一晩寝ねれば治るでしょう」

「な……なんなんだ、ガーディアン。おまえの望みはなんなんだ……？」

「脱だつ走そうを黙って見み逃のがしてくれることですね、さしあたりは。監かん獄ごく長ちようにこれ以上の迷めい惑わくをかけるつもりはありません。私はこの男を買収して、脱走の手引きをしてもらいましたので」

　出任せを高らかに宣言しつつ、クラヴリーはずっと引きずり続けていたバラクを放ほうり投げた。

「特別監察官が脱走の手引きをしていたというのならば、監獄長の責任にも限界があるというものでしょう？　そうではありませんか？」

　このままクラヴリーを見逃したとしても、その責任をバラクになすりつければ、ホーカンソンはたいしたペナルティを食くらわずに済む。クラヴリーは暗にそう言っているのだ。

「ついでに言っておくと、あとでバラクの私室を調べて下さい。横流ししようとした円盤レンズが山と出てきますから」

「……ム。そう……か」

　囚しゆう人じん達が、島の密林の中でかき集めた円盤の一部を取り上げ、勝手に売りさばいているという噂うわさは前からあった。その事実とセットにすれば、ホーカンソンはほとんど責任を問われずに済むだろう。しかし──

「本土に逃にげたって、軍警察から追われるだけじゃないか。君は何がしたいんだ？」

　クラヴリーは、真しん剣けんな面おも持もちでかつての上司を見やった。

「やらなければならないことがあるのです。私は、十年前に犯おかした罪の真の姿を見み極きわめる。そうしないままこの島で腐くさっていくのは、耐え難がたい苦しみだ」

「犯した罪……」

　ホーカンソンはしばしの間考え込み、そして彼の言わんとするところをおおむね理解した。

「そうか……。ならば、──」

　監獄長は背後を振ふり向くと、まだ健在である看守達に向かって命令を下した。

「倒れている看守達を中に運び込め！　それからバラクの部屋を封ふう印いんしろ！」

「了りよう解かいです」すぐそばに控えている看守が答えた。「監獄長はどうなさるのですか」

「少し、やることがある」

　そう言ってホーカンソンは丸まる腰ごしのままクラヴリーのそばに寄った。小さな声で何事かを呟つぶやく──と、クラヴリーは頷うなずいて、

「ミナ」

　少女の名を呼んだ。するとミナは羽は衣ごろもを閃ひらめかせて、ホーカンソンの首に巻き付けた。

「ああ、しまったー。脱獄囚に人ひと質じちに取られてしまったー」

　大根役者でももう少しうまいだろうと思える棒読み口調で、監獄長は高らかに宣言した。

「島から出るための船を用意しないと殺すと言われてしまったー。港に行かなきゃー」

　看守達はお互たがい顔を見合わせ、クラヴリー一行が港方面に行くための道を空けた。それから監獄長の命令をこなすべく、山になって悶もん絶ぜつしている看守達を助けに動き始める。

「……感謝します、大たい佐さ」

　クラヴリーは小声でホーカンソンに呟いた。

「なに、私も虐ぎやく殺さつ事件と裁判の成り行きには疑問を抱いだいていたんだ。……バラクから何か聞けたか？　バラクが一体どこから派は遣けんされてきたのか、ずっと謎なぞだったんだが」

　ホーカンソンの言葉に、クラヴリーはにやりと笑った。

「三十発くらい殴なぐったら教えてくれましたよ。バラクに命令を下したのは、ルシアン・パラドールとかいう奴やつだとか」

「パラドール？　総そう督とくの息子むすこじゃないか」言ってからホーカンソンは考え込み、「おまえ、もしかするととんでもない敵を相手にしようとしているんじゃないのか？」

「かもしれませんね」クラヴリーは認めた。「しかし、そんなことは問題ではありません」

　そして、クラヴリーはしっかりとした足取りで歩を進めた。目的地は海を挟はさんで三百キロ北、ブルティエール。

　十年間止まったままだった彼の時間は、今再び動き始める。
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「地じ獄ごくに、──」

　ファルナは右手に握にぎった一リットル缶かんを天高く振り上げると、

「墜おちろォォ──ッ!!」

　見も知らぬ男性の脳天に、缶の角を全力で叩たたきつけた。

　ボゴン、とものすごい音がして、銀色の缶かん詰づめは衝しよう撃げきに耐たえきれず破は砕さいした。中身のケチャップが爆ばく発はつ的に飛び出して、気絶した男が剝むいた白目を赤く染めていく。

「ちょ……おいこらファルナ！　なにしてんだ！」

　エルバが声を投げる──が、ファルナのもとに寄るのには大いなる苦労が伴ともなった。目の前で暴れる男を押しのけ、パンチをかわし、寄りかかってきた男を投げ捨て、やっとのことでファルナの襟えり首くびを捕つかまえる。

「おまえなあ──」

　声をかけながら、エルバは飛んできたキックをスウェーで避よけて、

「明らかに殺すつもりで──」

　背中から倒たおれ込んできた男を押しのけ、

「殴っただろ!?」

　襲いかかってきた男にカウンターパンチをねじ込んだ。

「だってこいつ、あたしの胸を思いっきり触さわってきやがったんだぜ!?」

　どこからどう見ても正当な行こう為いだ、とばかりファルナは大声で主張した。

「決して、下心があってやらかしたわけじゃないと思うが」

　エルバはファルナの控ひかえめな胸に一いち瞥べつを投げ、控えめな意見を述べた。

「あのね、──」

　ファルナは反論しようとしたが、その小さな身体からだは男達が押し合う人波に巻き込まれ、あっという間に流されていってしまった。

「ちょ、ちょっと！　何すんだバカ──ッ！」

　絶ぜつ叫きようしてみても、誰だれもファルナを助けてはくれない。男達はそもそもの目的すら見失い、ただひたすらに衝動的な怒いかりを暴力という形で発はつ露ろさせていた。

「ルナ！」エルバはそばの人物に声を投げる。「ファルナを安全な所に引きずり出してくれ！」

　その横で、隻せき眼がんの人物が頷き返した。

「了解！　君はどうする!?」

「カボットを押さえる！」

　短く答えて、エルバは左手に装着した円盤レンズホルダーから、ホワイトワーウルフの円盤を取り出した。賞金稼かせぎの連中も、そろそろ素す手でで殴なぐり合うよりは悪あく魔まを喚よんだ方が有利だということに気づきつつあった。いち早く悪魔の虚きよ体たいに身を包んだ者が、周囲の生身の人間をぶっ飛ばし、乱らん闘とうの渦うずの中からの退場を強しいている。

「召喚コンタクト！」

　俺まで退場させられてなるものか、とエルバも悪魔を喚んだ。周囲の空気が突とつ然ぜん鈍にぶい光を放って輝かがやき始め、エルバの姿を覆おおい尽つくす。「塵ちり」は新たなる輪りん郭かくを作り出し、光がやんだ後、エルバは人狼の姿へと成り変わっていた。全身真っ白な人狼、ホワイトワーウルフに。

「まったく、なんで俺がこんな目に遭あわなきゃならないんだ……！」

　苛いら立だちを隠かくそうともせず、エルバは牙きばを剝いて、目の前の悪魔に嚙かみついた。




　結果には原因というものが存在する。いかに理り不ふ尽じんな結果であろうとだ。エルバ達が「ポロックの新しん鮮せんケチャップ屋」という店の前で乱闘に巻き込まれる、という結果を引き起こした原因は、二日ほど前、とあるレストランでの会合にあった。

「ケチャップだ」

　世界の秘密がその一語をもってすべて解かれる、という調子でその男は言った。

「ケチャップが鍵かぎなのだよ、この場合」

　その男、ペルガメントは意味ありげな視線をファルナに投げつけて、ワイングラスの中の水を一口すすった。

　スーツに身を固め、髪かみをオールバックに撫なでつけ、口元には髭ひげを生やしている。その姿は、それなりの収入のある中流階級の紳しん士しという風だった。しかしよく見ればそのスーツはやや古びており、袖そで口ぐちがわずかながらすり切れている。見た目の印象ほどに裕ゆう福ふくな人間ではないらしい、とエルバは感じ取った。

「ケチャップ？　どういうことなのさ」

　オウム返しに、ファルナは聞いた。

「デスドレッド島からの集団脱だつ走そう者しやのうちの一人、ダン・カボットは、それはそれはケチャップが大好きだそうでねえ」

　エルバがペルガメントをじっくり観察している一方で、ペルガメントもまた奇き妙みような三人組をじっくりと観察していた。

　まずは、交こう渉しようの窓口として、ペルガメントの一番そばに座っている少女、ファルナ・エレイスン。小学生のような外見をした少女だが、その実はあと二年以内に二十歳はたちに達するという年ねん齢れいである。口調も振ふる舞まいも外見相応のため、その事実を知ると誰もが驚おどろくハメになる。

　その横の椅い子すに控えているのは、エルバ・ナイトロンド。ファルナと同年齢の金きん髪ぱつの少年である。目つきが鋭するどく、加えて右目の目ま蓋ぶたの上下に刀傷を持つため、性格がキツそうな印象を周囲に与あたえている。

　そしてその二人の背後に立ち、交渉の様子を黙だまったままさも楽しげに見つめているのは、ルナ・ルガ。話し合いにほとんど口を挟はさんではいないが、沈ちん黙もくを保ち続けているにもかかわらず、三人の中でもっとも存在感を放っていた──特に、そのファッションが。黒いジャケットのようなコートのような上着を羽織り、足は何故なぜか裸足はだし、そして右目は眼帯で覆われている。この上なく人目を惹ひく装しよう束ぞくを、ルナはごく自然にまとっていた。身体の線も顔も細く、見た限りでは男性なのか女性なのかよくわからない。

　そんな三人組を相手に、ペルガメントはあくまでも自分のペースで語り続ける。

「カボットのことは以前から知っている。『ケチャップドランカー』として有名でねえ、君」

　語りながら、ペルガメントは自分の口髭を神経質そうにいじっていた。その仕草がエルバにはどうにも気に障さわった。あの手を叩き落としてやりてえ、という衝動に駆かられるが、必死に我が慢まんして話を聞き続ける。

「……ケチャップドランカーだと？」

「奴やつはケチャップが三度の飯より好きでね。稼ぎのほとんどをケチャップに費ついやして、妻も子もまったく顧かえりみず、昼間っからケチャップばかり飲んだくれる毎日を送っていたんだとか」

「噓うそくせえ話だな」
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　ファルナの感想に、しかしペルガメントは大おお仰ぎように両手を広げ、その言葉を否定する。

「噓じゃあない。あいつが島流しになったのは、ケチャップを買う金を求めて強ごう盗とう殺人事件を起こしたからだ。カボットは捕まった後、『ケチャップ買う金欲しさに、レストランを襲おそった』と軍警察の取り調べで答えたそうだ。不思議なものだね──ケチャップが欲しいなら直接ケチャップ屋を襲えばいいものを、わざわざ別の店を襲って金を強ごう奪だつし、その上でケチャップを正当な取引で買おうとするんだから」

「その前に」エルバが口を挟む。「そもそも、ケチャップ屋なんてこの世に存在するのか」

「おや、ご存じない？　ポロックの新鮮ケチャップ屋を」

　ペルガメントは不思議そうに眉まゆをつり上げた。

「あるのかよ。……悪いな、俺達はブルティエールに来てから日が浅いんだ」

「であれば、あの店のケチャップは一度試ためしてみることをお勧すすめするよ、君。四十八区に店があってね。個人経営の店だが評判は極きわめて高い」

「つまり──」ファルナが先回りして言う。「脱走してきたカボットは、ケチャップ欲しさにそのケチャップ屋に現れる、ってこと？」

「ご明察」

　パチパチ、とペルガメントは短く拍はく手しゆした。

「五年前に島流しにされて以降、カボットはほとんどケチャップを口にできなかったはずだ。大好物を絶たねばならないその苦しみたるやいかばかりのものか……？　自由を再び手に入れた今、まずはあの店に姿を現して、ケチャップを山盛り買い込むだろう。賭かけてもいいね」

「あんたの説を認めるとして」エルバが口を挟む。「だったら、その情報はもう手て遅おくれじゃねえのか？　脱だつ獄ごく囚しゆうがブルティエールに上陸したのは二、三日前だろ？　そんだけケチャップが好きなら、もう買い物を済ませちまってるんじゃねえのか」

「いや、済ませようがないのだよ、君」

　慌あわてなさんな、と余裕の視線をペルガメントはエルバに投げる。

「その店は個人経営と言っただろう。店主のポロック氏は今、一ヶ月ほどのバカンスに出かけていてね。店を再開するのは明後日あさつてからなんだ。待ち伏ぶせに都合がいいとは思わないかね？」

　そこまで言うと、ペルガメントは身を乗り出し、ファルナを真っ向から見つめた。

「私が言えるのは、ここまでだ。……さ、残りの情報代、頂こうか」

　ファルナはペルガメントの視線を正面から受け止めた。しばしの間をおいた後、カバンの中から一枚の封ふう筒とうを取りだす。

「はい、どうぞ」

　封筒はテーブルの表面を滑すべり、ペルガメントの手の中に収まった。ペルガメントはその場でさりげなく封筒の中身を確かく認にんする。

「今日はありがと。……でも、そんな情報を知ってるんだったら、自分でカボットを捕つかまえに行けばいいのに」

　ファルナが去り際ぎわに質問を投げると、ペルガメントは皮肉めいた笑えみを浮うかべた。

「カボットは悪あく魔ま七段の免めん許きよ持ちだ。私は悪魔を喚よぶのがあまり得意じゃないんでね──勝てるはずがない。あいつらは島の刑けい吏りどもをぶっ飛ばしてきたんだろ？　よほど強力な悪魔を持ってきているんだろうな。例えば、デスドレッドデーモンとか。私なんかがデスドレッドデーモンと一対一で向かい合ったら、三秒でミンチだ」




　ペルガメントの情報に従い現地に行ってみると、なるほどそこにポロックの新しん鮮せんケチャップ屋はあった。そしてなにより都合の良いことに、道を挟んだ反対側には広いテラスのレストランがあった──店頭を見張るのに最適そうな。そこでファルナ、エルバ、ルナの三人はケチャップ屋の一ヶ月ぶりの開店の日にレストランに赴おもむき、開店直後から張り込みを開始した。

　エルバは、長期戦になることを覚かく悟ごしていた──最終的に、カボットが捕まる捕まらないにかかわらず。むしろこの線を追いかけるのは九分九厘りん徒労だろう、と信じていた。デスドレッド島から死ぬ思いで脱走してきた囚人が、たかがケチャップのために自分の居場所を晒さらすような真似まねをするか？　しかし困ったことに、ファルナが異常にやる気を出しているため引っ込むこともできない。一人で行動するに任せるほど、エルバは従姉妹いとこに対して薄はく情じようにはなれなかった。これからどれだけこのレストランで食事をするハメになるのやら、とげっそりしながら一皿目のオムライスを注文したのだが──

　カボットは、ケチャップ屋が開店して三十分後に姿を現した。

「噓だろ」

　エルバは腰こしを浮かしかけた。シーッ、とファルナが唇くちびるに指を当てる。

　ケチャップを買いに来た男はフードを被かぶっていたものの、時折ちらちらと見える横顔には刀傷の痕あとがある。カボットのもっとも目立つ外見的特とく徴ちようである。

「いいよいいよ……さ、とっ捕まえに行こうぜ」

　小声でファルナは呟つぶやいて、席を立った。料理の代金は前まえ払ばらいなので、テラスからそのまま外に出て行くことは可能だ。エルバもファルナのフォローをするべく席を立ったが、

「……ちょっと待て」

　あることに気がついた──というより、否いや応おうなく気づかされたと言うべきか。

　レストランのテラス席は、まだ早い時間だというのに八割方埋うまっていた。そして、そのうち七割の客が、まるでファルナと歩調を合わせたかのように席を立ったのである。

　彼らの視線の向かう先は──ケチャップ屋店頭の客。

　一いつ拍ぱくおいて、エルバは理解した。たった今直立している人間全員、カボットを捕まえに来た賞金稼かせぎなのだ、と。その事実を悟さとったのはエルバだけではない──立ち上がった人間全員にとって、まったく明白なことだった。

　次の瞬しゆん間かん、牝め鹿じかをみつけた餓が狼ろうの如ごとく、全員がカボット目がけてダッシュした。

　異常な気配を感じ、カボットはレストラン側へ振ふり向いた。状じよう況きよう把は握あくに二拍ほど費ついやした後、

「……ヒィィ──ッ!?」

　脱だつ兎との如く逃にげ出した。

　カボットは両手に紙かみ袋ぶくろを抱かかえていた。ケチャップ一リットル缶かんがみっしりと詰つまった紙袋である。瞬時に投げ捨てていれば、その後の展開は変わったかもしれない。しかし、ケチャップドランカーのカボットにそのようなことができるはずもない。荷物を抱えたまま逃げようとした結果、カボットは瞬時に追いつかれた。

「ちょ……助け……あああ──ッ！」

　カボットの悲鳴は、幾いく重えにもなっていく賞金稼ぎの壁かべの向こうにかき消されていく。

「……こいつは俺の獲え物ものだぜ！」

「邪じや魔ますんじゃねえ！　俺が最初にこいつを捕まえたんだからな！」

　直後に小こ競ぜり合いが始まり、小競り合いは殴なぐり合いに発展して、かくして賞金に目がくらんだ者達の大だい乱らん闘とうが始まった──というわけである。

「いい大人どもが、真っ昼間から喧けん嘩かしてんじゃねーぜ！」

　もみくちゃになりながら、エルバはカボットを捕まえるべく人の（もしくは悪魔の）海の中を泳いだ。やっとのことで、カボットの姿が見えてくる。カボットは全身ケチャップまみれになりながら、素すの姿のままで乱闘からの脱だつ出しゆつを図はかっていた。

「待てよ！　おいこら！」

　エルバは腕うでを伸のばした──が、別の腕が横から出てきてホワイトワーウルフの手首をむんずとつかむ。オオツノミノタウロスが、力任せにエルバを引っ張り、放ほうり投げようとしていた。

「放せ、この野や郎ろうッ」

　半牛半人の怪かい力りきに、エルバは引きずり出されかけた。が、すぐに歯をむき出しにし、ミノタウロスの腕に嚙かみつく。これにはたまらず、ミノタウロスは悲鳴を上げて腕を引っ込めた。

「なにしやがる、このガキ……！」

　ミノタウロスが凄すごみ、再び腕を振り上げる。エルバも完全にいきり立っていたので、売り言葉に買い言葉で殴り返そうとしたが──

「げえ……!?」

　突とつ然ぜん、ミノタウロスはぴたりと動きを止めた。一歩退くと踵きびすを返し、今度は脱兎の如く逃げ出していく。

「……なんだ……？」

　弾はじかれたように逃げるミノタウロスの足は尋じん常じようでない速さだった。まさかカボットがデスドレッドデーモンを喚びでもしたのか、と咄とつ嗟さにエルバが振り向くと──

「そこの野郎ども！　おとなしくしろォォ──ッ!!」

　遠くから乱闘現場に駆かけ寄ってくる、制服を着た男達の姿が見えた。

「ゲェ！　軍警察か！」

　悪いことに、先頭切って走ってくるのはエルバも知っている警官、フィールディングだった。彼とは以前に不幸な出会いを果たしており、今もって友好的な関係を築けているとは到とう底てい言い難がたい。これはまずいぞ、とエルバは浮き足立った。

　周囲を見み渡わたすと、賞金稼ぎ達の反応は二種に分かれた。警察の姿を見た途と端たん一目散に逃げていく者と、軍警察に捕まるというリスクを冒おかしつつ、あくまでカボット捕ほ縛ばくにこだわる者。前者二に対し後者一、というところか。

「ファルナ！　逃げるぞ！」

　捕まったらあとで色々面めん倒どうだ、とエルバは従姉妹いとこに声を投げかける。ところが──

「チャーンス！」

　賞金稼ぎが逃げていく、という事実をファルナは機会と見た。ルナの手の中からするりと抜ぬけ出すと、おおかたの賞金稼ぎ達とは逆に走って、カボットを捕まえにダイビングしていく。

「あ！　ちょ、なにしてんだコラ！」

　手段を選んでられるか、とばかりエルバはタックルに行った。しかしファルナの小さい身体からだはタックルをするりと抜けて、一挙にカボットのもとまですっ飛んでいった。

　カボットはちょうど、追っ手達の手の中から抜けて自由になったところだった。全力で逃げ出そうと前を向いた瞬しゆん間かん、ファルナが突とつ撃げきしてきたのだからたまらない。

「あ──あわ──ッ!?」

　体当たりを受けて、カボットはあっさりと組み敷しかれた。ケチャップまみれになりつつ、ファルナはカボットの腕を背に回し、制圧する。

「うっし！　つーかまーえたーっ！」

　喜び勇んでファルナが右みぎ拳こぶしを突つき上げる。

「……俺も捕つかまえた」

　その右拳を、優やさしく握にぎりしめる手があった。ファルナはその手の持ち主を見上げる。

　そこには、フィールディングが立っていた。

「あ、フィールディング！　見てくれよ、デスドレッド島からの脱だつ獄ごく犯はん、捕まえたぜ！」

「うん、ダン・カボットだな」

　カボットの顔を一いち瞥べつした後、フィールディングは手て錠じようを取り出し、後ろ手にかけてやった。

　それからもう一個手錠を取り出し、ファルナの突き上げられた腕にはめた。

「…………」

　黙だまったまま、不思議そうな顔で、ファルナは手錠をじーっとみつめた。

「……なんで？」

「公共の場所で暴れる人間には、騒そう擾じよう罪ざいが適用される。いいかい？」

　エルバはがっくりと頭を落とし、手で顔を覆おおった。







　デスドレッド島からの集団脱走。

　その知らせは脱走事件の翌日に本土に届き、さらに翌日に各紙紙面に載のって、ブルティエールに住む人々を震しん撼かんさせた。

　その数は全部で十一名。長期の流る刑けいを食くらっている面々だけあって、どの名もかつて新聞紙上を賑にぎわせた凶きよう悪あく犯罪者ばかりである──が、市民を最も驚おどろかせたのは、脱走事件の主犯とされる人物の名だった。

　クラヴリー・ガーディアン。

　西部諸州が連れん邦ぽうからの独立を目指して起こした叛はん乱らんは、約一年の動乱の後、東部軍の勝利にて決着、鎮ちん圧あつを見た。しかし、勝利を収めた東軍側にも、戦後様々な汚お点てんが発覚していった。その最大のものが、オーラン虐ぎやく殺さつ事件と呼ばれる事件だ。

　西部オーラン州には、先住民族オーラン人が住む居住区が存在する。そのうちの一つ、リの一族と名乗る人々が生活する地に東軍の一中隊が乗り込み、一晩で住人をあらかた虐殺した、というのが事件の概がい要ようだ。その中隊を率いていたのが、クラヴリー・ガーディアン少しよう佐さである。

　軍事法ほう廷ていの被ひ告こく席せきにあって、ガーディアンは大量殺人の罪を認めようとはしなかった。その晩、未知の悪あく魔まが襲しゆう撃げきしてきて、目に入る者すべてを殺して回った。自分は部下を率いて食い止めにかかったが力及およばず、中隊のほとんどを失う結果となった。勝てない相手に立ち向かった結果として部下達の命を無む駄だに散らした罪ならば甘あまんじて受けるが、オーラン先住民を殺せと命令した事実も実際に殺した事実もなく、その一点は断固として否ひ認にんする──というのがガーディアンの主張だった。

　もちろん、世論は彼の言い分を「己おのれの罪を認めたくない、死し刑けいになりたくないためだけの言い訳」だと考えた。「未知の悪魔がやってきて住民を虐殺した」とは、いかにもその場しのぎ的な言い逃のがれとしか思われなかった。デスドレッド島のみならず、本土にもまだ未知の野生悪魔は隠かくれていると考えられているが、そいつが一晩で千人近くの人間を殺したなどとはあまりに不自然な話である。

　世間にはガーディアンを死刑にせよとの合唱が巻き起こった。しかし、法廷は彼に有罪の判決を下したものの、量刑は死刑より一つ下、デスドレッド島への終身流刑とした。人々は口々に「不当判決だ」「ガーディアンに死の制裁を」と叫さけんだが、判決が覆くつがえることはなく、ほどなくして元少佐は南の島へと送られていった。

　裁判が進行中だったころのガーディアン憎にくしという感情を、人々は十年ぶりに思い起こすこととなった。虐殺事件の首しゆ魁かいが今、自分達の住んでいる場所のすぐそばに潜ひそんでいるかもしれないのである。街角で交かわされる世間話の話題は、脱走事件が独どく占せんするようになった。見えない恐きよう怖ふから、世間には不ふ穏おんな空気が漂ただよい始めていた。

　軍警察は迅じん速そくな対応を見せた。脱走犯対策の特別チームを立ち上げたことが一つ、そして脱走犯全員に賞金をかけたことが一つ。特に賞金は通常より高額で、一人一人に相場の二倍くらい、クラヴリーには約五倍の額がかけられた。これは前代未み聞もんの額で、その背景には事態を重く見ている総そう督とく府の意志が感じられる。

　事実、連邦議員ら、特にブルティエール州選出の議員達は連日街頭演説を行っていた。与よ党とう議員は軍警察への信しん頼らいを謳うたい、野党議員はこの事態を出しゆつ来たいさせた総督府の怠たい慢まんを責める、というように差さ違いはあるが。とにかく、誰だれもが注目する一大事件であることに代わりはなかった。

　この状じよう況きようを、歓かん迎げいする向きもいる。探たん偵てい稼か業ぎようを生なり業わいとする人々である。一種の報賞金特とく需じゆと呼べるこの環かん境きように、私立探偵業界は一いつ攫かく千せん金きんのチャンスとばかり沸わき立っていた。

　それは、バベルハイズ自然史博物館においても同様だった。博物館一階の広いラウンジの壁かべの一面には、軍警察から配布された十一名の脱走犯の似顔絵のビラがぴたりと整列して貼はり付けられていた。

　そのうちの一枚、ダン・カボットの似顔絵に、博物館職員サクラ・イシザワが近づいていく。手に持った筆をインク壺つぼに入れると、サクラはカボットの顔に大きなバツ印をつけた。

「一人逮たい捕ほされました……と」

　これでブルティエールは一歩平和に近づいた、とばかりサクラは明るい顔で筆を振ふった。

「俺達の尊い犠ぎ牲せいがあったおかげだ」

　憮ぶ然ぜんとした表情で言ったのは、ラウンジの一席に腰こしを下ろしているエルバだった。すぐそばでは、ファルナが同じく疲ひ労ろうの色いろ濃こい顔つきでまずそうに牛乳をすすっている。

　ケチャップ屋前の乱らん闘とうで拘こう束そくされたエルバとファルナは留置場に入れられた。微び罪ざいということですぐに放ほう免めんされたものの、フィールディングにこってり絞しぼられるハメになった。軍警察の上の方がえらい報賞金をかけたもんだから、額に目がくらんだ賞金稼かせぎ連中がそっちこっちで頑がん張ばりすぎている。いらんことに手間をかけさせるな──とかなんとか。

　そこまでならば、まあ我が慢まんのしようもあった。しかし、不ふ愉ゆ快かいな気分に追い打ちをかけるようなことを、フィールディングは言った。カボット逮捕の報賞金は、あの時その場に居合わせた賞金稼ぎ全員に分割して支し払はらうと宣言したのである。

「なんなんだよもう。あん時カボットを押さえ込んだのは、どっからどうみてもあたしだってのにさあ。そうだろ、エルバ」

　水を向けられたエルバは、仏ぶつ頂ちよう面づらでファルナを見返した。

「そうだな。逃にげろっていう俺の言葉を無視した結果としてな」

　友好的とは言い難がたい口調に、ファルナは不満そうに口を尖とがらせた。

「結果オーライだろ。あたしがあん時飛び込んでなかったら、収入ゼロだぜ」

「無茶しすぎだ、って言ってるんだよ。おまえのちっこい身体からだでなにができるってんだ。あの時、カボットが悪あく魔まを喚よんでたかもしれねえんだぞ」

「そりゃねえだろ。カボットは、ケチャップ買う金欲しさに、既すでに円盤レンズを売り払ってたって言ってたじゃねえか。フィールディングが」

「それは今だから言える話だ」エルバの語気は和やわらぐところを知らない。「あの時、あいつが円盤を持っていないと判断する理由はまったくなかった。そんな相手に生身のままで突つっ込んでいくってのは、勇気じゃない。無む謀ぼうだ。大おお怪け我がしてても不思議じゃない」

　円盤。悪魔を召しよう喚かんするために必要な、直径四センチほどの丸い物体である。それは少し力を込こめると二枚の円に分かれ、両目に押し込むことで悪魔を召喚できるようになる。小さいものなので、隠し持つことは非常に容易だ。

「悪魔を喚べるんだったら、もっと早い段階で喚んでいただろ」

　しかしファルナも譲ゆずろうとはしない。牛乳を飲み乾ほすと、ひょいと席を立つ。

「どこ行くんだよ」

「寝ねる！　今日は疲つかれた！」

　そう言い捨てると、背を向けて博物館の奥へと立ち去っていった。

「やれやれ。どうしてああまで意固地になるんだか」

「ファルナも、必死なんだと思いますよお」

　落らく胆たんするエルバに、穏おだやかな微笑ほほえみをたたえながらサクラが言う。

「その……私達の中で、ファルナだけアルバイト扱あつかいでしょ？」

「ま、あいつは大学生が本分だからな」

　ファルナは、この春ブルティエール大学悪魔学部に入学した、立派な学生だ。博物館に住み込みで働いてはいるが身分はあくまでも学生、博物館職員として働くのは副業である。

「一人だけ勤務時間も短いですしねえ。仕事の内容で結果を出してやる、と意気込むのは当然だと思いますよ」

「……勤務時間なんてあってないようなもんだがな」

　エルバは付け加えた。

　博物館職員の本分は、博物館経営である──当たり前の話だが。何故なぜエルバ達一同が私立探偵業を営んでいるのかというと、それには少々事情がある。

　もともと、ここはブルティエール国立博物館として運営されていた施し設せつだ。ところが十年前の西部内乱の折、連れん邦ぽう総督府は戦費捻ねん出しゆつの要に迫せまられた。そこで総督府は手がけている事業を見直し、一部を民間に譲じよう渡とすることとし、ブルティエール国立博物館を売りに出した。

　博物館を買い取ったのは、創立当初から館長職を世せ襲しゆうしていたバベルハイズ家の当主ベンハート・バベルハイズだった。彼は看板をバベルハイズ自然史博物館とすげ替かえ、自らの手による博物館運営を開始した。が、経営は奮わず、種々の不幸なトラブルが重なったこともあって、買い取りから四年で博物館は閉館の憂うき目を見た。

　いずれの日にか再び博物館を開くことを夢見つつ、ベンハートは病に倒たおれ、そのまま帰らぬ人となった。ベンハートの一人息子むすこベルトランは西部内乱で戦死していたため、跡あとを継ついだのはベルトランの娘むすめアルテキア、通つう称しようテッキだった。テッキには、博物館のすべてを売り払い、その財産だけで一生を過ごすという選せん択たく肢しもあった。しかし彼女は一家の伝統を守るため、館長を襲名する道を選んだ。

　テッキが他者に対して誇ほこりうるものといえば、自然史博物館を継ぐ者として叩たたき込まれた、悪魔に関する知識くらいだった。これを開館資金調達に活用する方法として、テッキは私立探たん偵てい業に身を投じることを選んだ。軍警察による治安維い持じのネットワークは完かん璧ぺきにはほど遠く、民間人が割って入る余地は多分にある。そんなわけで、テッキは博物館を根こん拠きよ地ちとし、博物館長としての仕事を兼けん任にんしつつ、探偵としての活動を行っているのである。

　エルバ達は博物館住み込みの職員である。勤務地と住居とが一体化しているので、いつまでが仕事でどこまでがプライベートか、はっきりと線引きするのは難しいのだった。

　サクラは再び、似顔絵のビラに目をやった。彼女の視線は一番左に貼はられた貼り紙、ガーディアンの似顔絵に吸い込まれていく。

「やっぱり、気になるのか」

「気にならないと言えば、噓うそになりますからねえ……」

　エルバの声にサクラは振り返り、自分の側頭部に生える角を軽く撫なでた。

　オーラン先住民は、独特の装しよう束ぞく、眼鏡めがねの他ほかに、重要な特とく徴ちようがある。頭部に二本の角が生えているのだ。サクラ・イシザワはオーラン先住民の中でもリの一族と称する血統、オーラン虐ぎやく殺さつの犠ぎ牲せいとなった一族の生き残りだった。

　眼鏡越ごしに似顔絵を見つめるサクラの目には、複雑ないくつもの感情が交じり合っている──ように、エルバには見えた。ただし少なくとも、単なる憎しみの目ではない。

「どう思ってるんだ？　奴やつのことを」

　エルバの質問を受けて、サクラは過去を思い出すように中空に視線を漂ただよわせた。

「正直、実感がないんですよね……お兄ちゃんが私を匿かくまってくれたから、外で何が起きていたのか全くわかりませんでしたし」

　虐殺事件の折、サクラは兄シローと生き別れになった──と信じている。事件後、兄の死体はどこにも見つからなかったという事実ゆえに。シローをいつか捜さがし出そう、とエルバはサクラに約していた。

「未知の悪魔が居住地を蹂じゆう躙りんした、とガーディアンは言ったそうだな」

「そんなことはなかった、とは私の口からは言えませんねえ」

「カエデもガーディアンみたいなことを言ってたっけ」

　虐殺事件の生き残りの少女の名をエルバは出した。

「……そうでしたね」

　と答えたきり、サクラは黙だまり込んだ。その話題には触ふれたくない、と無言のうちに主張するかのごとく。

「……ただいま戻もどりましたよ……」

　ちょうどその時、博物館の正面玄げん関かんの方から、声が聞こえてきた。少し間をおいて暗がりの中から姿を現したのは、バベルハイズ自然史博物館館長、アルテキア・バベルハイズだった。

　豪ごう奢しやなドレスに身を包み──外見に反し、そのドレスは軽くて運動性に優すぐれているのだが──凜りんとした空気を振ふりまくその姿は、見る者をはっとさせる。顔立ちは険しく、髪かみの色は炎ほのおを思わせる真しん紅く。性格の烈はげしさが、その外見からはっきりとにじみ出ていた。

「お」エルバは手を振った。「お帰り。遅おそかったな」

「少し、調べたいことがありましたのでね……」

　答えつつ、テッキはエルバの対面の席に体重を預けた。

「あなた達、カボットの情報はペルガメントという探偵から手に入れたそうですね」

「ああ。髭ひげを生やしたキザな野や郎ろうだったぜ」

「色々話を聞いてみたのですけど、どうやらペルガメントは、複数の人間にカボットの情報を流していたようですね」

「複数？」エルバの口が引き締しまる。「あの野郎、俺達だけに教える、と言ってたぞ」

「でしょうね。どうやら彼は、ここだけの話と言っておいてたくさんの同業者にカボットのことを話して、情報料をふんだくっていたようですね」

「そういうことか。それで、あのレストランにあんだけ賞金稼かせぎが集まったんだな」

「色々な方に話をうかがったのですけれど、ペルガメントなる人物は、同業者の中でも少々評判の悪い方のようですね」

「テッキも同業者だろ。知らなかったのか」

「そこは、ワタクシが反省すべき点ですね。そんなことを知らずにいたとは」

　テッキの左の袖そで口ぐちが、わずかに動いた。悔くやしさにぐっと拳こぶしを握にぎったのだろう。

「どこがタチが悪いかというと、半はん端ぱにタチが悪いところが一番タチが悪いらしくて──」

「なんか、タチが悪いのか悪くないのかよくわからないんですけどお」

　やや混乱気味に、サクラが言う。

「つまりですね。今回も、カボットの情報については正しかったではありませんか。悪意をもってガセネタを流しているのならば『業界から締めだしてやれ』との声も上がるのでしょうが、今回の件も積極的な悪意から発したわけではありませんからね」

「少々灰色な方法で儲もうけようとしただけで」

「だから『またあいつか』という感じで、皆みなあきらめているみたいです。今回カボットの情報をつかまされた賞金稼ぎの方々も、『賞金欲しさについペルガメントを信じてしまった』と自省こそすれ、ペルガメントをどうにかしようという気運はまったくないようですね」

「おいおい。だまされ損かよ。俺はこの行き場のない怒いかりをどこにぶつければいいんだ」

「次に会った時に、当人に直接ぶつければいいのではありませんか」

　テッキはさらりと言ってのけた。

「そうする。……誰だれかが先にぶつけているような気もするが」

「それは自じ業ごう自じ得とくという奴ですよ」

　テッキは椅い子すの中で姿勢を正し、腕うでを伸のばして壁かべの似顔絵を示した。

「とにかく、この脱だつ走そう事件はワタクシ達にとって奇き貨かです。この十一人のうち、三人か──せめて二人捕つかまえれば、博物館の開館時期が劇的に早まることでしょう」

「あるいは、ガーディアンをとっ捕まえるか」

　一番左側に貼はられている似顔絵を、エルバは指さした。

「そうですね。……あ、もちろん」

　ふと思い出したように、テッキが軽く手を打った。自分の右目を指さして、

「仕事も大事ですけれど、ワタクシ達の本分も忘れないで下さいよ」

「わかってるさ」

　その答えに合わせて、エルバの右目が一いつ瞬しゆん赤い輝かがやきを放った。

「おっ！　やる気十分なのはいいことだな！　ゲハハハ！」

　その時突とつ然ぜん、テッキの右の袖口から声が出てきた。明らかにテッキのものではない声が。

　触しよく手しゆが一本にょきっと生えてきた。それは袖口から滑すべり出るとタコのような姿を現し、タコのようにうねりながらテッキの肩かた口ぐちに乗っかった。

　丸い胴どう体たいに長い八本の触手が生えた、タコを想起させる姿をしている。丸い胴体のど真ん中に巨きよ大だいなお目々がある、という時点でタコとは全く違ちがうが。彼の名はボル・ボル、ルナ同様に人間とはまったく異なる存在である。

「当たり前だろ」エルバはボルを正面から見返した。「俺は一時たりと忘れたことはないぜ。悪あく魔まに魂たましいを売って、八眼デイアボリツク争覇パーテイに参加していることを」

「上等上等」

　触手で腕組みして、ボルは満足げに頷うなずいてみせた。







　遠い昔、この星は魔王に支配されていた。

　人類は長い間にわたり魔王の支配の下もとでの生活を強しいられ続けてきたが、二百年前についに大規模叛はん乱らんを起こして魔王を打ち倒たおし、ドース連れん邦ぽうを樹立した。

　──というおとぎ話がある。連邦の人間なら誰もが知る、「魔王戦争」と呼ばれる物語だ。誰もがこれを「物語」だと信じている。魔王とは遠い昔に国を治めていた暴君のことで、長い間語り継つがれていくうちにファンタジーめいた話へと中身が作り替かえられていったのだ、と。

　しかし本当は、かつてこの星に「魔王」は存在したし、かつ今も存在する。

　通常の悪魔は二枚の円盤レンズによって召しよう喚かんされるが、魔王は王の名にふさわしく、八枚の円盤を実体とする。二百年前、人類は魔王を倒し、八枚の円盤をすべて奪だつ取しゆしてブルティエールの各地に封ふう印いんした。人々は円盤一枚一枚に守護者をつけ、その一族が円盤を守り続けることで、魔王が復活することを未み来らい永えい劫ごう不可能にしようとした。

　けれども百年前、魔王は永き眠ねむりから目覚めた。目覚めたといってもごく一部、かつての威い光こうとは比べようもないわずかな断だん片ぺんが、だが。それは盲もう目もくの少女の姿をとってブラナ・ラ・モートと名乗り、自らの完全復活を画策し始めた。

　魔王の復活の根幹となるのは、依より代しろの選定である。魔王もまた悪魔の一種であり、人間を依代としなければこの世に顕けん現げんすることはできない。再びこの星の支配者となるためには、魔王の力に耐たえうる、頑がん健けんな肉体と優すぐれた能力を持つ人間を選ぶ必要がある。いかにしてそのような人間を見いだし、選び出すか？　そこでブラナがひねり出した方策が、「八眼争覇」である。

　魔王の八枚の円盤は、それぞれが魔神を喚よぶ力を持つ。魔神とは自らの意思をもって行動することができ、それぞれが悪魔を超こえる能力を持つ存在である。魔王戦争以前、魔王は八人の魔神を従えてこの星を制していた。

　八名の人間に魔王の瞳ひとみ、魔神の円盤を貸し与あたえ、八名を相争わせる。そして、勝ち残った者を魔王の依代として選び出す──それが、八眼争覇である。

　ブラナはこのアイデアを気に入り、百年の間何度も八眼争覇を開かい催さいしている。一度で済ませばいいものを何故なぜ何度も開催するのか？　八眼争覇の勝者が必ずしもブラナの気に入るとは限らない、候補者を増やすことでより優れた人間を選び出そうとしている──等々、色々な推測は成り立つが、結局のところその理由は開催者たるブラナにしかわからない。勝利を収めたら望みを叶かなえてやる、という特典も付け、ブラナは広く候補者を集めようとしていた。

　六年前に八眼争覇に参加して殺された父の仇かたきを討うつために、エルバは氷結の魔神ルナ・ルガと契けい約やくし、今回の八眼争覇に参加している。

　魔王の復活を止めるというバベルハイズ一族の悲願のために、テッキは無形の魔神ボル・ボルと契約し、今回の八眼争覇に参加している。

　エルバとテッキは手を組んで、八眼争覇にあたっている。本来、参加者は殺し合う運命にあるのだが、二人の間にはエルバの父チェビアトという共通項こうが存在していた。前回の八眼争覇においてチェビアトは、諸事情からバベルハイズ一族の悲願のために戦い、そして死んだ。チェビアトの仇を討ちたいという気持ちはテッキにもあり、一方で父が思いを残した仕事に決着をつけたいという気持ちがエルバにはあった。だからこそ、エルバは博物館の住み込み職員として働き、テッキとともに暮らしているのである。

　時々、思うことはある。封じるべき敵である魔王の力を借りて願いを叶えようとするのは矛む盾じゆんしてはいないか、と。魔王は間ま違ちがいなく人類の敵だ。そのことはエルバも重々承知している。だが、父の仇を取りたいという気持ちは、それこそ悪魔に魂を売ってでも叶えたい願いだった。だからこそ、エルバは魔神と契約した。

　そして一度契約した以上、後あと戻もどりすることはかなわない。迷い、ためらい、後こう悔かいはあってはならないのだ。何故ならば、同じ気持ちで悪魔に魂を売った人間が他ほかに七人もいるからである。うち一人はテッキであり、うち二人までをエルバは打ち倒したが、それでもまだ四人の敵が残っている。今いま更さら後ろを振ふり向くということは、他の四人に出し抜ぬかれるのと同義なのだ。







　ブルティエール東番外地のとある一角。

　一匹ぴきのチーターモドキが、暗くら闇やみの中の一本道を一心不乱に走り抜けていた。

「クソッ、冗じよう談だんじゃねえぞ！」

　すっかりおびえきった口調で文句を口走りながら、チーターモドキは何度も何度も後方を振り返る。この悪魔を召喚しているのはリムニッヒという男、デスドレッド島からの脱走者だ。

　追いかけられることくらいは、リムニッヒも覚かく悟ごしていた。だが──

「フホホ！　フホ、フホホホホ──ッ!!」

　甲かん高だかい笑い声をけたたましく鳴り響ひびかせながらものすごい勢いで走る化け物に追われるとは、考えてもみなかった。

　暗闇の中にあって、化け物の白い顔は満月のように浮うかび上がっていた。人間のような四し肢し、身体からだ、顔を持ってはいるが、顔には目がなく、鼻もなく、ただ赤い唇くちびるだけが不気味に目立っている。そのくせあたかも視線で捉とらえているかのように、リムニッヒに顔を向けている。

「フホホ！　待つでおじゃるよォォォォ──ッ!!」

　しゃかしゃかと滑すべるような足取りで、しかし確実にリムニッヒとの距きよ離りを詰つめつつある。チーターモドキに匹ひつ敵てきする速度を、普ふ通つうの人間が出せるわけがないのに。何をどう考えても化け物だ。

　逃とう走そうに集中すべく、リムニッヒは前を向く──と、道の前ぜん途とに人ひと影かげを見いだした。

「……せっ！」

　前方の人影は、チーターモドキに向けてまっしぐらに突つっ込んできた。こちらも高速で迫せまりながら、手に持つ得物を高く構える。

　こいつらグルか、とリムニッヒはその場で急停止した。

「ぐう……こうなったら、やってやる！」

　チーターモドキを解放して、リムニッヒは生身の姿を夜気に晒さらした。左手で両目からチーターモドキの円盤をはぎ取り、右手はポケットの中に突っ込んで別の円盤を探さぐり出す。

「……召喚コンタクト！」

　デスドレッドデーモンの円盤が右手の中から飛び出した。空中で二つに割れ、リムニッヒの両目に飛び込む。次の瞬しゆん間かん、リムニッヒの周囲の空気が光を放ち始めた。ドースの大気に含ふくまれる「塵ちり」と呼ばれる成分が、円盤に反応する。この塵が召しよう喚かん主しゆの身体を覆おおい、虚きよ体たいと呼ばれる悪魔のボディを作り上げるのだが──

「遅おそいッ！」

　デスドレッドデーモンが完全に召喚されるより早く、襲しゆう撃げき者しやの剣けんがリムニッヒの胸むな板いたに叩たたき込まれていた。ドボ、という鈍にぶい音とともに、

「ごほおッ!?」

　リムニッヒは悲鳴を上げた。召喚は半はん端ぱに終わり、生身のままでリムニッヒはその場に倒れ込む。重い棒を叩き込まれた痛みに、リムニッヒは呻うめきながらその場でのたうち回った。

「──安心しろ、峰みね打うちだ」

　リムニッヒの頭上から声が落ちてくる。リムニッヒは頭上を見上げて、若い女性の顔を見み出いだした。底光りするような鋭するどい目つきでリムニッヒをねめつける。しかしそれもわずかな間のこと、懐ふところから取り出した眼鏡めがねをかけると、その眼光は大おお幅はばに和やわらいだ。

「……おまえ……オーラン先住民か……」

　苦しい息を吐はきながら、リムニッヒは言った。よく見れば、少女の側頭部にはオーラン先住民の証あかしである二本の角が生えている。

　何も答えず、少女──カエデ・ニカイドウはカタナを鞘さやにしまった。

「フホホ！　おぬし、今をときめく脱だつ走そう犯はんの一人、リムニッヒでおじゃるな？」

　口元に笑えみを浮かべながら、のっぺらぼう──マロ・マロはリムニッヒのみぞおちあたりに蹴けりを一発ねじ込んだ。ゲフ、と空気が体内から押し出される音がして、リムニッヒは悲鳴すら出せずに丸くなる。

「マロ」カエデがたしなめる。「無む抵てい抗こうな人間に追い打ちをかけるのはいただけない」

「フホホ。これは異な事をおっしゃるでおじゃるな。マロ達はこれから八眼デイアボリツク争覇パーテイという情け無用の殺し合いに参加するのでおじゃるよ？　そのような甘いことをぬかしておいて勝利できるとでも思っておじゃるか？」

　マロは特に反省する様子もなかった。

「……こいつは八眼争覇の参加者じゃないだろう」

　カエデは言い返したが、マロの言い分が正しいことを内心で認めざるを得なかった。カエデは、八眼争覇に勝ち抜ぬかなければならないという義務を負っている。義務を果たすためにはきれい事など言っていられない。カエデもまた、叶えたい願いがあるが故ゆえに魔ま王おうの瞳を手に取り、八眼争覇に参加した契約者なのだから。

「カエデ、おぬしは一族の仇かたきを討うちたいのでおじゃろ？」

　契約相手、電光の魔神マロ・マロはカエデに問いかける。

「……もちろん。私はその為ためにこの十年を生きてきた」

　カエデはサクラの幼なじみである。すなわち彼女もまた、オーラン虐ぎやく殺さつの生き残りだということだ。しかし、あの事件に対するカエデの態度はサクラと百八十度異なる。「十年前に一族を皆みな殺ごろしにした犯人への復ふく讐しゆうを果たす」──それが、カエデが八眼争覇にかけた願いだった。

　カエデは魔王の瞳を手に入れた際に、ブラナと出会った。その時、ブラナは言ったものだ──「君が八眼争覇に参加してくれるのならば、その過程において、君が復讐を果たすべき相手に出会えるようにしてあげよう」と。

　はじめてデスドレッド島脱走事件の報に接した時、カエデはまず最初に、ブラナのその言葉を思い出した。あの言葉を信じた甲か斐いがあった、と。脱走事件の主導者、クラヴリー・ガーディアンこそ、虐殺事件に最大の責任を持つ男。長年カエデが復讐を夢見てきた相手だった。

　カエデはリムニッヒのもとにしゃがみこむと、小さいながらもよく通る声で尋たずねた。

「おまえ、クラヴリー・ガーディアンに助けられてデスドレッド島から逃にげてきたのだろう？　ガーディアンが今どこにいるか、知っているか？」

　リムニッヒは薄うす目めでカエデをにらみ返した。

「知ってたらなんぼでも教えてやるんだが、知らねえよ」

　カエデは無言のまま、鯉こい口ぐちを切った。

「いやマジだって！」カタナの鈍い輝かがやきに、リムニッヒは慌あわてた。「あいつは俺達をブルティエールの海岸まで連れて行くと、『あとは自分達で勝手にやってくれ』って全員を解放したんだ」

「本当でおじゃろうな？」マロも尋じん問もんに参加する。「噓うそをついていたら、マロの靴くつをおぬしの口の中に突つっ込んで一ひと踊おどりするでおじゃるよ？」

「やめてくれ！　というか、俺をどれだけ拷ごう問もんにかけたって、知らねえもんは何も言えねえぜ。脱走した面子メンツが全員で固まって何かをたくらんでる、なんてことは全然ねえ。本当だ」

「……役に立たない奴やつでおじゃるな」

「そんなことはない」カエデが口を挟はさむ。「少なくとも、こいつを軍警察に突き出せば、しばらく金の心配をしなくても済む。復讐を行う以前に、金が無くては生きていけない」

　一月ほど前、自らが八眼争覇の参加者であることをサクラに──そして、同じく八眼争覇の参加者であるエルバとテッキに──明かして以降、カエデはそれまで居い候そうろうしていた家を出、色々な宿屋を転々とする流る浪ろうの生活を送っていた。それだけでも出費は結構なものである。

「やれやれ、ヤカナカの家に住んでいた頃ころが懐なつかしいな。当時は気づかなかったが、帰る家があるというだけでどれだけ心が落ち着くか」

　ふと、サクラのことが頭をよぎる。同じく故郷を追われた身ではあるが、今のサクラは博物館という自分のいるべき場所を手に入れている。それは得がたいものであり、流浪を続けるカエデが欲ほつしてやまないものでもあった。

　が、カエデは頭を左右に振り、そんな思いを追い払はらう。

「まあ、いい。今からさっそくこいつを軍警察に突き出すか」

　つまらなそうに言って、カエデはリムニッヒの襟えり首くびをつかみ、持ち上げた。そのままずるずると引っ張りながら、夜の闇やみの中へと向かっていく。







　夜の闇に包まれた墓地のとある一角に、目ま深ぶかにフードを被かぶった男が一基の墓石と向かい合って立っている。男は手に持った一本の花を墓に供えると、頭を一ひと振ふりしてフードを脱ぬいだ。真っ白く長い髪かみがフードの中からあふれ、男は顔を露あらわにする。

「こんな遅い時間に来て、本当に申し訳ない」

　男──クラヴリー・ガーディアンは、墓石に向かってそう語りかけた。

　墓石には、「エリス・エチェバリア・ガーディアン」との名が刻みつけられていた。

「日の光の下もと堂々とここに来られない、ってのは情けない話だが、許してくれ」

　死者の眠ねむりは永遠に続くというのに、夜遅くに来たことを詫わびるとは我ながら滑こつ稽けいなことだ──そんなことを思いつつ、クラヴリーは亡なき妻に黙もく禱とうを捧ささげた。

　黙禱を終え、頭をもたげようとしたちょうどその時。

　クラヴリーの耳は、近寄ってくる足音を聞きつけた。それも一人ではない──二人。

「……誰だれだ？」

　音の聞こえてきた方に向かって、クラヴリーは誰すい何かする。

　足音は、やがて大きくなっていく。霊れい園えんの芝しば生ふを踏ふみ分ける音は、間ま違ちがいなくクラヴリー目がけて近づきつつあった。数メートル距離を置いた場所で、足音は止まる。

　暗闇の中にクラヴリーは視線を投げ、知った顔を見いだした。

「……や、おまえ達か」

　二つの顔は、ブルティエールの住人と比べて明らかに顔が日焼けで黒くなっていた──闇の中では判別しにくいが。二人とも、デスドレッド島からともに逃げてきた重罪犯だった。

「へっへっ、こいつはどうも」

　一人は丸まる坊ぼう主ずのブレンナー、一人は頭に布を巻いた小男のアルト。重罪人とのイメージに違たがわぬ、いかにも悪人めいた面相をした二人組である。

「おまえら、こんな時間に何をしに来た」

「金を稼かせぎに」ブレンナーが答える。「ただし、死体を掘ほって売るようなせこい商売じゃねえ。一いつ攫かく千せん金きんの大チャンスを捕つかまえにきたのさ」

「一攫千金？」

　意図をつかみ損そこねて、クラヴリーは首をひねった。

　フヒヒ、とブレンナーは下げ卑びた笑えみを浮うかべた。

「こんな時間じゃないと墓参りにすら来られないってのは大変だよなあ！　軍警察の奴らと来たら、俺達の首にえらい額の賞金かけやがって。まったく、自由さえ保証してくれるんなら自分で自分を軍警察に突き出してえくらいだ」

「それは同感だ」

　とりあえず、クラヴリーは相あい槌づちを打った。

「そこで考えたんですよね、あたくしどもは」

　アルトは、ブレンナーから離はなれるようにじりじりと移動を開始した。横へ横へ、まるでクラヴリーを包囲しようとするかの如ごとく。

「一いつ緒しよに脱だつ走そうした仲間をとっ捕まえて軍警察に突き出せば、しばらく遊んで暮らせる金が手に入る。そこで一体誰を狙ねらったものか、と二人で相談しましたところ、『一番賞金額が高い奴を生け贄にえにするのがいい』という結論になりましてねえ」

「……や、なるほど」

　クラヴリーはアルトの言わんとするところを理解した。不思議と腹は立たない──むしろ感心するくらいだった。

「デスドレッド島から逃がしてくれた恩人を速そつ攻こうで売りにかかるとは、考えてもみなかった。さすがだな。目め端はしの利きく奴ってのはいるものだ。……だが、おまえ達は大事なことを忘れているんじゃあないのか？」

　敵の意図を知った以上、クラヴリーもこれ以上うかうかとしていられない。二人の姿を同時に視界内に置いておけるよう、立ち位置を変える。

「デスドレッド島で、看守達が喚よんだ悪あく魔まを私が片っ端から撃げき退たいしたことを」

　クラヴリーの背後から人ひと影かげがすっと一つ進み出た。両目を閉とざし、羽は衣ごろもをまとった少女、ミナ・ミグが姿を現し、閉ざされたままの目をアルトとブレンナーの二人に向ける。
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「忘れちゃあいませんよ」アルトは言い返す。「あたしゃはっきりと覚えています。看守が喚んだ悪魔達は身体からだを切り裂さかれておりましたが、気絶して生身を露わにした看守達は出血一つしていなかったじゃありませんか。つまりあいつらは、純じゆん粋すいに逆バツク流ワードによって気絶したのであって、生身に物理的ダメージを負わされたわけじゃない」

　逆流。

　悪魔の虚きよ体たいは召しよう喚かん主しゆの肉体と、感覚をおおむね共有する。であるが故ゆえに、悪魔の虚体に与あたえられた物理的ダメージは召喚主に感覚としてフィードバックされる。これを逆流と呼ぶ。フィードバックされるのはあくまで感覚のみであり、悪魔の虚体をばっさり斬きられたからといって、召喚主の身体から血が出るというわけではない。

「あなたがどのような手段であんな芸当をやらかしたのは知りませんけれど、あれは悪魔にのみ通じる技わざであって、あたくしどもみたいな生身には通じないんじゃあございませんか？」

　そう言って、アルトは短いナイフを二本取り出した。合わせてブレンナーも鋭えい利りな千枚通しを握にぎりしめる。

「……おまえら、目端利きまくりだな」

　クラヴリーはますます感心した。アルトの指し摘てきは正しかったからだ。

「しかしまだ、一番大切なことを忘れている。おまえらが素す手でで戦うというのならば、私は悪魔を喚んで戦うだけ──」

　言いつつ、クラヴリーは自分の尻しりの方に手を回す。ベルトからぶら下げた、円盤レンズを収めた袋ふくろをつかむために。

「……ややや」

　ところが、手は空をつかむばかりだった。首をひねって見てみると、そこにあるのは鋭利な刃は物もので切り裂かれた袋の切れ端だけである。

「こいつをお捜さがしで？」

　アルトは懐ふところから袋を取り出した。口の部分がまっすぐ切り裂かれた袋を。上下させると、じゃらじゃらと複数の円盤がこすれあう音がする。

「つい先ほど、霊園の入口ですれ違ったんですがねえ。お気づきになりませんで？」

　言われてはじめて、クラヴリーは霊園に入る直前、道ですれ違った人物とぶつかったことを思い出した。

「あたくし、捕まる以前は巾きん着ちやく切りで生計を立てておりましてねえ」

　巾着を懐にしまい、アルトは改めて距きよ離りを縮めにかかった。

「なんとなんと」クラヴリーは感かん嘆たんの念を抑おさえられなかった。「用意周しゆう到とうすぎるな。私のような人間はカモ以外の何ものでもないということか」

「クラヴリー……」

　ミナが、不安げにクラヴリーを見上げる。

　クラヴリーはミナの肩かたを叩たたき、自分の後ろに回らせた。

「少し下がっていてくれ。こんな奴やつら、君の力を借りるまでもない」

　固めた拳こぶしを胸の高さに構えて、シュッシュッと暗闇に向けて素早く振ふる。クラヴリーは二人をにらみつけ、逆に威い嚇かくしにかかった。

「さすがだな。オーラン虐ぎやく殺さつの指導者は肝きもが据すわっている」

　ブレンナーは挑ちよう発はつの言葉を投げ返した。

「………………ほう」

　その言葉に、クラヴリーはほとんど表情を動かさなかった。わずかに目を細めた以外は。

　場の空気が沸ふつ騰とう寸前になった、その瞬しゆん間かん。

「……話は全部聞かせてもらいましたぜ……」

　誰だれのものとも異なる声が、その場に割り込んできた。

　その声は、クラヴリーのみならずアルト達にとってもイレギュラーだった。素早く左右を見み渡わたし、声の主を捜さがす。

　墓のそばに立つ樹木の枝が突とつ然ぜんガサガサ音を立てると、何かが真下に落ちてきた。

「うぬお！　誰だてめえ！」

　ブレンナーが驚おどろいて、一歩引き下がりつつ怒ど声せいを放つ。

　膝ひざを折って着地した人物は、身体についた葉っぱを払はらいながら、ゆっくりと立ち上がった。

「な、なんなんですか、あなた……」

　気け圧おされて、アルトもわずかに退ひく。

　その人物は、二メートルに届かんとする巨きよ漢かんだった。暗くら闇やみの中にあっても、その身体がはち切れんばかりの筋肉に包まれていることがわかる。腕うでも脚あしも丸太のようだ。

　男は大きな手で小さな懐かい中ちゆう時計を取りだし、時間を確かく認にんすると、クラヴリーに顔を向けた。

「時間通りにやって来ましたぜ、大将」

　その顔を見て、クラヴリーは驚きの表情を浮かべた。

「リデルか！　リデル・ハンターチャンス！」

「へっへっ。お久しぶりです、大将」

　そう答えて、巨漢──リデルは大きく身体を揺ゆすった。

「おまえなあ」呆あきれてクラヴリーは両手を広げた。「いたんなら、もう少し早く出てきてくれ。そもそもなんで木の上にいる」

「大将を驚かせようと思って。一番劇的なタイミングをずっと計ってたんでさあ」

　端はたからでも、二人が親密な関係にあることは見て取れた。これはアルト達にとって全くの誤算だった。悪あく魔まを召しよう喚かんする人間がいるとなると、生身の戦いでクラヴリーを倒たおすという計画は成り立たなくなる。二人は相談するまでもなく、こうなった以上勝ち目なしと悟さとり、退散するタイミングを計り始めた。

「おおっと、お二人さん、逃にげるのはまだ早いぜ」

　その気配を感じ取り、リデルは素早く言った。

「話は全部聞いていた。いいことを教えてやる──今、悪魔の円盤を持ち合わせてねえのよ」

「なんだと!?」

　声がハモった──アルトの声と、ブレンナーの声と、クラヴリーの声とが。

「ちょっと待て」クラヴリーがまず突つっ込む。「だったらなんのために出てきた」

「決まってるじゃねですか。大将を助けるためですよ」

「本当か？　噓うそをついて俺達をはめようとしてるんじゃねえだろうな」

　ブレンナーは慎しん重ちように質問を投げる。

「俺は噓をつくのが嫌きらいなんだよ」

「だったら、何故なぜそんなことを正直に言うんです？」

「ただ単に、俺は戦いたいだけさ。あんたらが逃げるのは勝手だが──どうよ？　俺と大将を倒したら、今後一生遊んで暮らせるだけの金が手に入るぜ？」

　アルトとブレンナーは胸の内で計算した──このまま逃げる安全策と、突然現れたこの巨漢と戦う積極策と、どちらが賢けん明めいなのか。二人は顔を見合わせ、その瞳ひとみのうちに、同じ答えに辿たどりついたという確信を得ると、改めて自分の得物を構え直した。

「よしよし。じゃ、やろうぜ」

　リデルは口元を引きしめると、素す手でのまま構えをとった。

「……ム……」

　ブレンナーがわずかに目を細める。リデルが奇き妙みような構えをしたからである。直立し、両手は低く構える。指をピタリと揃そろえ、わずかに前方に突き出すような感じ。さながら、巨大な球体を抱だきかかえようとするかの如ごとくである。

「……なんですか、その格好は？」

　アホかこいつ、という口調でアルトは言う。

　しかし、ブレンナーの声は逼ひつ迫ぱくしていた。

「油断するなアルト！　こいつ……チキュウ空手の使い手だぞ！」

「お」リデルがうれしそうに口元を歪ゆがめる。「よく知っているな。正確にはこいつは、チキュウ空手天動説の構えさ」

「どんな流派だか知りませんが、素手であたくしのナイフを止められるとお思いで……？」

　アルトはゆらりゆらりと波間で揺れる枯かれ葉のような動きでリデルを眩げん惑わくしていたが、不意に身体からだを沈しずめると、大きく踏ふみ込んで襲おそいかかった。一いつ瞬しゆんのうちにナイフの届くぎりぎりの距きよ離りに踏み込み、急所を裂さこうと手首を閃ひらめかせる──

「……なああッ!?」

　しかし次の瞬間アルトが見たのは、視界一いつ杯ぱいに広がった木の幹だった。アルトは顔面から激突、目の前に星を飛び散らせながら、無様な格好で崩くずれ落ちる。

「たしかに、素手じゃナイフは止められねえ。だが、チキュウ空手は『回す』んだよ」

　リデルはステップを踏んでアルトのそばに寄ると、無防備な腹部を思い切り蹴けり上げた。

「ぐふぅ!?」

　丸太のような脚に蹴飛ばされ、アルトの身体は一メートル以上浮ういた。そのまま地面に落ちて転がり、ブレンナーのところまで到とう達たつしてやっと止まる。

「が……かはぁ……」

　気絶寸前のダメージにもかかわらず、アルトの顔に浮かんでいるのは、惚ほうけたような表情だった。頭上にブレンナーを認めると、苦しげな声で問いかける。

「な……なにが起きたんですか……？」

「投げられたんだよ」

　苦々しげにブレンナーは答えた。

　アルトが踏み込んだ瞬間、リデルは退ひくどころか逆に自らも踏み込んだ。切っ先を皮一枚で避よけると腕うでを伸のばし、外側からアルトの腕に絡からめて、足を払はらいつつ投げ飛ばしたのである。突っ込んでくる力を利用したため、アルトは面おも白しろいように吹ふき飛ばされたのだ。

「自らは大地の如く動かず、目に見えるものを回す。それが天動説の構えの極ごく意いよ」

　構えを保ったまま、リデルは静かな足取りでブレンナーとの距離を詰つめていく。

　この事態を受けて、ブレンナーは状じよう況きよう判断変へん更こうの要を覚えた。素早く計算をやり直し、そして答えを導く。次の瞬間、

「逃げる！」

　ブレンナーはアルトを見捨て、一目散に逃げ出した。

「あ!?　ちょっと、待てコラ！」

　意表をつかれ、リデルは慌あわててブレンナーを追いかけた。しかしながら見かけからの想像通り足は鈍どん重じゆう、身軽なブレンナーからあっという間に引き離はなされていく。

「待てと言われて待つ奴がいるか！」

　言い返しながら、リデルとの距離を確かく認にんする。一対二となった以上、自分に勝ち目はない。ならばアルトを生け贄にえにして自分は逃げる。それが、ブレンナーが導き出した答えだった。金が手に入らないのは残念だが、命あっての物種だと考えつつ、前方に向き直ると──

　逃とう走そう経路の前方、というか目と鼻の先に、クラヴリーの姿があった。

　進路に割り込みざま、クラヴリーは右ストレートをブレンナーの顎あごに叩たたき込んだ。

「…………!!」

　壁かべに激げき突とつしたような衝しよう撃げきが、ブレンナーを襲った。下半身は慣性で前に飛び、上半身は反動ではね飛ばされる。正反対の力に裂さかれて、ブレンナーはその場に仰あお向むけに倒たおれ込んだ。

　クラヴリーは素早くブレンナーの胸むな板いたを踏み、押さえつけた。「ごふッ」とブレンナーはうめき声を上げる。

「さあて……」

　クラヴリーは足あし下もとを見下ろした。

　その目に、ブレンナーはすくみ上がった。つい先ほどまでのクラヴリーとは全く異なる、暗い輝かがやきを放っていた。

「私は、『オーラン虐ぎやく殺さつの首しゆ謀ぼう者しや』と呼ばれるのが好きじゃない。──想像つくとは思うが」

　低く響ひびく、地じ獄ごくの底から届いてくるような声に、ブレンナーは指一本すら動かせなかった。

「て……撤てつ回かいします！　あんたは虐殺者なんかじゃないですよ！　シロもシロ、冤えん罪ざいで島流しに──げぇぇぇぇっ」

　咄とつ嗟さの言い訳が妙なうなり声で中断されたのは、クラヴリーがブレンナーを踏む足に力を込こめたからだった。

「もう遅おそい」

　そう宣告して、クラヴリーは再び拳こぶしを固めた。

「あーあー」追いついてきたリデルが言う。「大将、こいつを殺すつもりですかい」

「……こ、殺すって……!?」

　慌てるブレンナー。

「ハンターチャンスさんのちょっといいはなしー」

　リデルは脳天気な声で言った。

「昔、軍にいた時は、大将の鉄てつ拳けん制裁は有名でなあ。勝手に略りやく奪だつ強ごう姦かんを犯おかした部下を、殴なぐって殺したこともあったもんだぜ」

　暗くら闇やみの中でも、ブレンナーの顔色が引いていくのが視認できた。

「でも大将」リデルはクラヴリーに目を向け、「殺すのは待って下さいよ。こいつも軍警察に突つき出せば、しばらく活動費に困らなくて済みますぜ」

　クラヴリーはちらりとリデルを見た。

「……その指し摘てきは正しい。だが、そんなことは問題ではない」

　ぎゅう、と踏む足にさらに力を込める。

「それに、こいつは私をすごい勢いで売ろうとした。同情してやる理由が思いつかない」

　それだけ言うとあとは口を閉とざし、クラヴリーはブレンナーに右ストレートを三連続で打ち下ろした。一発、二発、三発。

　クラヴリーが一歩退いた時、ブレンナーの魂たましいは肉体から離れ、昇しよう天てんしていた。




　始末を付けてから、クラヴリーはリデル、かつての部下と向かい合った。

「改めて。十年ぶりだな、リデル」

　右手をさっと差し出す。その手は血にまみれていたが、リデルは特に気にせず握にぎりかえした。

「いつか、こうして直じかにまみえる日が来ると信じて待ってましたぜ、大将」

　屈くつ託たくのない笑え顔がおで、リデルは再会を喜んだ。

「まさか、こんな手を出されるたあ思ってませんでしたが」

「やや。悪い」

　慌ててクラヴリーは手を引っ込めた。お互たがい、付いた血を払うべくブラブラと手を振ふる。

「今は何をしているんだ？　少なくとも、軍にいるわけじゃ無さそうだな」

　クラヴリーの問いに、リデルは頭をかいた。

「実はね、マーレボルジュの末まつ端たん組織の所属なんでさあ、今」

「やや」クラヴリーは驚おどろきの声を上げる。「マーレボルジュだと？」

「ええ、俺だって食って行かなきゃならねえですからね」

「もう少しまともな就職先があったと思うが」

「ご冗じよう談だんを。大将が俺に教えてくれたのは、シャツのたたみ方と、野外で水を調達する方法と、手て頃ごろな物で人を殺す方法だけだったじゃねえですか。金を稼かせぐのに一番手っ取り早い技術はどれだと思います」

「…………」

「ま、悪いことばかりじゃねえですよ。特にこれから先、官憲を敵に回して活動しようってえ場合にはねえ」

「いかにも」

　自じ嘲ちようの笑みを浮かべて、クラヴリーは肩かたをすくめた。

「とにかく、ここに長居は無用だ。さっさと退散するか……」

　と言いかけて、クラヴリーは言葉を切る。

「そう言えば例の件、どうなっている？」

「ああ、アレですかい。探たん偵ていを雇やとってやらせてますぜ。まだ結果は芳かんばしくねえようですが」

「そうか。さっさと見つけてくれるよう祈いのるしかないな。そうでなくては、私がここに戻もどってきた意味がない」

「じっくり待つわけにもいかねえですしねえ。近々、探偵の尻しりを叩きにでも行きますか。……で、もう一人の方はどうしやしょう」

　リデルは向こうで倒れているアルトを指さした。

「こっちはどっかに放ほうり出すか。誰だれかが警察に突き出してくれるだろう」

「というか大将、なんでこんな連中を引き連れてきたんです」

「世間に波を立たせ、官憲の目をくらますため。それだけさ。彼らを率いて何かをしようと言うわけではない。そう思わせることで、ちょっとした混乱を起こしたかったんだ。為なすべき事を為すためには、しばらくブルティエールに潜せん伏ぷくする必要がある」

「そうですかい。あともう一つ、あのかわいらしい娘むすめッ子は」

「ミナかい？　彼女は私の守護者だよ」

　おいで、とクラヴリーはミナに手招きした。離れた場所で立ち尽つくしていたミナは、とことこと走り寄ってきた。

「ミナのおかげで私は脱だつ獄ごくできたのさ」

「へえ。監かん獄ごくでメイドを使ってたとは、また贅ぜい沢たくですね」

　細部のデザインはメイド服とは微び妙みように異なるのだが、それでもミナのたたずまいは見る者にメイドを想起させた。その衣い装しようのみならず、クラヴリーの主人然とした振る舞まいが、彼女をそう見せていた。

「こっちは私の部下だ」

　クラヴリーはリデルをミナに紹しよう介かいする。ミナはわずかに頭を下げた。

「リデル・ハンターチャンス、チキュウ空手家だ。よろしくな、嬢じようちゃん」

　人なつっこい笑顔を、リデルは浮うかべた。ゴリラの身体からだに人間の脳を移植したような魁かい偉いな男ではあるが、いざそうしようと思えば、いくらでも魅み力りよく的な笑顔を作ることができるのだ。

「ところでなんなんだ。その『チキュウ空手』とやらは」

「習得したんでさあ。オーラン先住民の一部に伝わる武術なんですと」

「ほお。そんなものが？」

「ええ。チキュウってのは、オーランの民たみの伝説に語られる土地のことって話でしてね……」

　十年ぶりの再会とあれば、積もる話も山盛りである。アルトを担かつぎ上げた後、十年という空白を埋うめるため、二人は様々な話題に花を咲さかせながら、霊れい園えんの暗くら闇やみの中を歩き去っていった。
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　昼頃、ブラブラとラウンジに姿を現したエルバは、右手に筆、左手にインク壺つぼを持ったサクラと出くわした。

「おはようございますう、エルバ君。今日は遅いお目覚めですねえ」

「昨日の留置場勤めが意外と体力を消しよう耗もうしたようだ」

「そうですかあ」

　エルバの答えを聞くと、サクラはラウンジに下りていった。脱走犯の手配書が貼はり付けられた壁かべのそばに寄り、名前を確かく認にんしながらバツ印をつけていく。

「リムニッヒ……アルトと」

　二つの顔にバツをつけて、サクラは満足そうに頷うなずいた。

「すごいな。一晩で二人も捕つかまったのかよ」

「はい。午前中に、軍警察の方から発表がありまして。あともう一人、脱走犯らしい人間の死体が見つかったそうですよ」

　そう言って、ブレンナーなる脱走犯のビラの隅すみに小さく三角印をつける。

　少し離はなれた場所から、エルバは手配書全体を眺ながめる。カボットを含ふくめ、逮たい捕ほされたのは三名。死者が脱走犯だとしても、まだ七名の脱走犯が闊かつ歩ぽしているということになる。

「どうにか、一人でも多く捕まえなきゃなんねえな」

　決意の程ほどを述べると、

「同感同感」

　後方から、賛意を示す声が飛んできた。

「僕達が脱走犯を捕まえるごとに、ブルティエールの治安は良くなって、なおかつ僕達は懐ふところが豊かになる。一石二鳥とはこのことだね」

　ルナが手を叩たたきながら姿を現した。普ふ段だん通りの穏おだやかな笑えみをエルバに向ける。

「やあ。起き抜ぬけでまだ機き嫌げんが悪いようだね」

「さっきまではそうでもなかった。てめえのツラを見ると、なんかこうムカムカするんだよ」

「はっはっはっ。それは胃薬でも飲んだ方がいいね」

　口論ではどう頑がん張ばってもルナに勝てないという事実を、エルバは今まで何度も思い知らされていた。今回も定説は覆くつがえせないようである。「ケッ」と吐はき捨て、エルバは話題を変えた。

「そう言えば、テッキはどこにいるんだ」

「テッキですか？」

　くるり、とサクラは振ふり向いた。勢いが良すぎて、筆の先からインクが飛び散る。

「うわっ。落ち着けサクラ」

「あ、すいません～」

　サクラは筆を壺の中に入れてテーブルに置き、エルバのそばに寄った。見れば、頰ほおに数すう滴てきインクがかかってしまっている。

「すいませんねえ。筆を持ってること、忘れちゃってましたあ」

　ハンカチを取り出すと、サクラはエルバの頰を拭ぬぐい始めた。

「ちょ、自分でやるぜ」

　いきなりサクラに至近距きよ離りに迫せまられて、エルバは目をぱちくりさせた。しかしサクラは退ひくどころかますます近づき、

「すぐ済みますよお。ちょっとじっとしていて下さいな」
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　ごしごしとエルバの頰を拭い、こする。エルバはあきらめ、されるがままとなった。

「テッキはちょっと出かけてます。万まん力りきの調整です」

　作業をしながら、サクラは言った。

「調整……」

「はいぃ。あの万力は、近所の発明家の方につけてもらったんですよお。定期的に調整をしてもらっているんです」

「なるほど」エルバは納なつ得とくした。「万力は本来、なにかを挟はさむために使うもんだからな。想定外の使い方をされたら、そりゃ整備もいるだろうな。……あのさ、サクラ」

「なんでしょう？」

　エルバの顔を拭い終えたサクラは、手を下ろして聞き返した。

「あいつはなんで右手に万力をはめているんだ？　初めて会った時から、ず～っと謎なぞに思っているんだが」

「それは僕も聞きたいね」ルナも乗っかる。「昔のテッキちゃんの右手には、あんなもの生えてなかったと思うんだけど」

　昔、とは前回八眼デイアボリツク争覇パーテイが開かい催さいされた、六年前のことだ。その時、ルナはエルバの父、チェビアトと契約をしていた。そしてその頃ころチェビアトは、バベルハイズ自然史博物館の職員だった。ルナは当時十二歳のテッキを知っている。

「それは……」

　問われて、サクラは困ったような笑みを浮うかべた。

「当人から直接聞いた方がいいと思いますけどお……」

「本人には怖こわくて聞けないから、こうしてサクラに聞いている。あいつの前で何か妙みようなことを口走ったら、あの万力でブン殴なぐられる。そう思うと、自然とためらわざるを得ない」

「大げさですって。テッキはそんなことじゃ怒おこりませんよお」

「サクラには怒らないだろう。しかし俺に対してはそうとは限らない。実際、前にちょっと尋たずねようとしたらえらい顔をされたことがある」

「……あはは」

　共感するところがあったのだろう、サクラは苦く笑しようを漏もらした。

「……でも、そこはやっぱり、テッキから直接聞くべきですよ。私の口からじゃ、テッキの気持ちを伝えるのは無理ですからあ」

「そうか」

　これ以上言ってもサクラを困らせるだけだな、とエルバは追つい及きゆうをあきらめた。

「そう言えば、ファルナもいないな」

「出かけましたよ。脱だつ走そう犯はんを捕まえるんだー、って意気込んで」

「マジか」

「というかファルナ、怒ってましたよ？　エルバ君が人の話を聞いてくれない、って」

　反論しようとして、エルバはふと口を閉じた。

「言われてみれば、実は夢を見た」

「夢？」ルナが聞き返す。

「そう。ファルナが俺を起こしに来て、俺の身体からだをゆさゆさ揺ゆするんだけど、いつまでたっても起きないから、怒って部屋から出て行ってしまう夢」

「えーと、それは夢じゃないような気がするね」

　ルナは控ひかえめに指し摘てきした。

「一人で行っちまったのか。そりゃまずいな」

　エルバは左ひだり腕うでに装着した円盤レンズホルダーを振り、ちゃかちゃかと音をさせて、中に円盤が入っていることを確かく認にんした。

「エルバ君、ファルナが心配ですか？」

「心配だ」エルバは頷うなずいた。「今のあいつをほっといたら何をしでかすかわからねえ。あいつが不始末をやらかしたら、ブルティエールに住む西部人全員の肩かた身みが狭せまくなる」

「素す直なおにファルナちゃんの身が心配だ、って言えばいいのに」

　ルナの言葉に、エルバは不ふ愉ゆ快かいそうな表情を形作る。

「うるせえなあ。ルナ、おまえもついてこい。ファルナを捜さがしに行くぞ」

　それだけ言って、エルバはすたすたと歩き始めた。

「はいはい」

　投げやりに返事して、ルナはエルバの背中にくっついていく。

　ラウンジから出て行く寸前、エルバは首をひねってサクラに質問を投げた。

「どこに行くとか言ってたか？」

「東番外地方面でチョーホー活動する、とか言ってましたよお」

「東番外地か。よりによって」

　エルバは頭かぶりを振ふって、歩調を早めた。







　東番外地とは、首都ブルティエールの東側に広がる街まちの俗ぞく称しようである。

　ブルティエールは、八重の同心円というデザインで計画的に造成された都市だ。しかしながら造成から二百年を閲けみした今、住民は必ずしも同心円の中には収まっていない。中でも金持ち連中はブルティエールの西側に高級住宅街を作った。こちらは西番外地と呼ばれる。

　呼応するように、最下層の階級の人々はブルティエールの東側に一大居住地を作り上げている。それが東番外地である。種々の犯罪と悪徳がはびこり、足を踏ふみ入れたが最後、どのような目に遭あっても不思議ではない、無法地帯だ。警官でも二人一組でもない限り入りたがらない。

　そんな場所にファルナが一人で足を踏み入れたとあっては、エルバとしては気が気ではない。最近は脱走者を捜す警官が結構出歩いているので、普ふ段だんに比べればマシではあるが、それでも東番外地は東番外地、危険な場所であることに変わりはない。

「ったく、東番外地には絶対一人で来るなと言ってあるのに、何考えてるんだファルナの奴やつ」

　ぶちぶち文句を垂れながら、エルバは東番外地の路地を歩く。石いし畳だたみの敷しき詰つめられたブルティエール中心街とは異なり、地面は土がむき出しで、石ころがごろごろ転がっている。左右に続く建物は窓ガラスが割れていてどれもこれも廃はい墟きよの如ごとく、しかしその窓の奥には通りを油断なくうかがう目があり、隙すきあらば通行人を襲おそおうとチャンスを待っている。

　そんな視線を感じながら、エルバは堂々と胸を張っていた。ここが自分の庭であるかのように。少しでもおびえた様子を見せれば、五分も待たずに身ぐるみを剝はがれることだろう。

「少なくとも、ここの住人からカモとみなされることはないだろうよ、ファルナちゃんは」

　ルナが受け答える。エルバは頷き、

「ま、あいつの目で一ひと睨にらみされれば誰だれも寄ってこないだろうが……」

　そう言って言葉を切る。ふと前方を見やると、人だかりらしきものができているのが見えた。

「なんだろうね？」

　目の上に手でひさしをつくり、ルナが言う。

「ファルナが一ひと騒さわぎ起こしてるんじゃねえだろうなあ。行ってみるか」

「そうしよう。ファルナちゃんを捜す当てがあるわけでもなし」

　ルナの同意を得て、エルバは前進した。

　そこは居酒屋だった。掲かかげられた看板には「樽たるとアーモンド」と店名がある。その真下の入口に人が集まり、中をのぞき込もうとしている。エルバ達が人の壁かべに加わろうとすると──

「うっさい！　ふざけんな、この腰こし抜ぬけ。警官が来た瞬しゆん間かんに逃にげ出した根こん性じよう無しのくせに！」

　ファルナが誰かに怒ど鳴なりつける声が聞こえてきた。背せ伸のびして店内をうかがうと、小こ柄がらな少女の姿がかいま見える。

「大当たりだね」

「そのようだ。おまえはここで待ってろ、すぐ連れてくる」

　エルバは店内へと突とつ撃げきしようとした。が、人ひと垣がきが邪じや魔までうまいこと前へ進めない。

「ファルナー！　ちょっと待っとけ！」

　声を投げたが、野次馬連中のざわめきという壁は越こえられなかった。何より、ファルナの注意は自分を取り囲んでいる四人の男達に向けられている。かなり興奮気味で、これでは声が届いたとしてもファルナは気づかないだろう。

　男達の姿にも見覚えがあった。ケチャップ屋前の乱らん闘とうに参加していた奴らだ。どうやらあの件で口論になっているらしいな、とエルバはおおよその事情を悟さとる。せめて、暴力沙ざ汰たになるのは俺達が行くまで待ってくれ──エルバはそう祈いのったものの、

「腰抜けがたくさん集まったからって、どうだってんだよ！」

　先手必勝とばかり相手の膝ひざを蹴け飛とばしたのは、ファルナの方だった。

　腰の入った見事なキックだった──が。

「ヘッ！　ふざけんなよ、このガキ」

　軽量の悲しさである。ファルナの渾こん身しんの蹴りは、男の顔をわずかに歪ゆがませただけだった。男はファルナの襟えり首くびをつかんで持ち上げる。ファルナの両足は、簡単に床ゆかから浮ういた。

「な……ちょ、放せ！　放せこのクソ野や郎ろう！」

　じたばたとファルナは両手両足をバタつかせる。しかし男の腕うではびくともしない。

「放してやるよ！」

　腕を一振りして、男はファルナを放ほうり投げた。小さな身体は放物線を描えがいてカウンターの後ろへと飛び込み、棚たなに激突する。

「あ、あううッ」

　反動で棚に並べられた皿が飛び出し、床に落ちたファルナに降り注ぐ。陶とう器きの雨に追い打ちされて、ファルナはぐったりとなった。すぐさま立ち直って反撃に出たいところだったが、見当識を失ってしまい、カウンターから出ることもかなわない。

「この程度で俺の気が済むと思うな……！」

　男はファルナを捕つかまえようとして腕を伸ばす。

「ちょっと待て、この野郎──！」

　やっとのことで人垣を突破したエルバとルナが店の入口に到とう達たつしたちょうどその時、

「失礼する」

　横から一本の腕が伸びてきて、男の腕を止めた。

「おい、なんだてめえは──」

　男は腕を振り払はらおうとした。が、その握あく力りよくは予想外に強く、まったく引きはがせない。

「ちょ、おい！　どういうつもりだこの野郎！」

　邪魔者は目ま深ぶかにフードを被かぶっていたため、顔は見えなかった。背は高くひょろりと細い。ともすると枯かれ木のような印象がある──が、単なる枯れ木でないのは、腕をつかむ強さからも明らかだ。

「そこで飯を食っている者だが」

　フードの男は自分の後方、カウンター席の奥を指さした。

「バタバタされては、ほこりが立ってかなわない」

　席にはもう一人、連れとおぼしき人物がいた。

「大将！　なにやってんですか！」

　枯れ木のような男とは対照的に、筋骨隆りゆう々りゆうとした大男だった。見るからに強そうなこの男が、枯れ木のような男に舎しや弟てい口調で語りかけるのは妙みように滑こつ稽けいだった。

「じゃあ、どっかよその店にでも行きな！」

　反対の腕の拳こぶしを固め、賞金稼かせぎは強ごう引いんにフードの男の顔面を殴なぐりに行った。直後、ドムッと拳が顔面に突つき刺ささる音がして──

　鼻柱を叩たたき折られたのは、賞金稼ぎの方だった。

　フードの男のカウンターパンチが、賞金稼ぎの顔面のど真ん中を捉とらえていた。賞金稼ぎの拳は、フードの男の顔、わずかに横をかすめたのみだった。

　賞金稼ぎの膝が折れ、どう、とその場に倒たおれ込む。たった一撃のノックアウト劇に、ファルナも男の取り巻きも呆あつ気けにとられる。

　よくわからないが、フードの男はファルナを助けてくれるつもりらしい。ならば共きよう闘とうできる、とエルバはその場へ飛び込み、ファルナと賞金稼ぎ達の間に割り込んだ。

「……君は？」

　フードの男の問いにエルバはファルナを顎あごで示し、

「こいつの連れだ」

　と答え、残る三人の賞金稼ぎ達に向き直る。

「連れがあんたらを怒おこらせたことは謝る。この場は矛ほこを収めてくれるとありがたいんだが」

　と、エルバは言った──ファイティングポーズを取りながら。

「ふざけてんのか、貴様！」

　当然ながら、その態度に賞金稼ぎ達はいきりたった。円盤レンズを取りだすと、

「召喚コンタクト！」

　悪魔を召しよう喚かんする。空気が光り輝かがやいて彼らの姿にまとわりつき、一いつ拍ぱくの後には三体の鎧よろいを着たミノタウロスへと成り変わっていた。アームドミノタウロス、五段級に相当する悪魔である。

「やれやれ。君、挑ちよう発はつしてどうするんだ」

　フードの男は呆あきれたように首を振ふった。
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　エルバは怒いかりと笑えみとがないまぜになった表情を浮うかべた。

「こいつらには、ちょっと前に世話になったんでね。召喚コンタクト！」

　目に入れた円盤を輝かせ、エルバはホワイトワーウルフを召喚した。

「さ、あんたも喚よびな。それとも素す手でで戦うつもりか」

　フードの男は首を左右に振ると、奥のテーブルの連れに声をかけた。

「リデル！」

「大将、一体なにやってんですか。人目を惹ひくような真似まねなんざしちまって」

　筋骨隆々とした男が進み出てきて、フードの男を守るように立ちはだかった。

「すまんね、リデル」

　フードの男は素直に謝る。リデルと呼ばれた男は頭をかき、

「しゃーねえなあ。……召喚！」

　円盤を取り出して悪あく魔まを喚んだ。大男の身体からだも塵ちりに包まれ、次の瞬間には悪魔の虚きよ体たいを身にまとっている。身を守る甲こう殻かく類のような昆こん虫ちゆうのような鎧、光り輝くその姿に、三体のアームドミノタウロスは驚おどろきの声を上げた。

「デ……デスドレッドデーモンか!?」

　デスドレッドデーモンとは俗ぞく称しようである。比ひ較かく的近年流る刑けい島であるデスドレッド島にてよく発見されるようになったので、そのような俗称で呼ばれている。正式には「名称未定五六八号」という仮の名があるのだが、たいていの人間は知らない。本土ではそう滅めつ多たに見かけることもないからだ。エルバですら驚いた──実はたった今、円盤ホルダーの中に博物館の倉庫から引っ張り出したデスドレッドデーモンの円盤を所持してはいるのだが。

「いや、しかし」別のアームドミノタウロスが声を上げる。「三対一なら勝てる！　こっちだって五段級なんだ！」

「おうとも！　やってやる……！」

　三体の悪魔はデスドレッドデーモンを三方から囲み、じりじりと間合いをはかり始めた。

　ドース連れん邦ぽうは召喚技術体系を厳重に管理しており、免めん許きよ制を全土に敷しいている。五段級とは、その悪魔を喚ぶのに悪魔召喚士五段程度の技量と免許が要いる、ということだ。悪魔の強さの分類、と言って良い。ちなみにデスドレッドデーモンは八段級とされている。

「やる気になったか。だが、何人束になろうが、チキュウ空手に敵はねえぜ……！」

　デスドレッドデーモンは、不利な状じよう況きようを楽しむかのような声を上げた。そして、両手を斜ななめ下に向けるという構えを取る。

　見たことのない謎なぞの構えに、アームドミノタウロス達はためらいを覚えた。が、すぐにただのこけおどしと判断する。

「てりゃああああ！」

　三人は、順じゆん繰ぐりにリデルに飛びかかっていった。見事に連れん携けいの取れた動きで、通常の相手であれば、一人目と正面から激げき突とつしたところを二人目三人目に後方から狙ねらわれ、すぐに打ち倒されるところだっただろう──通常の相手であれば。

　ところがアームドミノタウロス達は、順番にあらぬ方向へと投げ飛ばされていった。デスドレッドデーモンが軽く触ふれるたびに、鎧を着た牛達は進路をねじ曲げられて吹ふき飛び、頭から壁かべへ、テーブルへ激突する。一体は勢い余って店の外へと飛び出していった。

　デスドレッドデーモンは、何事もなかったかのように直立していた。

「これぞ天動説の構えよ。おまえら、動き丸見えだぜ」

　店の中に残った二体の悪魔は、打ち付けた箇か所しよを押さえながら立ち上がった。かなりの痛手を負ったようではあるが、まだ戦意を喪そう失しつしてはいない。

「てめえ……今、一体何をした!?」

「簡単だ」リデルは答えた。「あんたらの勢いをちょっとだけ『回し』てやっただけよ」

「はあ？　ふざけるな！」

　アームドミノタウロス達は再び、肩かた口ぐちから突つっ込んでいった。リデルを前後から挟はさみ込む形で。しかしリデルは慌あわてず騒さわがず、

「二人目！」

　後方から迫せまるミノタウロスに手を伸のばし、触れた。するとミノタウロスの進路は三十度ほど折れ曲がり、居酒屋出口へと突進していった。出口の柱に激突し、その場に滑すべり落ちる。

「そして三人目！」

　反対の手で、リデルは正面から来た悪魔に触れた。今回は接せつ触しよくしている時間は長く、ミノタウロスの進路は半回転し、来た方向へ向き直される。リデルの手が離はなれた瞬しゆん間かん、ミノタウロスの身体はふいと浮き上がった。小さな山なりの軌き道どうを描えがいて悪魔の身体は飛び、そのまま床ゆかに激突する──

「そおーれッ！」

　その寸前、デスドレッドデーモンの足が動き、ミノタウロスの胴どう体たいを全力で蹴け飛とばした。

「ぐはあッ!?」

　放物線軌道が地面と限りなく水平な軌道に変わり、最後のミノタウロスはすごい勢いで店から飛び出していった。

「これで終しゆう了りよう、だな」

　リデルは構えを解くと、悪魔を解放した。

「……あれ。俺の出番は？」

　リデルの見事な技わざに見とれていたエルバは、ふと気づいて声を上げた。

「なかった」フードの男は答えた。「いいことじゃないか」

　ところが、最後の最後にエルバの出番が回ってきた。一人、店内に残っていた悪魔が不意にむくっと起きあがると、再び飛びかかってきたのである。

「なに──」

　油断していたのか、フードの男はミノタウロスに接近を許した。ミノタウロスは右手を振ふり上げてフードの男の顔面に叩たたきつけようとし──

「させるかっ」

　一瞬早く、エルバがその腕うでを受け止めた。ホワイトワーウルフはかっと大口を開くと、鋭えい利りな牙きばでミノタウロスの肩口に嚙かみつき、虚きよ体たいをちぎり取る。

「…………!!」

　逆バツク流ワードの痛みにミノタウロスはひるむ。エルバは追い打ちとばかりキックを叩き込み、ミノタウロスを床に打ち倒たおした。召しよう喚かん主しゆは気絶し、ミノタウロスの虚体は塵となって消えていく。

「これでよし。あんた、油断はいけねえぜ──」

　振り向いたエルバだったが、声は途と中ちゆうで切れた。

　フードの男も、被ひ害がい無しでは済まなかった。フードが破れ、顔が露ろ出しゆつしていた。

　その顔を目まの当たりにして、エルバは息を吞のんだ。

　そこにあったのは、脱だつ走そう犯はんのビラに描かいてあった顔。クラヴリー・ガーディアンの顔だった。

「あっ」

　気づいて男──クラヴリーは千切れたフードで顔を隠かくそうとした。

「おまえ──まさか、ガーディ……」

「違ちがう！」

　エルバの声を、クラヴリーはさらに大きな声で遮さえぎった。

「ガーディアンのそっくりさんだ！」

「噓うそつけ！」

　エルバは反射的に突っ込んだ。

「ほんとだって。最近の脱走騒ぎで、苦労させられてるんだ」

　クラヴリーは食い下がった。

　これ以上ない疑いの眼まな差ざしを、エルバはクラヴリーに向けた。

「わかったよ」ついにクラヴリーは認めた。「そうそう、私が噂うわさのクラヴリー・ガーディアンだ。日の下もとを堂々と歩けない身なんで、悪いけど失礼させてもらうよ」

　身を翻ひるがえし、クラヴリーは店の裏口へ向かおうとする。

「ちょ……ちょっと待って！」

　その背中に、ファルナは声を投げかけた。クラヴリーは歩を止めて振り返る。

「なんだろう。時間がないから手短にお願いしたい」

「なんで、あたしを助けたんだよ」疑問を、ファルナは口にした。「あんた、逃とう亡ぼう犯はんのくせに、なんで自分の正体を晒さらすような真似まねをしたんだよ。あたし達の話の内容を聞いてれば、あたし達が賞金稼かせぎだってことはわかったはずだろ？」

「いかにもその通り。あれだけでかい声で話し合っていれば、わからないはずがない」

「だったらなんで。あたしなんか無視して、黙だまってメシ食ってれば良かったのに」

「たしかに、手を出せば面めん倒どうになるとわかってはいた。だが、そんなことは問題ではない」

　クラヴリーは、ファルナを正面から見み据すえて、堂々と意見を述べた。

「目の前で、女の子が多数の人間に暴力を振るわれようとしている。それを黙って見過ごすことが、どうしてできる」

「…………」

　ファルナは言葉を失った。

　クラヴリーは最後に笑え顔がおを見せると、リデルとともに裏口へ向かっていった。

「大将、さっさと逃にげますぜ。まったく、なにをしやがるんですか」

「仕方ないだろう。あれを見て黙ってられるか」

「そうじゃなくて。俺、まだ昼飯半分も食ってねえんですけどねえ」

「やや。……それはすまん」

　緊きん張ちよう感のかけらもない会話を交かわしながら、二人は店から逃げ出してゆく。そんな二人の背中を、ファルナもエルバも黙って見送るよりなかった。




「……なんで黙って見送ったんだい？」

　一部始終を傍ぼう観かんしていたルナが、店内に入ってきた。

「それは……俺も聞きたい」

　自失状態から立ち直ったエルバは、自身に同じ問いを投げた。何故なぜ、賞金首を目の前にして見み逃のがしてしまったのか。自分でも不思議だった。

「仕方ねえだろ！　助けてもらった相手だぜ」

　ファルナは大声で反論した。

　それも一つの答えではある。助けてもらっておきながら捕つかまえるだなんて、恩を仇あだで返すようなものだ。そういう気持ちが働いたのも間違いない事実ではある。

　だが、それだけでは足りなかった──大量の報賞金を敢あえて見逃す、という動機には。

「──たしかに、そうなんだ。そうなんだけど──」

　ファルナの声はすぐに尻しりすぼみになり、消える。なにか言おうとはするのだが、言葉にならない。しばらくその状態で固まった後、

「ああもう。わけわかんねえ」

　ファルナは両手で自分の頭をかきむしり始めた。

「なんなんだよあいつは。どうしてあたしを助けたりなんかしたんだ……」

　従姉妹いとこの従姉妹らしからぬ態度に、エルバはこれ以上ない共感を覚えた。あの逃亡犯は、何故追っ手を助けるような真似をしたのか？　それは、大いなる謎なぞだった。

「さっさとここから出よう。軍警察が来るかもしれないし」

　二人の様子を見かねて、ルナが助け船を出した。

「……それはそうだ。行くぞ、ファルナ」

　無言で頷いたが、ファルナは消しよう沈ちんしたままだった。力無い口調で、エルバに同意する。

　先頭を切ってエルバは店の外に出た。小さな人だかりは相変わらずそこに留とどまっていた。店から投げ飛ばされた男達はいまだに気絶したまま、野次馬の手によって道の脇わきの方に引きずられ、寝ねかされている。

「とりあえず、どこかの店で落ち着くか」

　東番外地から離れて中心街方面へ戻もどるか、とエルバが考え込んだちょうどその時。

「おや。どこかで会ったことのある人がいるね」

　その隻せき眼がんで人だかりを見つめながら、ルナが言った。

「……おおっと」

　言われて、すぐにエルバも気づいた。

　そして、向こうもエルバ達に気づいた。見つかった、と気づいた瞬しゆん間かんスーツ姿の男は身を翻して逃げ出した。

「ペルガメントの野や郎ろう、どの面つら下げて表をほっつき歩いてやがるんだ」

　キッと目をつり上げ、エルバはファルナを見やった。

「あの詐さ欺ぎ師し野郎を追いかけるぞ！」

　ファルナは何も答えなかった。惑まどいのたたえられた瞳ひとみで、エルバを見返しただけである。つい先日、ペルガメントの行こう為いに怒いかりを抱いだいた時の光はどこにもない。どうやら、エルバよりも深刻に「謎」に囚とらわれてしまっているようだ。

「……ルナ、ファルナを頼たのむぜ」

　やむなく、エルバは単身でストリートに飛び出した。こんな時は身体からだを動かすに限る。

「どこで合流するの!?」

　エルバの背中に、ルナは声を投げた。

「博物館でいいだろ！」

　最後に首をひねって答えた後、エルバはペルガメントの後を追って走った。

　幸いにして、ペルガメントの足はさして速くなかった。悪あく魔まを喚よぶのは得意じゃない、と言っていたのはフェイクでもなんでもなかったらしく、二本の足をもつれさせながら必死に逃げる。エルバは悪魔を喚ぶまでもなくペルガメントに追いついた。腕うでをぐいと伸のばしてスーツの背をつかむと、ペルガメントはがくんと崩くずれて豪ごう快かいに転てん倒とうした。

「ひええ！　ぼ……暴力反対ぃぃ──ッ！」

　ペルガメントは自分の頭を防護するように腕を持ち上げた。エルバはその腕を捕まえて押さえつける。

「久しぶりだな、ペルガメントさんよ！」

「知らないよ、君ィ！　私は君に会ったこともない！」

「せこい言い訳してんじゃねえよ、いい大人だろ!?」

　あまりに子供じみた言い訳に、エルバは呆あきれた。

「あんたの情報のおかげで、こっちは留置場に入れられたり、えらい目に遭あったんだ」

「そんなこと、私の知ったことじゃない！」ペルガメントは言い返す。「乱らん闘とうを起こしたのは君達の責任だろう！」

「あんたが誰だれ彼かれ構わずカボットの情報を流したせいで、あんなことになったんだよ」

「う」ペルガメントは反論に詰つまった。「それは……なあ？」

　エルバはペルガメントの手首をぎゅ～と握にぎりしめた。

「痛い痛い！　暴力反対！　仕方ないだろう、こっちにだって生活があるんだ……！」

　いかにも哀あわれっぽい声で、ペルガメントはうめいた。

　あまりにも哀れな声だったので、エルバはついうっかり同情の念をかき立てられてしまった。ペルガメントの立派なようで実はみすぼらしいなりを見てしまうと、この男をあまりに責め立てるのは非人道的な行為なのではなかろうか、という気持ちがわいてくる。これがこの男の厄やつ介かいなところか、と実感しつつ、エルバはペルガメントの腕を放さずにはいられなかった。

「君に迷めい惑わくをかけたというのならば、謝ろう」ペルガメントは必死に言った。「その代わりと言ってはなんだが、儲もうけ話を教えてあげようじゃないか」

「……儲け話ぃ？」

　いかにも疑わしげに、エルバは唇くちびるをねじ曲げた。

「大だい丈じよう夫ぶ、こいつは、たくさんの人間が目の色を変えるようなでかい話じゃない。カボットの時みたいにはならんよ、君」

　しばらく考え込んだ後、エルバは手を差し伸べた。

「……しゃーねえなあ。立てよ」

「あ、ああ、すまんね」

　びくびくしながらペルガメントはエルバの手を借りて立ち、スーツの土つち埃ぼこりを叩たたいて払はらう。

「話を聞かせてもらおうか。話によっては、あんたを許してやってもいい」

「だったら、君は私を許してくれると思うね。賭かけてもいいよ」

　自信たっぷりにペルガメントは言った。

「ただし、許せねえって思った時は、謹つつしんで鉄てつ拳けんを贈ぞう呈ていする」

「はっはっはっ」

　乾かわいた笑い声を立ててから、ペルガメントは切り出した。

「実は今、ある人物を捜さがし出すという仕事を請うけ負っているんだ。人一人を捜し出すわりには、報ほう酬しゆうが大きくてね。調査を手伝ってくれないだろうか？　君の協力でうまく見つけ出すことができたら、報酬を山分けしてもいい」

「人一人捜し出すわりには、報酬が大きい」エルバは繰くり返した。「それはつまり、対象の人物を捜し出すのが難しいから、依い頼らい主が相場以上に金を積んでいるってことじゃねえのか」

　ペルガメントは少し黙だまり込んでから、早口に言った。

「まあ、そういうことになるかもね」

「おまえ、俺に空手形をつかませてこの場を切り抜ぬけようとか思ってるんじゃねえだろうな」

「ご冗じよう談だんを！」ペルガメントは両手を振ふり、全力で否定した。「というか、マーレボルジュの人間から頼まれているんで、失敗したらあとでどんな目に遭わされるかわからないのだよ」

「あんたの仕事だ。俺には関係ねえだろう」

「そこは私を助けると思って、手を貸してくれないか、君」

　口を閉とざし、エルバは考え込んだ。なにやら、いつの間にかペルガメントのペースに巻き込まれているような気がする。次にこいつのツラを見た時にはぶん殴なぐってやる、とついこの間誓ちかったはずなのだが、今はこうしてペルガメントの頼みを聞くような格好になっている。とはいえ、今いま更さらいきなり拳こぶしを固めてペルガメントの顔面に叩き込む、というわけにもいかない。

　やれやれ、とエルバは頭を左右に振った。

「いいだろ。とりあえず、話を聞くだけならタダだからな」

「それでいい」ペルガメントの顔が明るくなった。「別に、君達の労働力を割さいてくれとは言わないよ。自分達の仕事をするついでに、『そう言えばこんな男を知らないだろうか』という風に、ちょっとだけ尋たずねてくれればいい。君の所は色々と客を抱かかえているんだろう？」

　まあな、とエルバは曖あい昧まいに返事した。バベルハイズ自然史博物館は、現状たくさん仕事を抱えているわけではないからだ。仕事をたくさん抱えているなら、賞金稼かせぎなどという不確定要素の高い仕事に注力したりするものか。

「捜している男の名は、チェビアト・ナイトロンドというそうだ。金きん髪ぱつで背は高い方、他ほかにわかっている情報は十年前、西部内乱に西部軍として参加していたこと。その後ブルティエールに来て住んでいるはず──と、どうかしたのか？」

　ペルガメントは説明を中断した。というのも、エルバの顔に大きな驚おどろきの色を見いだしたからだった。

「報酬は山分けという話だったな」

「うん。ただしそれは、君の持ってきた情報が、ターゲットを捜し出すのに大きな用を為なした、君の情報がなければ男を捜せなかった──という時だけだよ」

「だったら、あんたは今すぐ俺に報酬を半分払うべきだぜ」

「はあ？」

　間抜けな声を出すペルガメント。

　エルバは自分の胸を指さした。

「そういや、あんたに俺の名前を教えてなかったな。俺の名前はエルバ・ナイトロンド」

　ペルガメントの惚ほうけた顔が、一いつ瞬しゆんで引き締しまった。

「チェビアト・ナイトロンドってのは、俺の父親だよ」




「なるほど、そうですか。ご協力ありがとうございました」

　引き出しうる情報はすべて引き出した、と判断し、コ・クラストは質問を打ち切った。

　乱闘から約一時間後、「樽たるとアーモンド」に警官二人組が事情聴ちよう取しゆにやってきた。一人はフィールディングという名の男性警官、一人はデイジー・コ・クラストという名の女性警官。軍警察の脱だつ走そう対策班の者である。二人は手早く現場を捜そう査さし、店主から事情を聴きいて、重大な情報を得た──クラヴリー・ガーディアンがここに現れたという情報を。

「警部補殿どの」

　店から一歩出たところで、コ・クラストはフィールディングに語りかけた。

「どうやら、ガーディアンには協力者がいるようでありますね」

「そのようだ。強力な手がかりになりそうだな」

「同感であります」

　店主の証言から、ある程度の人物像はできあがっていた。筋肉質の大男で、信じられないような怪かい力りきの持ち主。悪魔をポンポン投げ飛ばすとは、よほどの腕わん力りよくの持ち主であるに違ちがいない。

「聴き込み調査を行いましょう。悪魔を投げ飛ばすような人間はそうたくさんいない」

「それはいいんだが」フィールディングは言った。「君はいいのか。ここは東番外地だぞ」

　この街は、決して女性一人で歩いていい場所ではない──たとえ軍警察の制服を着ていようと、だ。居酒屋でクラヴリーらしき人物を発見、という通報があったとフィールディングが知った時、コ・クラストは単身で東番外地へと向かっていた。慌あわててフィールディングは後を追い、追いついたというわけである。

「構いません。それが警察官の職務と考えます」

　特に表情を動かすでもなく、コ・クラストは答えた。

　同どう僚りようである女性の顔を、フィールディングは心底不思議な目で見つめた。

　コ・クラストは、職務に対する忠誠心以上の何かをもって、脱走犯捜さがしに情熱を注いでいる。感情を表に出すことは少ない──脱走犯に対する憎にくしみを露あらわにするとか、つい勢い余って事情聴取の相手に無茶苦茶な追い込みをかけるとか。しかし、表面は平静を保っていながら、その行動の陰かげに執しゆう念ねんのようなものがあからさまに見える。

「一つ聞いてもいいか。君はなんで、そこまで脱走犯捜査に入れ込んでいる？」

「社会人たる者、職務に打ち込むのはごく当然のことかと思いますが」

「君の仕事に対する態度は、単なる義務感を超こえているように見えるんだが」

　コ・クラストは黙だまり込んだ。少しの間考え込んでから、

「ここだけの話にしてほしいであります」

「わかった」

「私の父は十年前、ガーディアン少しよう佐さのもとで西部内乱に従軍していました」

「それはつまり──」

　君の父は、虐ぎやく殺さつに関かかわった人間なのか。そう聞きかけて、フィールディングは口を閉とざす。それを聞くのはあまりに失礼というものだ──が、

「わかりません」

　フィールディングの意を酌くみ、コ・クラストは答えた。

「父はオーラン虐殺の地で倒たおれ、帰ってきませんでしたので。私にとって、ガーディアンは敵であります──父を無む駄だ死にさせた、憎い敵」

　淡たん々たんとしたコ・クラストの口調に、突とつ然ぜん炎ほのおが灯ともった。

「だからこそ、私は脱走したガーディアンが許せないのです。父は死んだというのに、何故なぜあの男がのうのうと生きているのか、と思うと──」

「いや、もういい」

　フィールディングは遮さえぎった。コ・クラストの突とつ然ぜんの変化に心底驚いたのだった。

「──少し、興奮しすぎたようであります」

　言葉から力が抜ぬける。コ・クラストは取り繕つくろうような笑えみを浮うかべた。

「このことは、是ぜ非ひ内密に」

　一瞬、後こう悔かいのひらめきが彼女の瞳ひとみに宿るのをフィールディングは見み逃のがさなかった。これは深く追つい及きゆうすべきじゃないな、と判断する。

「聴き込みを始めるか」

「了りよう解かいであります」

　フィールディングは事務的に言い、コ・クラストもまた事務的に答えた。

　話しながら歩いていたため、フィールディングはすぐ横を知った顔が通り過ぎていったことに気づかなかった。頭から角を生やしたオーラン先住民の少女は、先さき頃ごろフィールディングが追いかけていた連続殺人事件の証人として話を聞いた相手だったというのに。

　腰こしにカタナを下げたその少女は、無造作な足取りで居酒屋へと入っていった。







「先方に報告してきた」

　と、ペルガメントは切り出した。

　居酒屋での乱らん闘とうの翌日、場所は自然史博物館近くのコーヒーハウス。エルバとペルガメントは、改めての会合を持っていた。

「で、先方はどうおっしゃったのですか」

　と問うたのは、テッキである。エルバから話を聞き、望んで会合に顔を出してきたのだった。

「ああ、息子むすこに是非とも会いたい、という話だったよ」

　ペルガメントは自分の髭ひげを撫なでつけた。

「しかし、私の捜している相手が死人だったとはねえ。君と出会ってなかったら、死者を求めて永遠にさまよい続けるところだったよ」

　満足そうな笑顔を、エルバに投げつける。そりゃあんたは嬉うれしいだろうな、と内心思いつつ、エルバは複雑な表情でペルガメントを見返した。

　エルバの父チェビアト・ナイトロンドは、六年前に死んだ。エルバが十二歳の時の話である。

　チェビアトは波乱の人生を送った人物だった。西部はブラックストーン州に住むエレイスン家の長男として生まれ育ったものの、若いうちに出しゆつ奔ぽんしてブルティエールで結けつ婚こんした。東部に移り住みはしたがその魂たましいは西部にあり、東部と西部の戦争である独立戦争──西部の人間は、今もって西部内乱のことを独立戦争と呼ぶ──の際には西部側の人間として戦争に参加した。

　独立戦争への参加は、チェビアトの人生に大きな転機をもたらした。戦場にて、チェビアトはある男と肩かたを並べて、ともに東部軍と戦うこととなる。その男の名はベルトラン・バベルハイズ。テッキの父親にして、魔ま王おうの再さい封ふう印いんを悲願とするバベルハイズ一族の家か督とくだった。

　ベルトランは、来きたるべき八眼デイアボリツク争覇パーテイに参加するはずの身だったが、独立戦争のさなかに戦死した。チェビアトはその遺志を継つぎ、友人の所持していた魔王の瞳を譲ゆずり受けてブルティエールに戻った。そして自然史博物館の職員として働きつつ四年の時を待ち、八眼争覇に参加した。

　そして、八眼争覇の過程で、チェビアトは帰らぬ人となった。

　ペルガメントが話を持ってきた、父を捜さがしている人物とは一体何者なのか。父は正義感の強い人物であったが故ゆえに、多数の人間から逆さか恨うらみを受けていたらしい。実際、父親とそっくりな顔に育ったエルバは、ブルティエールに戻ってきた当初、複数のゴロツキに勘かん違ちがいされて襲おそわれたものである。

「そいつは父さんとどういう関係なんだ？」

　父の死に関する情報を握にぎる人物であるかもしれないし、単に父に恨みを持つ人物かもしれない。なんとしても見み極きわめる必要があった。

「さあ」ペルガメントは肩をすくめた。「それは聞いていないね。私に話を持ってきたのは代理人なんで」

「代理人？」

「そう。この件の依い頼らい人にんは若い男でね。君よりは年上だと思うが。で、チェビアト・ナイトロンドに会いたいというのは彼自身ではなく、彼の知り合いであるらしい」

　手がかりなし。実際に会ってみるまで何もわからなそうだ、とエルバは顔を撫でた。

「では」テッキが言った。「日取りと場所を決めましょうか。先方の希望はあるのですか」

「早ければ早いほどいい、と言っていたね。都合がつくなら今晩でも結構だ、と」

「俺は構わないぜ」

　エルバが素す早ばやく口を挟はさんだ。

「同感です」テッキも頷うなずく。「それでは、今晩の──夕食後がよろしいでしょうか。場所はバベルハイズ自然史博物館という線で、どうでしょう」

「ああ、その線で伝えておこう」

　ペルガメントはそう応じた後、手の平でテーブルを叩たたいた。

「そうだ、一つ大事なことを忘れていた。先方が一つだけ条件を持ちかけている」

「条件？　なんでしょう」

「なんでも、先方はマーレボルジュの人間らしくてね。表を堂々と歩けない身らしい。なんで、軍警察に通報するのだけはやめてくれ、という話だ。これが吞のめないのなら会うわけにはいかない、ということらしい」

　エルバとテッキは顔を見合わせた。

　珍めずらしいことではない。犯罪に関かかわる稼か業ぎように携たずさわっていれば、イリーガルな人物との取引を強しいられることもある。この博物館だって、以前にはマーレボルジュ関連の企き業ぎようから大口の寄付を受け取っているのだ──彼らの意に添そう仕事をした、という報ほう酬しゆうとして。

「了解です」テッキは条件を吞んだ。

「なら話は決まりだ」ポンポン、とエルバは手を打った。「よろしく頼たのむぜ、ペルガメントさんよ。あと、報酬の半分も忘れずにな」

「よりによって君が息子だとはね。報酬を求めるのは、少々反則じゃあないのかな？」

「……俺達がケチャップ屋前で乱らん闘とうに巻き込まれたのは、誰だれのせいだっけね」

　これ見よがしにエルバは拳こぶしを握り、ポキポキと指を鳴らした。

「冗じよう談だん。冗談だよ、君」

　慌あわててペルガメントは言い直した。







　夕方頃ごろから天気は崩くずれ始め、約束の時間近くの頃にはひどい土ど砂しや降ぶりとなっていた。

「……本当に来るんだろうな？」

　閉とざされた大窓から空模様を見やりつつ、エルバはぼやいた。雨の音は轟ごう音おんとなって耳を聾ろうし、時々雷らい鳴めいの炸さく裂れつも聞こえてくる。

「ここに呼びつける格好にして正解だったな」

　こんな時に外に出かけるハメになっていたら、と思うと想像するだけでげっそりする。腕うで組ぐみしながら、エルバはラウンジ中央の席に戻ってきた。

　博物館館長と職員二名、テッキとファルナとサクラは席に腰を下ろし、落ち着いた様子で約束の時間を待ち続けていた。テッキは目だけを動かしてエルバを捉とらえると、

「落ち着きなさい。少しは座ったらどうですか」

「落ち着いてられっか。こんな時に」

　エルバは反論し、頑がんとして席に着こうとはしなかった。

「そもそも、俺は父さんを殺した奴やつを見つけるために、ブルティエールに戻ってきたんだ。仇かたきに近づける可能性があるってのに、落ち着いてられるか」

「期待しすぎはよくありませんね」テッキは警告する。「期待が大きいと、期待が外れた時の失望も大きいですよ」

「ンなことはわかっている。今から来るのがただ単に父さんを逆恨みしている奴だったら、殴なぐって土砂降りの中に放ほうり出してやるさ」

　それからエルバはテッキを──正確にはテッキの万力を指さした。

「それよか、おまえこそさっきから落ち着きねえじゃねえか」

　先ほどから、テッキは万力のレバーを何度も回転させて、万力の口の開け閉めを繰くり返していた。エルバに指し摘てきされると、テッキはすぐさま左手を引っ込めた。

「別に。つい先日メンテナンスをしたんで、滑すべり具合の確かく認にんをしているだけですよ」

　万力をじっと見つめながら、テッキは言い訳した。

　その様子を見ながら、エルバは先日のサクラの言葉を思い出す。テッキが万力をつけている理由は本人から直接聞くべきだ、と。

　今がその時なのか？

　直後に来客を控ひかえている今ならば、テッキもエルバをぶん殴るような真似まねはしまい。そんなせこい計算の下もと、エルバは慎しん重ちように切り出した。

「あのよ、テッキ。その……おまえ、なんで右手に万力を装着しているんだ？」

　虎とらの尾おを踏ふむような質問に、それまで黙だまって話を聞いていたファルナが目を見開いた。

「前からずっと気になっていたんだ」

　テッキは、無表情な瞳でエルバを見上げた。

　もはや後に引くことはかなわない。エルバは思い切ってありのままの気持ちを述べた。

「その……右手に万力をつけるってのは、控えめに言っても普ふ通つうじゃねえぜ」

　しばしの間を置いてから、テッキは答えた。

「それほど気になるというのなら、教えて差し上げてもよろしいですよ。ただし──」

　ビクリとエルバは反応した。テッキの穏おだやかな声は、むしろ恐きよう怖ふ心しんを大いに刺し激げきする。

「今はダメです。あとにしていただけませんか？」

「……全然構わんが。しかし、なんでまた」

「あの時のことは、今でも思い出すたびに怒いかりがこみ上げてきますので──」

　言こと葉ば尻じりが消えていくのに従い、テッキの背中が丸まっていった。さながら、身のうちにわき上がる憤ふん怒ぬの衝つき上げを抑おさえ込もうとしているかのように。肩かたの震ふるえを見て取り、エルバは汗あせをダラダラと流した。

「あの、テッキ……？」

　声をかける。すると、身体からだの震えは収まり、テッキはゆっくりと身を起こす。

「失礼しました」

　テッキの顔は、もとの無表情に戻もどっていた。

「心を乱した状態で客に接するわけには参りませんでしょう」

「それもそうだ」エルバは認め、頭を下げた。「変な時に聞いて悪かった」

　その時、ガスンガスンと低く響ひびく音が二つ鳴った。博物館の正面玄げん関かんの門をハンマーで叩たたく音である。

「いらっしゃったようですねえ」

　サクラが腰こしを上げ、一人で出で迎むかえに行った。

「ルナ、おまえは下がってろ」

「了りよう解かい」

　エルバの指示に従い、エルバはラウンジの外へ出て行く。

「あなたも出てこないで下さいよ、ボル」

　テッキは万力を袖そでの内に隠かくしながら言った。するとその袖の中から触しよく手しゆが一本出てきて、

「わかってるって。俺が空気読めないアホに見えるのか？」

　と答える。テッキは触手を袖の中に押し込み、かくして客を迎える準備は整った。

　少しして、サクラはラウンジに戻ってきた──背後に二人の客人を引き連れながら。

　二人とも頭から雨合羽を被かぶっていた。土ど砂しや降ぶりの雨に打たれてすっかり濡ぬれ、裾すそからぽたりぽたりとしずくが垂れている。

「フイー。ひでえ雨だったぜ」

　二人連れの内、身体の大きな方がぼやいて、合羽を脱ぬいだ。中から現れたのは、筋骨隆りゆう々りゆうな大男だった。

　エルバとファルナは、つい腰を浮うかした。

「ああー！　おまえ！」

　ファルナが声を上げた。その男はどこからどう見ても、つい先日酒場の乱らん闘とうで出くわした、リデルとか呼ばれていた奴だ。

「おお。久しぶりだな、嬢じようちゃん」

　リデルも気づいて、人なつっこそうな笑え顔がおを浮かべた。

　成り行きにテッキはぽかんとしていたが、ハッと息を吞のんでエルバに問いかける。

「まさか、前に居酒屋で遭そう遇ぐうしたとかいう──」

「ああ」リデルから目を離はなさないまま、エルバは答えた。「ってことは、父さんに会いに来た奴ってのは──」

　リデルはラウンジ内を見み渡わたした。

「で、エルバ・ナイトロンドってえのはどいつだ」

　ほどなくして、リデルは自分を捉えている険しい視線に気づく。

「って、よく見たら、男は一人しかいねえようだな。おまえか」

「そうだ」エルバはぶっきらぼうに答えた。「俺がエルバ・ナイトロンド、あんたらが会いたがっているチェビアト・ナイトロンドの息子むすこだ」

「だそうですぜ、大将……」

　リデルは背後を振ふり返り、そこに連れがいないことを発見した。

「……大将？　なにやってんですかい」

　リデルの連れは、一人で勝手にラウンジの壁かべの方に寄っていた。壁に貼はり付けた、脱だつ走そう犯はんの手配書をじっと見つめている。

「バツ印……」男は呟つぶやいた。「もうこんなに捕つかまったのか」

「そうなんですよお」サクラが答えた。「私達も、脱走犯を捕まえて一いつ攫かく千せん金きんを狙ねらってますからねえ。情報はこまめに仕入れてますよお」

「そうなのか」

　男は右から順番に似顔絵を見ていき、しまいにはガーディアンの手配書の前で立ち止まった。いかにも興味深そうにその似顔絵をじっくり見やる。

「……実にそっくりだ。大したもんだな」

「……お知り合いなのですか？」

　聞きとがめて、サクラが質問する。

「知り合いじゃあない」

　男は、合羽を脱いだ。

　その瞬しゆん間かん、テッキとサクラは揃そろって同時に息を吞んだ。

「当人さ」

　そう答えて、男──クラヴリー・ガーディアンは笑みを浮かべた。




「待ってくれよ」

　先回りして、クラヴリーは両手を持ち上げた。なんの武器も持ってませんよ、とアピールするかのように。

「条件を伝えていなかったか？　こちらには少々後ろ暗いところがあるので、軍警察には通報しないでくれ、と」

　たしかにその通りである。一同は返答に詰つまった。

「この通り、私の首には賞金がかかっている。とは言え、私を捕まえようとはしないでくれよ──さもないと」

「──さもないと？」

　クラヴリーは、庭に面する大窓を指さした。

「そこの窓を叩たたき割って、逃にげ出さねばならなくなる。頼たのむから、こんなものすごい雨の中に追い出すようなマネはしないでもらいたい。ここまで来るのにもえらい目に遭あったんだ」

「あんた──」

　と、その時ファルナが一歩進み出て、クラヴリーに声をかけた。

「やや」クラヴリーはすぐに気がついた。「君は、この間のお嬢さんじゃないか」

「お嬢さんじゃない。ファルナ・エレイスンという名前がある」

　とげとげしい口調で言い返し、

「……この間は、助けてもらってありがとよ。礼を言う」

　不承不承、という感じで感謝の言葉を言い捨てる。

「気にすることはない。ただ、私達を捕とらえることのないよう、君の仲間達を説得してくれればありがたいのだが」

　クラヴリーは友好的な態度を崩くずさない。

「テッキ、──」

　ファルナはテッキを見上げる。テッキはその視線を受け止めて、答えた。

「いいでしょう。はじめからそういう話だったんですもの」

「いいねえ。話は決まりだ」

　バスンバスン、とリデルが大きな手を叩いた。

「この雨ん中を歩いてきたんだ、なんかあったけえ飲み物とか出してくれねえか」

「あ、そうですね。今すぐ持ってきますよお」

　サクラは弾はじかれたようにラウンジの奥へと消えていった。その間、テッキはクラヴリーとリデルを席に導き、自らも対面に座る。ファルナは少し離れた椅い子すに陣じん取どり、エルバはテッキの後ろに直立姿勢で待機した。

「おいおい、そんな警けい戒かいするこたねえだろう」

　エルバの立ち位置を見て、リデルは言った。

「俺たちゃ平和な話し合いをしに来たんだしよ」

「気にすんな」エルバは答える。「俺は座ってるより立っている方が好きなんだ。それよりあんたこそどうなんだ」

　リデルも、クラヴリーの背後に控ひかえて立っていた。不測の事態にいつでも対応できるように。

「俺も立っている方が好きなのさ」

　そう答え、リデルは笑った。

「ピリピリしなさんな。いたたまれない」

　リデル、エルバの順番にクラヴリーは顔を向けた。

「しかしよもや、君がチェビアトの息子むすこだとはな。先日は世話になった」

「世話になったのはこっちの方だ」エルバはクラヴリーを睨にらみながら答えた。「実質、あんたの連れが一人で連中を片づけたようなもんだ。それより、──」

　あんたは父さんについて何を知ってるんだ、と問いかけようとしたが、

「オーランのお茶ですけどお、お口に合いますでしょうか……？」

　お盆ぼんを両手にサクラが戻もどってきたので、エルバは口を閉とざした。

　お茶の準備が終わるのを待ってから、テッキは切り出した。

「ご用件を伺うかがいましょうか。チェビアトの知り合い、と伺っておりますが──」

「正確なことを言うと、たった一度顔を合わせただけだ。もう、十年前になる」

　クラヴリーは落ち着いた様子で茶をすすった。

「その時、私は彼にある物を預けた。あとで必ず回収しに来るから、それまで預かっていて欲しい、と頼んでね。すぐに回収するつもりでいたんだが、諸事情あって、結局十年かかってしまった」

「十年間のデスドレッド島暮らしを『諸事情』とは、また簡単に言ったもんだな」

　エルバが口を挟はさむ。

「それじゃなにか？　あんた、父さんに預けた物を回収するために脱だつ走そうしたとでも言うのか」

「や、ある意味、そういうことになるね」

「そんなに大事な物なのか？　父さんに預けた物ってのは。一体何なんだ」

「大事な物なので、他人に教えるわけにはいかない。ただし、私はそれをカバンに入れて、彼に手て渡わたした。彼はここの職員として勤めていたと言うが、心当たりはないかい？」

「…………」

　テッキとエルバは視線を交かわした。心当たりがあったからだ。

　少し前、エルバはテッキを伴ともない、デスドレッドデーモンの円盤レンズを捜さがすために博物館地下の倉庫内の捜そう索さくを行った。その際、エルバ達は倉庫内の一いち隅ぐうでほこりを被かぶった軍用カバンを発見していた。鍵かぎがかけられ、開けることのできないカバンを。その後気になってカバンの鍵を捜したのだが、見つかることはなかった。

　クラヴリーはそのカバンのことを言っているのか。

「さあ、どうでしょうね。倉庫を捜せば、もしかしたら見つかるやも知れませんけれど……」

　無表情を装よそおい、テッキは噓うそをついた。

「それより、気になりますね。あなたはそれを『大事な物』と言いますけれど、どうしてそんなものを一度会ったきりの相手に預けるような真似まねをしたのです」

　今度は、黙だまり込むのはクラヴリーの番だった。茶を一口すすり、少し間を開けてから、

「もう少し、詳くわしく話をしようか」

　打ち明け話でもするかのように、声量を絞しぼった。

「私は彼と、戦場で出会った。正確には、オーラン先住民虐ぎやく殺さつ事件が起きた地でね」

「……父さんは、西部軍に参加していた。敵同士だぜ」

「たしかに、私は東部軍、彼は西部軍と敵同士ではあったが、虐殺事件直後の混乱の中では、そんなことはどうでも良くなっていた。むしろ、あれを預けるには敵軍の人物である方が都合が良かった」

「どういうことだよ」

　自分の声がうわずるのを、エルバは自覚していた。父親の話となると、どうしても昂たかぶらざるを得ない。

「その時点で、私はその後の運命をある程度予見していた。最悪の場合、虐殺の首しゆ謀ぼう者しやとして身み柄がらを拘こう束そくされるだろう、とね。そうすれば、持ち物はすべて調べられる。部下に預けても、すぐばれる。それは、軍の手の届かない場所に隠かくす必要があった」

「最悪の場合だと？」

　エルバの声に険悪な色がこもる。

「虐殺をやらかしたのはあんただろ。そいつは少々無責任な言い方じゃねえのか」

　途と端たん、クラヴリーの目がすっと細くなった。

「なんだと……？」

　突とつ然ぜん室内の気温が下がったかのような錯さつ覚かくを、一同は覚えた。クラヴリーの穏おん和わそうな態度はどこへやら、触ふれただけで切られそうな雰ふん囲い気きに包まれる。

　それ来たぞ──エルバはしかし、ひるむことなくクラヴリーを睨み返した。

「ここにいるサクラは、オーラン虐殺の生き残りの一人だ」

　そう言って、サクラを指さす。

　クラヴリーは心底からの驚おどろきの表情を見せた。と同時に、冷たい雰囲気は一いつ瞬しゆんで消え去る。

「なんと……君が？」

「ええ……そうなんですよねえ」

　申し訳なさそうに、サクラは言った。

「ひょっとして、彼が──チェビアトが？」

「ああ。虐殺事件の後、父さんがサクラを見つけて、保護したんだ」

「……なるほどな」

「あんた、虐殺事件の生き残りを前にして、なんか思うところはねえのか」

　責め立てるような口調でエルバは言う。

　クラヴリーはエルバを睨んだ──が、先ほどのような厳しい空気はない。

「君の怒おこる理由は理解できる。だが、それは見当違ちがいというものだ。君は、──君達は、あの運命の日、本当に何が起きたのか知らない。そんな人間に、判断を下せるものかね」

　自じ嘲ちよう気味に唇くちびるを歪ゆがめて、クラヴリーは肩かたをすくめた。

「ま、私も大したことを言える身ではないがね」

「……大したことは言えない、だって？」

　突然、ラウンジの奥から声が響ひびいてきた。

　ビクリ、とエルバは声の来た方向を振ふり返った。

「待て！　ルナ、出て来るんじゃねえ……！」

　しかし制止の声にもかかわらず、ルナはラウンジに下りてきた。クラヴリーの顔をじっと見つめながら、エルバに語りかける。

「いいじゃないか。彼とは十年前に一度会った仲だしね……」

　ルナの姿を認めて、クラヴリーは驚きとともにすっくと立ち上がった。

「……ベルトランの魔ま神じんか……！」

「!?」

　その言葉に、今度はテッキ達が驚きよう愕がくの表情を浮うかべる。

「覚えていてくれたようで光栄だ。今は、彼と契けい約やくしている」

　ルナはエルバの肩をポンと叩たたいた。

「おまえ、こいつと知り合いなのか!?」

　エルバの問いに、ルナはいつも通りの薄うす笑わらいで答えた。

「知り合いというほどじゃないけれど。十年前に協力して共通の敵と戦った仲だよ」

　それからクラヴリーに向き直り、

「まさか、こんな所で君と再会するとはね。人生ってのはわからないものだ」

　手に持ったクラヴリーの手配書をひらひらとはためかせた。

「まったくだ」

　クラヴリーも動どう揺ようを隠さない。

「って、ルナ」エルバが口を挟んだ。「おまえ、そういう大事なことは手配書が出た段階で言えよ！」

「聞かれなかったもの。それにホラ、『あの人、流刑人と知り合いらしいよ』なんて噂を立てられたらはずかしいし」

　クラヴリーに視線を合わせたまま、ルナはさらりと言い捨てた。

「で、今回もミナを連れているのかな？」

「ちょ──ちょっと！」

　突然、テッキが身もだえを始めた。左手で右の袖そで口ぐちを押さえようと必死の努力を試みる──が、健けん闘とうむなしくぬるりと一本触しよく手しゆがはみ出した。

「さっきから仲間の気配がするような気がしてたんだけどよぉーッ。そういうことか」

　場の空気を読む気のないボルのでかい声がラウンジに轟とどろいた。

「そうか……そういうことか」

　クラヴリーはぽつりと呟つぶやいた。

　直後、不意にクラヴリーの背後から一人の少女が姿を現した。

　そこには誰だれもいないはずだった。しかし、その少女は突然滑すべるように進み出てきた。顔だけをルナ達に向ける──両目を閉とざした顔を。しかしその前まえ髪がみの奥には、光を放つ瞳ひとみがあった。第三の瞳にして唯ゆい一いつの瞳、魔神の特とく徴ちようである単眼が。

「お久しぶり、ルナにボル」

　抑よく揚ように乏とぼしい声を、メイドのような格好をした少女は発した。

「あなた達……手を組んでいるのね」

「色々あってね」

　そう応じて、ルナはエルバ達に説明した。

「彼女はミナ・ミグ、虚こ空くうの魔神。僕らの仲間であり──」

「俺達が戦う敵ってこった」
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　ボルが後を引き継つぐ。

「はああん。なるほど、こいつらも、大将が言っていた魔神って奴やつですかい？」

　長らく黙って話を聞いていたリデルが、するりとクラヴリーの横に進み出た。警けい戒かいして、テッキも静かに立ち上がる。

「ミナがあんなんだから、もう少しかわいらしい奴を期待していたんだがなあ」

「ご期待に添そえなくて申し訳ないね」

「ああん？　ボルさんのかわいらしさが理解できねえのか？　感受性ゼロだな！」

　ルナは静かに応じ、ボルは陽気に切り返す。

「こいつは困ったな」

　クラヴリーは険しい表情を形作り、エルバ達一同を見み渡わたした。

「今日は平和な交こう渉しようを期待していたんだが──魔神がいるとなると、話は変わる」

「そうだな」エルバが一歩進み出る。「あんたが八眼デイアボリツク争覇パーテイの参加者だったとは、まったく予想外だったが──敵とあらば、容よう赦しやはしねえぜ」

「大将、どうやら目的のブツは力ずくで奪うばわなきゃならねえようですね」

　そう言って、リデルは戦闘態勢に移った。生身のまま、両手を斜ななめ下方に差し伸のべる独特の構えを取る。

「それは……チキュウ空手か!?」

　突とつ然ぜん、ボルが叫さけんだ。

「知ってんのかボル!?」

「おおよ！　オーラン先住民の一部に伝わる武術なんだが──」

「そいつ、ものすごく強いぞ！」

　リデルの暴れっぷりを目まの当たりにしているファルナは警告を発しつつ、すぐさま円盤レンズを取り出した。

「召喚コンタクト！」

　悪魔を喚よび出そうとする。けれども──

「……あれ」

　何も起こらなかった。本来ならば声に呼応して、大気中の塵ちりが輝かがやき始めるはずなのに。

「無む駄だだよ、ファルナちゃん」ルナが言う。「ミナの能力だ。彼女は大気中の塵の濃のう度どを操あやつり、塵の真空状態を作り出すことができる。屋内じゃ、悪あく魔まを喚ぶことはできないよ」

「……なんだって」

「僕らみたいに、ミナが力を発揮する以前から召しよう喚かんされていれば、影えい響きようはないけれどね」

　ルナの説明に、博物館の面々の間に動揺が走る。

　一方で、クラヴリー側も進むべきか退ひくべきか、判断をつけかねていた。

「どうします。どうも数的に不利なような気がするんですがねえ」

　リデルの提言に、クラヴリーも迷いを見せる。

「同感だ。こんなイレギュラーな状じよう況きようで勝負をするのは私の性しように合わない」

「おいおい、俺達の前で堂々と逃にげる算段かよ……！」

　エルバは一歩踏ふみ出す。が、エルバの肩かたをつかむ手があった。

「待ちなさい」

　テッキが小さな声で話しかけてくる。

「ここは、彼らのいいように。向こうが逃げたいというのなら見送りましょう」

「なんでだ。数的に有利だぞ」

「イレギュラーな状況だというのはワタクシどもにとっても同じです。無計画に争って何もいいことはありませんよ」

「正直なところを言うと、テッキちゃんの意見に賛成したいね」

　ルナが口を挟はさんできた。

「なんだとこの野や郎ろう。おまえまでテッキの肩を持つのか」

「そういうこと。ミナに関しては、少し特とく殊しゆな事情があるんでね……」

「あーそうそう。この場で一気にケリをつけるのは、勝っても負けても少々都合が悪いぜえ」

　ボルがテッキの袖そで口ぐちからずるりと抜ぬけ出て、全身を外気に晒さらした。

　普ふ段だんは脳天気なボルが警告を放つ。その事実には妙みような重みがあった。さすがにそれは、無視するわけにはいかないか──エルバがそう思った、その時。

「いいや、逃のがすわけにはいかないな──」

　突然、庭に面する大窓が開け放たれた。

　その場にいる全員が大窓に目を向け、そこに二つの人ひと影かげを見いだした。

「ここで会ったが十年目だ……！　クラヴリー・ガーディアン！」

　と叫ぶオーラン先住民の少女は、カタナを構えていた。

「フホホ！　ミナ殿どの、久しぶりでおじゃるなァ──！」

　その横には、白しろ塗ぬりの顔をした男が二本の棒を両手に握にぎって立っている。彼は赤く塗ぬられた唇くちびるをぱくりと開いた。すると、その奥にある目──舌に埋うめ込まれている単眼が、暗い輝きを放った。

　カエデ・ニカイドウと魔神マロ・マロが、全身から雨の滴しずくを垂らしながら立っていた。
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「君は……」

　新たなる乱入者の姿を、クラヴリーは注視した。

「私の名はカエデ・ニカイドウ」カエデは自己紹しよう介かいした。「オーラン虐ぎやく殺さつを生き残った者だ──一族の仇かたきを討うつことを望んで八眼デイアボリツク争覇パーテイに参加している」

　抜き身のカタナを、カエデは高く掲かかげた。柄つかを目の高さに固定して刀身を横に寝ねかせ、隙すきあらば叩たたっ斬きるとばかり切っ先をクラヴリーに向ける。

　カエデは既に眼鏡を外していた。

　オーラン先住民が眼鏡をかけるのは、悪魔の円盤レンズから目を守るための風習なのだそうだ。悪魔を召喚するのは、一部の戦士にのみ許されることだった。円盤を目にはめるためには、眼鏡を外さなければならない。そこから転じて、オーラン先住民にとって、眼鏡を外すということは、本気を出して臨戦態勢を取るということである。

「カエデ！」サクラが叫ぶ。「どうしてここに……!?」

「──ファルナ・エレイスン」

　クラヴリーから視線を外さぬままに、カエデは答える。

「おまえ、東番外地の居酒屋で乱らん闘とう騒さわぎを起こしたそうじゃないか？」

　ギクリ、とファルナは身体からだを震ふるわせた。

「……なんで知っているんだよ」

「私だって、今回の脱だつ走そう騒ぎで一いつ攫かく千せん金きんを狙ねらっているんだ。情報収集はしっかり行っている。まして、主犯が積年の恨うらみの積もる敵ならばなおさらだろう。ガーディアンが現れたと聞いて、件くだんの居酒屋に行ってみた。そうしたら、知っている奴やつが乱闘に巻き込まれていたというじゃないか。そこで、話を聞きにここまでやってきた──と、いうわけだ」

　ちらり、とカエデはサクラを見やった。

「おまえが情報収集に熱心なのはよくわかった」エルバが言う。「こんな雨の中、しかも二人の魔ま神じんがいる場所に乗り込んでくるとはな」

「私は一族の仇を討つために八眼争覇に参加した！　その目的はすべてに優先する！」

　クラヴリーを狙う剣けん先さきも、獲え物ものを狙うワシのような視線も、小こ揺ゆるぎすらしない。

　その二つを向けられて、クラヴリーもさすがに穏おだやかな表情ではいられなかった。

「どうも、話し合いの余地はなさそうだな」

　かばうように立つリデルを押しのけて、クラヴリーは矢やお面もてに立った。

「ただでは逃げられそうもない。魔神と契けい約やくした者同士、戦う運命にあるということか──」

　すっと目を細め、臨戦態勢を取る。

「お待ちなさい！　この場で争うのは止やめて頂きます！」

　激げき突とつは不可欠か、という雰ふん囲い気きを押しのけて、テッキが叫んだ。

「おまえも魔神の契約者だろうが！　おまえに止める権利はない！」

　カエデが叫び返すと、テッキは鋭するどい視線をカエデに投げる。

「ワタクシはこの博物館の館長です！　暴れたかったらよそでやりなさい！　どちらが勝つにせよ、誰だれが後かたづけをすると思っているのですか!?」

　それが本音かよ、とエルバは内心で呆あきれた。

「ふざけるな！」

　鋭い声を発したのは、クラヴリーだった。真剣な顔でテッキを睨にらみ、

「なら君は、こんな土ど砂しや降ぶりの中、表で戦えと言うのか!?」

　開け放たれた大窓を指さした。

「デスドレッド島から逃げ出してきた流る刑けい囚しゆうが雨に打たれて風邪かぜを引いて死んだりしてみろ。むこう百年は物笑いの種になるだろうが」

「……そういう問題か？」

　エルバは小さい声で言った。

「あなた方が潰つぶし合いを行うのは勝手ですけれど、あくまでこのラウンジで戦おうって言うんなら、ワタクシは勝った方に賠ばい償しよう請せい求きゆうを行います。それでも良いのですか!?」

「上等！」カエデは言い切った。「一族の魂たましいの安らぎのためなら安いものだ……マロ！」

「フホホ！　任されよ！」

　マロの周囲に、橙だいだい色いろの霧きりが現れた。カエデとマロとを、守るように包み込む。

「ま、私は踏ふみ倒たおさせてもらおうか」

　聞き捨てならないことを呟つぶやくクラヴリー。何事かをリデルにささやくと、ポンと腕うでを叩く。

「ったく、気をつけて下さいよ」

　リデルを下がらせ、クラヴリーは両腕を掲げた。

「はああ……！」

　気合いの声を出し、力を込こめる。

　クラヴリーの右目が黄色い光を放つのに合わせ、両腕の周囲がきらきらと輝かがやき始めた。

　塵ちりも、黄色い輝きを放ち始めていた。ただし、通常の悪魔召しよう喚かんとは異なり、ごく限定的な箇か所しよにのみ光は発生している。やがて光はクラヴリーの下か腕わん部に収束し──

「はああああ！」

　カエデが仕し掛かけた。

　床ゆかを音高く蹴けり、ひとっ飛びに間合いを詰つめ、クラヴリーの左胸目がけて切っ先を滑すべらせる。素す早ばやい突つきは肉を切り裂さくと思われたが──皮ひ膚ふに届く寸前、カタナの切っ先は停止した。

　クラヴリーの手が、カタナをわしづかみにしていた。

「それは──」

　カエデが目を剝むく。

　クラヴリーの腕は、黄色いガントレットに包まれていた。敵を粉ふん砕さいするための籠こ手てに。

「それが貴様の塵器ストライカーか！」

　カエデは一いつ旦たんカタナを引いてから、三連の突きを放った。

　目にも留まらぬ突きを眼前で放たれて、しかしクラヴリーは落ち着いていた。最初の突きは籠手で受け、次の突きは身体をよじってかわし、最後の突きはカタナの腹を横から押してあらぬ方向へ流した。さらに攻こう防ぼう一体の動きで、カエデに裏うら拳けんを放つ。

「くうっ」

　咄とつ嗟さにカエデは退ひき、裏拳に宙を切らせた。飛び込んだ時と同じ歩ほ幅はばで引き下がり、大きく間合いを取り直す。

「貴様──やる！」

　感かん嘆たんの声を、カエデは漏もらしていた。

「こちとら、デスドレッド島で化け物どもと渡わたり合ってきたのでね……！」

　余よ裕ゆうの笑えみで、クラヴリーは応じた。

「おいおいおい。これは──どうする」

　自分の意思とは無関係に進み行く状じよう況きように、エルバは焦あせりを感じていた。思わず、テッキ達に意見を求める。

「どうもこうも」答えたのはルナだった。「傍ぼう観かんするより他ほかにないよ。こうなった以上」

「そうかもしれねえが……それでいいのか」

　それではよくない、と思う者もいた。サクラである。

「……やめて下さい、カエデ！」

　悲痛な声に、カエデも無視するわけにはいかなかった。動きを止めて、同どう朋ぼうを見やる。

「サクラ！　何故なぜやめろなどと言う！　こいつはサクラの家族の仇かたきでもあるんだぞ!?」

「そうかもしれませんけど！　この人を殺しても、死んだ人は帰ってこないんですよ!?」

「そんなことはわかっている！　だが、この男が生きていることを許すことはできない！」

　そう言い返して、カエデはちらとマロに目をやる。

「マロ！　同時に仕掛ける！」

「フホホ！」

　笑い声を立てて、マロは両手に持つ鉄の棒を高く掲かかげた。

「あれがあいつの塵器か」

　エルバがルナに確かく認にんする。

「そう。鉄てつ鞭べんと言うか、バチと言うか、ぶん殴なぐり棒と言うか」

　クラヴリーを左右から囲むように、マロとカエデは同時に床を蹴った。

「やらせない……！」

　羽は衣ごろもをくるくると回転させていたミナは、両手を高く掲げて腕を振ふり抜ぬき、その羽衣を鋭く走らせた。

　直後、羽衣から何かが放たれた。

　橙の霧の中に、透とう明めいな三日月のような形状が浮うかび上がった。それは霧を裂いて、一直線にマロへと飛んでいく。

「フホ!?」

　マロは咄嗟に横へ飛ぶ──ものの、完全には避よけ損そこねた。三日月はマロの肩かた口ぐちをかすめる。傷口からは塵が舞まい、大気の中に消え去った。

「フホホ！　虚こ空くうの能力、相変わらず冴さえてるでおじゃるな！」

　塵の真空状態を小さくまとめて投げつけたのか──エルバは直感した。それが刃やいばとなって、マロの虚きよ体たいを切り裂いたのだろう。

　マロが足を止めたのでカエデも急停止する。クラヴリーは注意を完全にカエデ迎げい撃げきに向けていた──ミナがマロを止めることを信じて。さすがに、易やす々やすと突とつ撃げきはできなかった。

「一つ聞きたい……」

　カエデは目でミナを捉とらえた。

「おまえ、『黄色い天使』だな──？」

「……天使？　なんのこと……？」

　ミナは表情を変えず、羽衣をくるくると回し続けている。

「私は、あの化け物が私たちの住んでいた場所を蹂じゆう躙りんするのを目まの当たりにしていた。あの、しろがねの悪あく竜りゆうが、だ」

　しろがねの悪竜。

　魔ま王おう戦争の伝説において、魔王が座していたとされる悪魔の名である。悪竜は八人の魔神と同列に語られる悪魔だ。カエデは、しろがねの悪竜がオーラン先住民居住地を廃はい墟きよにした、と語ったが──

「あの日、私はしろがねの悪竜と、悪竜に立ち向かう三人の天使の姿を見た。赤い天使、黄色い天使、そして黒い天使だ。赤い天使はあいつ、ルナ・ルガ──」

　顎あごを動かし、カエデはルナを示した。

　思わずエルバはルナの顔を見た。魔神の表情は動かなかった。それは、カエデの言葉を認めているようにも見える。

「あの日の黄色い天使は、おまえではないのか？」

　ミナは何も答えなかった。

　それをカエデは肯こう定ていと受け取った。

「ならばなぜそんな男などと契けい約やくをしている！　そいつは、私達の住んでいた場所にしろがねの悪竜を呼び込んだ男だ……！」

　十年間抱いだき続けていた怒いかり、憎にくしみ、悲しみ──入り交じり、長く醸じよう成せいされた感情を、カエデは吐はき出していた。

　ミナはわずかに顔を動かし、クラヴリーの判断を仰あおごうとした。

　クラヴリーは落ち着いた口調で答えた。

「簡単なこと。あの日、ミナを喚よんだのはこの私だからだ」

「寝ね言ごとをぬかすなッ!!　貴様、そんな適当な言い逃のがれに私がだまされると思うのか……！」

「言い逃れとは失礼な。私は真実を語っているに過ぎない」

　そう言うと、突然クラヴリーは構えを解いた。

「何をしているッ！　どういうつもりだ!?」

　カエデの声はもはや絶ぜつ叫きように近かった。

「やる気が失うせた」

　クラヴリーはミナに目配せする。ミナは腕うでを下ろし、羽衣の動きを止めた。小走りにクラヴリーのもとに駆かけ寄り、腕にしがみつく。

「ふざけるな！」

　しかし、カエデは構えを解こうとはしない。

「私は復ふく讐しゆうを果たすべき相手にまみえるために八眼デイアボリツク争覇パーテイに身を投じた。貴様のやる気がなかろうと、私は貴様を殺す！」

「復讐を果たすべき相手……」クラヴリーは言った。「それはブラナに言われたのか」

「そうだ！　私が復讐を果たすべき相手に会わせてやる、とな！」

「別に、私を名指ししたわけじゃあないんだろう」

「貴様以外に誰がいる!?」

　フ、とクラヴリーは鼻で笑った。

「何がおかしい!?」

「私からも一つ言っておこう──ブラナが言ったその相手は、私ではないだろうよ」

「『私ではない』だと……？」

　カエデは改めてカタナを構え直すと、

「この期ごに及およんで言い逃れとは、見下げ果てたぞッ！」

　バン、と床ゆかを大きく踏ふみならし突撃した。

「言い逃れじゃないんだがね」

　穏おだやかに言い返すクラヴリー。

　次の瞬しゆん間かん、カエデの視界を何かが覆おおい隠かくした。

「な……!?」

　それは、虚きよ体たいで形作られた翼つばさだった。

「大将!!」

　テノリロック──鳥型の悪魔が風を切り、クラヴリーとカエデの間を横切ろうとしていた。

「いいタイミングだ、リデル！」

　かぎ爪づめの生えた太い足に、クラヴリーは片手で飛びついた。テノリロックはクラヴリーと、クラヴリーの腕をつかむミナとをぶら下げながら、勢いよく大窓目がけて突とつ撃げきしていった。

「ここは一時退たい却きやくだ！　また会おう！」

　カエデに、そしてエルバ達に顔を向け、クラヴリーは別れのウィンクを投げた。テノリロックはうまいこと身体からだを傾かたむけ、大窓をくぐり抜けようとする──

「逃にがすかッ！」

　カエデが叫さけび、高くカタナを振ふり上げた。投げるつもりか、とエルバは思ったが──

　突然、カタナが火花に包まれてバチバチと音を立てた。

「電ッ・光ッ・全ッ・開ッ!!」

　高らかに声を上げ、クラヴリー目がけてカタナを振り下ろす──と、耳をつんざく炸さく裂れつ音おんが轟とどろき、いかずちが発生した。

「うおお……!?」

　エルバは、自分の眼前で稲いな妻ずまが真横に走るのを見た。一瞬の爆ばく発はつ的な輝かがやきに、思わず手をかざして目を閉じる。

　世界が真っ白に染まった。




　恐おそる恐る手を下ろし、目ま蓋ぶたを開く。

　最初に目に入ったのは、大窓をくぐり抜ぬけて空高く羽ばたいていくテノリロックの姿だった。特に変わった様子もなく、悠ゆう然ぜんと羽ばたきながらみるみるうちに遠ざかっていく。

　視点を手前に引くと──黒い煙けむりを放つ大窓の窓まど枠わくが目に入った。ガラスがあらかた砕くだけ、鉄の窓枠は焦こげているように見える。そして、カーテンがものすごい勢いで燃え上がっていた。

　カエデの放った電光は、リデルではなく窓を直撃していた。

「チッ！」カエデは舌打ちした。「外れたか！　遠えん距きよ離りでの能力逆流スピンオフは当たったためしがないな……追うぞ、マロ！」

　姿勢を低くし、返事を待たずに駆け始める。

「ホ？」マロは間の抜けた声を漏もらした。「さすがにアレに追いつくのは無理でおじゃろ」

「いいから！」

　言って、カエデはちらりとエルバに一いち瞥べつを投げた。が、すぐに前方を向くと、大窓から豪ごう雨うの降る庭へ飛び出していく。

「やれやれ。元気なことでおじゃるな」

　文句を垂れながら、マロもカエデの後を追いかけ、去っていった。

　ラウンジは静けさを取り戻もどした。テーブルや椅い子すはひっくり返され、炎ほのおはカーテンすべてを焼き尽つくすまで消えようとはしない。全身に火をつけられた象が暴れたかのような惨さん状じようを、ラウンジは呈ていしていた。

「……はっ」

　そして、エルバは気づいた。カエデの一瞥はエルバではなく、エルバの後方へと向けられていたことに。

　恐る恐る振り向くと──そこには、呆ぼう然ぜんと燃えるカーテンを見つめる館長殿どのがいた。やがて我に返ると、怒いかりに肩かたを震ふるわせ、顔を朱しゆに染めた。

「人の家で好き放題、よくもやってくれたものですね──!!」

　突とつ如じよとして駆けだし、大窓から飛び出してカエデを追いかけようとする。

「ちょっと待て！」エルバはテッキに組み付いた。「連中はほっとけ！　それより火を消さなきゃ──って熱ッ！」

　大窓の側そばでもみあったせいでカーテンが揺ゆれ、火の粉が飛んだ。その熱気に当てられたせいか、テッキはかえって落ち着きを取り戻す。

「……ああ、もう！」

　テッキは万力をカーテンに絡からめて腕をひねり、強ごう引いんにカーテンを破り裂さいた。そして、窓の外へとカーテンを放ほうり出す。豪雨に打たれ、カーテンの炎はみるみる間に小さくなって消えた。







　同じ頃ころ、ブルティエールの中心に近いとあるコーヒーハウス。

　折からの荒こう天てんで、店内はガラガラだった──が、フロアの隅すみに四人、固まって座っている男達がいる。どれだけ大声で話しても誰も困らなそうな状じよう況きようだったが、彼らは人に聞かれぬよう小さな声で密談を交かわしていた。

「……いえね、いい話を持ってきたんですよ、旦だん那な」

　と、ペルガメントは人好きのする笑え顔がおを浮うかべながら言った。

　対する三名のうち、二人は軍警察の警部補である。太っている方がボンダーマン、細い方がスパーキン。両名とも私服に身を包んでいるが、その仕草、その視線の配り方、挙動の一つ一つが彼らの本職をはっきりと表している。

　しかし、ペルガメントの目が向いているのはこの二人ではなく、一番奥に控ひかえる青年である。柔にゆう和わそうな笑顔を常にたたえている優やさ男おとこ。おそらくボンダーマンの腕わん力りよくにかかれば三秒でひねり潰つぶされるであろう、なよっとした人物だが、しかし不思議なことに奇き妙みような風格があり、この時もその態度でもって場を支配していた。

　彼の名はルシアン・パラドール。ドース連れん邦ぽう総そう督とく、ホアキン・パラドールの息子むすこだ。

「どうします。俺達が連れてきておいてなんですが、こいつの話はどこまで信用できるかしれたものじゃありませんぜ」

　ボンダーマンは敬語でルシアンに注進した。

「まあまあ。この種の情報はどんなものでも上げるように、と言ったのは僕ですからね。まあ、話してみて下さい」

　穏おだやかにルシアンは言い、ペルガメントを促うながした。

「ええ、ありがとうございます」

　警部補二名の冷たい視線は特に気にせず、ペルガメントは話し始めた。

「今、人捜さがしの依い頼らいを受けてましてね。その件は片づいたんですけど、この依頼人が妙な奴やつでして。誰だれかの代理人として動いているんですが、この『誰か』というのがなにか後ろ暗いところのある奴みたいで。探さぐってみたんですよ、そいつが何者なのか。そうしたら、──」

「クラヴリー・ガーディアンに突つき当たったというわけですか」

　ルシアンが先回りして言った。

「そうなんですよ。神にかけて、間ま違ちがいありません」

「私は神を信じていませんけどね」スパーキンが口を挟はさむ。

「もっとも」ペルガメントは無視して続ける。「奴はどこに潜ひそんでいるのかは、今から探り出すところです。人捜しの件を片づけたと言ったでしょう？　成功報ほう酬しゆうをこれから受け取るんで、その時に代理人を尾び行こうすればすぐにわかります」

「なるほどね」

　ルシアンはそう受け答えて、しばし考え込んだ。

「どうします」ボンダーマンが問う。「なんなら俺の部下をこいつにつけてやりましょうか」

「いや、それはまずいですね」ルシアンは首を振ふった。「軍警察を動かすのはまずい。人をつけてやるにしても、その手配は僕がしましょう」

　軍警察が指名手配した輩やからを捕つかまえるのに「軍警察を動かすのはまずい」とは妙な話ではある。ボンダーマンもスパーキンも奇妙に思ったが、口に出しては問わなかった。ルシアンの判断に口を挟む権利は、二人にはない。

「ペルガメントさん、人手は要いりますか？　要るのならばつけてさしあげますけど」

「正直なところを言うと、一人で遂すい行こうできるかと思いますが」

　ルシアンの問いに、ペルガメントは素す直なおに答えた。

「なら結構」

　言って、ルシアンは封ふう筒とうを取り出すと、ペルガメントに手て渡わたした。

「今日の情報料です。ガーディアンの潜せん伏ぷく場所が判明したら、できるだけ早く報告に来て下さい。その時に追加料金を支し払はらいますので」

「ありがとうございます」

　ペルガメントはうやうやしく封筒を受け取った。

「ところで」とルシアン。「この情報、他ほかには売っていませんよね」

「いえいえ」ペルガメントは首を猛もう烈れつに振った。「そんなことは決してしておりませんとも」

「そうですか。それは良かった」

　ぽん、とルシアンはペルガメントの肩かたを叩たたいた。

「オーラン先住民の諺ことわざでは『地じ獄ごくの沙さ汰たも金次し第だい』と言うそうですが、あれは噓うそですからね」

　ペルガメントは顔を上げ、そして見た。ルシアンの糸のように細い目が見開かれ、じっとペルガメントを見み据すえていることを。

「あの世にお金は持っていけませんから。少し考えればわかるでしょう？」

　ペルガメントはまばたきを繰くり返しながら、無言で頷うなずき返した。軽く置かれているだけのルシアンの手が、この時は異常に重く感じられた。

「八眼デイアボリツク争覇パーテイはスムーズに進められなければなりませんからね」

　最後に、誰に聞かせるでもなくルシアンは呟つぶやいた。彼以外の誰も、理解できない言葉を。







「……これだな」

　博物館の面々が囲むテーブルの上には、一個のカバンが置かれていた。

「これなんですかあ」

　サクラが言うと、テッキが頷いた。

「ええ。これがおそらく、クラヴリーが言っていた『預け物』です」

　テッキは手を伸のばし、カバンの表面を撫なでた。指が真っ黒になり、テッキは表情を歪ゆがめる。十年間博物館の地下倉庫に収まっていた代しろ物ものである。ほこりを払って完全に綺き麗れいにするには濡ぬれ雑ぞう巾きんが必要そうだった。

　クラヴリーとの会談の翌日。

　ラウンジの大窓は、応急処置として割れたガラスの代わりに厚紙がはめ込まれていた。エルバが必死こいて行った工作の結果である。極きわめて不細工な処置だったが、どうせ修理業者が来るまでの話だ。それに空はからりと晴れ上がったので、少なくとも今日は、雨がラウンジに入ってくることを心配する必要は無さそうだった。

　しかし、空模様に反して、テッキ達一同の顔には暗雲が立ちこめていた。

「まず、このカバンの中身はなんなのか、って話だよな」

　ファルナが問題を提起する。

　カバンには鍵かぎがかけられていて、開けることはできない。持ち上げてみても、カバンそのものの重み以外は感じられない。本当に中に何か入っているのか、と疑いたくもなる。

「推測してみよう」

　エルバは提言し、思いつくままに言ってみた。

「一、こいつは、父さんが十年前にガーディアンから預かった物だ」

「ガーディアンの言葉が正しければ、の話ですけれどもね」

　テッキが付け加えて、先を続ける。

「二、これをチェビアトは博物館に持ち込んできて、『いつかこのカバンの鍵を持っている人間がここに現れた時は、カバンをその人物に渡して欲しい』とおじいさまに告げた」

「鍵ですかあ。あの人、そのことは特に言ってなかったですよねえ？」

　サクラが言う。

「そうだが、奴やつの話はこっちの知っている話とかなり一いつ致ちしている。父さんの指している人物がガーディアンである可能性はかなり高い。次に接せつ触しよくしてくる時は、その鍵を持参してくるような気がする」

「次？　あの人、また来るんでしょうか？」

「おそらくは。三、ガーディアンは『預け物を回収するために島から逃にげてきた』と言い切った。奴にとってよほど大事な物、重大な物が入っていると推測される。以上の三点から推測できる、このカバンの中身とはさて一体なんでしょう、という話だ」

「……さあ」テッキは首をひねった。「あなたには、何か持論があるのですか」

「さあ」エルバも首をひねった。「これだけ言えば、誰かが答えを導き出すと思ったんだが」

「いいや、俺はピンときたぜ」

　そう言って挙手したのはボルだった。衆目がボルに集まる。

「ヒント出してやらあ。四、十年前のオーラン先住民居住地にしろがねの悪あく竜りゆうが出現した。五、しろがねの悪竜も悪あく魔まである。六、悪魔は円盤レンズによって召しよう喚かんされる」

　それは、ヒントというよりは答えそのものだった。

　ボルの言葉に、一同は押し黙だまってしまった。

「ありゃ？」ボルは触しよく手しゆをのたくらせた。「お気に召めさなかったか、俺の説？」

「……あり得うる……」

　テッキの顔は真っ青になっていた。畏い敬けいの目でカバンをながめ、手をかける。

「まさか……この中に悪竜の円盤が入っていたとしたら──」

「説明がつく」エルバは認めた。「だとすれば、島から脱だつ走そうしてでも取りに来る価値はある」

「ちょっと待って下さいよ」珍めずらしくテッキは取り乱していた。「ということは、ワタクシ達は十年間、知らず知らずの内に悪竜の円盤を保管し続けていた──ということなのですか!?」

「こいつの中身が、本当にそうだったらな」

　エルバはカバンを軽く叩いた。それからルナに鋭するどい視線を投げる。

「おまえ、なんか知っているんじゃないのか？」

　珍しくルナは神しん妙みような顔つきで黙り込んでいた。

「ガーディアンと知り合いらしいし、カエデはおまえを『赤い天使』と呼んでいた。おまえ、十年前にあの場にいたんだな？」

　それは質問ではなく、確かく認にんだった。

「まあね」ルナは短く答えた。

「だったら、おまえの知っていることを教えてもらおうか。というか、十年前に召喚されたってのはどういうことだ？　八眼デイアボリツク争覇パーテイとは関係ない時期だろ」

「全く関係ない。でも、僕らは八眼争覇の開かい催さいとは関係無しに召喚されることもあるんだよ」

「そうそう。特とく殊しゆ召喚って奴だ」ボルが補足する。「俺達の円盤はブラナの采さい配はいによって、八眼争覇の参加者のもとに転がり込む。それは、八眼争覇の開始直前とは限らねえ。場合によっては数年前から、ってこともある。例えば、バベルハイズ一族なんかはいい例だわな」

　そもそも、現在エルバが持つ赤い円盤はバベルハイズ一族が所有し続けてきたものだった。魔王の封ふう印いんを守り続けてきた一族として、八眼争覇を止めるという悲願を達成するため、代々の当主は赤い円盤を持って八眼争覇に参加し続けてきたのである。

「その数年の間に、参加予定者が命の危険にさらされることがある。そんな時、参加予定者が自分の身を守るため、僕達を特別に召喚することができるんだよ。結局、ベルトランを守りきることはできなかったけど」

　ルナはそう言って、左目を閉とざした。

「あの日、あの運命の地には偶ぐう然ぜん、三人の参加予定者が居合わせていた。ベルトラン・バベルハイズ、クラヴリー・ガーディアン、そしてもう一人だ」

「もう一人？　なんでそいつだけ伏ふせるんだ」

「知らないからさ。ベルトラン・バベルハイズはしろがねの悪竜と戦って死んだ。ベルトランが死んだ時点で僕も強制解放される。結局、あの戦いがどのような決着を見たのか、僕は知らないんだ」

「……そうだったのですか」

　テッキがぽつりと呟つぶやいた。

「あれ」ルナが眉まゆをひそめた。「知らなかった？」

「ええ。父が虐ぎやく殺さつの地で死んだという話はカナティック先生から聞いていましたけれど……」

「そうだったんだ。悪かったね、今まで教えてなくて」

「いえ、それは構いません。それより、話の続きを」

「続きと言われても、悪竜について話すことは多くないね。僕に言えるのは、悪竜とのイレギュラーな出会いの結果、前回の八眼争覇はチェビアトと契けい約やくすることとなった、ということだけさ。残念ながら、悪竜を喚よぶ円盤がどこから来たのか、その後どこへ行ったのか、僕は何も知らない。でも、この中に悪竜の円盤が入っているという可能性は、大いにあると思うね」

　という結論を述べて、ルナは口を閉ざした。

「──どうする」エルバは一同に語りかけた。「この中に悪竜の円盤が入っていると仮定して話を進めるが、こいつを昔の約束通り、ガーディアンに返へん却きやくすべきだと思うか？」

「だめ、ですね。こんな危険な物を、よりにもよって虐殺者の手に返すなど論外です」

　テッキは即そく答とうしたが、ファルナが異を唱えた。

「待ってくれよ。虐殺者って言うけど、ガーディアンは本当に虐殺事件を引き起こした張本人なのか？　その時、ガーディアンも魔神を喚んで悪竜と戦ったんだろ？」

　ルナに意見を求める。ルナは黙って頷うなずき返した。

「あのおっさん、信用できないことはないと思うんだけど……」

「ずいぶんあの方の肩かたを持ちますね、ファルナ。あの方に助けられたからって、恩義でも感じているのですか」

　テッキのやや挑ちよう発はつ的な言葉に、しかしファルナは落ち着いた声で応じる。

「……そうかも。たしかに、ついこの間まではクラヴリー・ガーディアンを極ごく悪あく人にんだと思っていたけどさ。ここ数日で色々あって、なんかその……わかんなくなってきたんだよ。あいつは本当に、言われているような極悪人なのか？」

「まあたしかに、昨日の様子を見る限りでは、紳しん士し的な人物に思えましたねえ」

　サクラがファルナの肩を持つ。しかしテッキは顔をしかめた。

「ワタクシも、紳士的に見える人物を知っていますよ──ペルガメントとか。見た目で判断するのは危険だと思います」

「なんだよ」ファルナがテッキを睨にらむ。「あたしの目が曇くもってるとでも言いたいのかよ」

「どうでしょうね。ただ少なくとも、ワタクシは実際にガーディアンに助けられたわけではありませんので」

　テッキはファルナを冷たく睨み返した。

「とにかく、ガーディアンが極悪人なのかそうでないのか、それはどうでもいいことです。問題は、このカバンの中身をよく知らない他者に譲ゆずり渡わたしていいかどうか、ということです。ワタクシとしては、断然ノーと言わざるを得ませんね」

「なんでだよ」

　ファルナは食い下がったが、テッキの態度は変わらない。

「これをワタクシが手放した結果として、第二のオーラン虐殺が起こりでもしたらどうするのです。この中身が悪あく竜りゆうの円盤レンズであるのなら、その可能性は十分にあります」

「ガーディアンがまた虐殺をやらかすとでも言うのか！」

「そこまでは言っていません。でも、まかり間ま違ちがって悪意ある誰かにこの円盤が転がり込むことは十分に考えられます。そんなことにまで、ワタクシは責任取れませんよ」

「…………」

　ついに、ファルナは黙り込んでしまった。エルバに視線を投げ、助けを求める。テッキも同様に、エルバの意見を求めて視線で促うながした。

　さて来たぞ、とエルバは心の中で身構えた。

「こういうことは言いたくねえんだが」と前置きしてから、言った。「どっちの意見にも共感できるところがある。なんとも言えない」

　返ってきたのは、テッキとファルナ、両方からの不信の眼まな差ざしだった。

「だから『こういうことは言いたくねえ』って言っただろ」エルバは目をつり上げた。「つまり、ガーディアンが世間で言われているほどの悪人ではない、って意見には俺も賛成だ」

　居酒屋でガーディアンと遭そう遇ぐうした時の最大の違い和わ感は、それだった。ガーディアンという人物は、自分が考えていた人物像とは全く異なっていた。ファルナのピンチを見かね、自分の正体を晒さらすという危険を冒おかしながら救いの手を伸のばしてきたという行いは、「オーラン虐殺の主導者、その責任を逃のがれて死し刑けいを免まぬかれた男」という像からはかけ離はなれたものだった。そのギャップがエルバの心に静かな、しかし大きなインパクトを与あたえ、結果としてクラヴリーをついうっかり見逃してしまったのだ。

「だが一方で、だからといってガーディアンは全面的に信用できるのか、と言われれば、そりゃ別問題ってもんだ。テッキの気持ちもよくわかる」

　このような灰色の意見を述べるのは、エルバとしては不本意だった。黒か白か、ズバッと言う方がエルバの性しように合っている。だが今回ばかりは、どうしても割り切れなかった。

「カバンを渡さないとなると、向こうはどう出てくるだろう」

「平和的対話で目的を達成できなければ、次は腕わん力りよくに訴うつたえてくるでしょう。……強敵ですよ」

　テッキの言葉に、エルバも頭を抱かかえたくなった。

「八眼デイアボリツク争覇パーテイの宿命というやつか。今度はマズいな。いや、バガテルやクルト・キングスリーも強かったが、今回は特にマズい気がする。特にあのチキュウ空手家は何者だ」

「問題山積みなところ、こういうことを言うのは非常に心苦しいんだけど」ルナが言った。「近日中に問題がもう一個発生することになる」

「そうだなあ。おまえの大好きなあいつが出てくるぜ」

　ボルも和して、触しよく手しゆを腕うで組ぐみのように組む。

「あのさ。この間ベルにも言われたけど、それは誤解だって。こっちは迷めい惑わくしているんだ」

　珍めずらしく、ルナは極きわめて不ふ愉ゆ快かいそうな表情を作り、反論した。

「んん？」エルバはルナを見やった。「おまえのそんなツラは初めて見るな」

「そうかもね」ルナは認めた。「つまり……近日中に、もう一人魔ま神じんが現れる」

「なんですって。この状じよう況きようにもう一人？　それは……どういうことなんですか」

　テッキが目を丸くした。

「詳くわしい話は、その時に話す」

　言い捨てて、ルナは顔を歪ゆがめた。どういうことだか謎なぞだが、この件に関しては口を利ききたくないようである。魔神として、契けい約やく者しやに対し最低限の警告をしたということか。

「その時とやらが来たら、頼たのむぜ。情報不足で死ぬハメになったら、目も当てられない」

「ありがとう」ルナは礼を言った。「まあ、その問題ですぐに危険になるわけじゃない」

　その言葉にエルバは眉をひそめ、窓の外の晴天を見上げた。

「おまえが素す直なおに頭を下げるのも珍しい。カミナリでも落ちてくるんじゃねえか」

「ワタクシ、今はカミナリなどという言葉を聞きたくないんですけれどねえ」

　厚紙のはまった大窓を見ながら、テッキは聞こえよがしに言った。

「おおっと」

　エルバは自分の口元を手で覆おおった。







「その時」が来たのは、翌日のことだった。

　エルバ、ルナ、ファルナの三人は日常業務を行っていた。すなわち、脱だつ走そう者しや捜さがしである。こちらからクラヴリーに接せつ触しよくする方法がない以上、情報収集を行ってむこうの潜せん伏ぷく場所を探すよりない。クラヴリーとの会談話を持ってきたペルガメントは何故なぜか姿を消してしまったので、自力でどうにかするしかなかった。

　テッキは博物館で待機している。クラヴリーの狙ねらいがカバンの中身である以上、カバンの守りに一人を貼はり付ける必要がある。今いま頃ごろ、茶でも飲みつつ、博物館から動けないことにイライラしていることだろう。

　ブルティエール二十八区、東番外地との境目あたりを歩いている時。

「あっ」

　不意に一声上げると、ルナはいきなりエルバとファルナの襟えり首くびをつかんで物もの陰かげに引っ込んだ。

「ぐえッ」

　突とつ然ぜん喉のどが詰つまり、エルバは不気味な声を漏もらした。ルナを見返して怒ど鳴なりつけようとしたが、

「シーッ！　あそこにいる」

　ものすごい必死な顔で、ルナは唇くちびるに指を押し当てた。あまりに必死な様子に、エルバは言われるがまま黙だまった。ルナの視線を追って、角の向こうをちらりとのぞく。

「おいコラ！　人にぶつかっておいて謝りもしねえたあ、なめてんのか！」

　四体の悪魔が、一人を囲んでいた。悪魔の虚きよ体たいがでかいので、囲まれているのが何者なのかはよく見えない──が、ちらっと見える限りでは女性っぽい。どうやら、ゴロツキが道行く女性にいちゃもんをつけている状況に遭遇したようだ。

「待ってよ、ルナ」ファルナがルナを見上げる。「アレを見殺しにしろってのか」

「そうだ」ルナは言い切った。「あの四人の命のために、僕らが痛い目を見ることはない」

「おまえらしいな。魔神様は他人の命など知ったこっちゃねえってか──」

　そこまで言って、エルバはルナの言葉のおかしな点に気づいた。

「──四人の命だと？」

　ルナは黙ったまま、あれを見ろと顎あごを動かした。

「ぶつかってきたのはあんた方だろ。だから謝るのはあんた方だ。そうじゃねえか？」

　澄すんだ声で、女性は言い返した。悪魔四体に囲まれて、なんら動どう揺ようしていない。

「生意気抜ぬかすな！」

　召しよう喚かん主しゆがよほど短気なのだろう、ミノタウロスは女性に殴なぐりかかった。巨きよ大だいな拳こぶしは顔面を捉とらえ、華きや奢しやな女性の身体からだは吹ふき飛ばされる──はずだった。

「……なにッ」

　ところが、女性は片手でミノタウロスの拳をがっちりと受け止めていた。

「ちょ……この！　このッ！」

　ミノタウロスは拳を押し、あるいは引き、女性の手を振ふりほどこうとした。しかし女性の指はがっちりと食い込んで離はなれない。

「あははははは」

　澄んだ声で、女性は笑った。美しく、それでいてねじ曲がった気配を感じさせる声だった。

「喧けん嘩かを売った相手が悪かったなあァァ！」

　次の瞬しゆん間かん、ミノタウロスの拳がボッと燃え上がった。

「!?」

　ゴロツキどものみならず、エルバとファルナも息を吞のんだ。

「な……熱ッ！　ぎゃあああ!?」

　ミノタウロスは悲鳴を上げ始めた。

　青い炎ほのお。

　美しく揺ゆらめく青い炎が、ミノタウロスを包んでいた。腕うでを振り、地面に叩たたきつけて炎を消そうとするが、炎はますます燃え広がってミノタウロスの身体を吞み込んでいく。

「どうなってるんだ!?」

　エルバは目を剝むいた。明らかに、ミノタウロスの虚体そのものが燃えていた。そのような現象など見たことも聞いたこともない。虚体を火であぶれば、たしかに火で焼かれているような感覚が逆バツク流ワードとして召喚主に届くだろう。しかし虚体そのものに火がつくはずはなかった。

　そのうち、ミノタウロスは力尽つきてがくりと膝ひざをつき、その場に倒たおれ込んだ。おかげで、エルバ達の視線が女性の姿に届くようになった。

　その女性は、片目を眼帯で覆っていた。




　特異な装しよう束ぞくだった。

　テッキのような豪ごう奢しやなドレスか、とエルバは思ったが、よく見ると違ちがう。直後、「女海かい賊ぞく」という単語がふと浮うかんでくる。つば広の帽ぼう子しを被かぶり、高い襟えりの上着は胸むな元もとが大きく開いていて、下半身にはズボンとブーツを装着している。おおよそ陸上では見られない格好である。腰こしにはサーベルとカタナと短たん剣けん、三本もの剣を提さげている。

「魔ま神じんか──」

　エルバは呟つぶやいた。

　そして、外見を見ただけでおおむね魔神と見抜けるようになってしまったと気づき、少し悲しくなった。魔神ってのは、どうしてどいつもこいつもファッションセンスがおかしいのか。

　他ほかのゴロツキ達は何が起きたのかわからずにしばらくぽかんとしていたが、

「な……なんだこいつ！」

「逃にげるぞ！」

　我に返ると踵きびすを返して逃げ出そうとした。

　しかし、その時既すでに、青い霧きりはその場全体に散布され切っていた。

「あははは。全員死になッ!!」

　魔神の声とともに、三体の悪魔は同時に青い炎に包まれた。

　悪魔の姿のまま逃げだそうとしたのが、アダとなった。炎は瞬時に虚体を吞み込み、三体の悪魔を地面に打ち倒した。悪魔達は地面をのたうち転がり、炎を消す努力を試みた──が、努力は無む駄だに終わった。やがてゴロツキどもは気絶に追い込まれ、悪魔の姿は解放される。解放と同時に炎は消え去り、あとには気絶した四人の男が残された。特に外傷はなく、つい先ほどまで展開されていた地じ獄ごく絵図を示すものは何一つ残されなかった。

「おまえらなんざ、ネアさんの敵じゃねえんだよ」

　魔神は足あし下もとの男を軽く蹴け飛とばし、そしてエルバ達の方に視線を投げた。

「そうだろう？　ルゥゥナルナァァ」

　ルナは黙って立ち去ろうとした。

「待てコラ」エルバはルナをわしづかみにした。「お呼びだぞ」

「会いたくない」

「あいつも魔神だろ。だったら俺に紹しよう介かいする義務があるんじゃないのか、ルゥゥナルナァァ」

「さっそく真似まねしないで！　気持ち悪い！」

　観念した表情を浮かべて、ルナは物陰から進み出た。ぎこちない笑えみを浮かべて、

「やあ、ネア・ネア」

　軽く手を振った。

　すると、魔神──ネアの表情に劇的な変化が起こった。

　夢見るような笑顔を浮かべたのだ。

　エサを持ってきたご主人様に対する猫ねこのように、ネアはルナへと近づいた。肩かた口ぐちからすり寄って、なにやら熱を帯びた瞳ひとみを向ける。

「六年ぶりの再会じゃないか。もう少しいい顔して欲しいねえ」

「僕はこれ以上ないくらいいい顔をしている」
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　と主張するルナの顔は、猛もう烈れつに引きつっていた。ネアを押し戻もどし、二歩退いて、距きよ離りを保つ。

「なんなんだよ。この二人」

「少なくとも、相思相愛の恋こい人びと同士ではないと思う」

　ファルナの至し極ごくもっともな問いに、エルバは推論を述べた。

「前に言ったろ」ルナはエルバに言う。「ミナが現れたら、もう一人の魔神が現れるってさ」

「わかっているじゃないか、ルゥゥナルナァァ」

　ネアは腕組みした──胸元を強調するように。そしてルナに流し目を送る。

「その通り、頼たのみに来た。ミナを潰つぶして欲しいのさ」

「……どういうことなんだ」

　エルバは質問する。

「まず、紹介しよう」ルナは手を伸のばし、ネアを示した。「彼女はネア・ネア、獄ごく炎えんの魔神。彼女の能力は……言うまでもないだろうね」

「たった今見た。ただ、何故なぜ虚体が燃えるのかがわからない」

「彼女の炎は、塵ちりそのものを燃やす力を持つ。悪魔の虚体は塵から成り立っているから、彼女の炎でよく燃える」

　そう聞いて、エルバは思わず一歩退いた。

「大だい丈じよう夫ぶ」ルナが説明する。「僕は紋様クリプト防御ウオールで身を守ることができる。……紋様防御が破られる可能性はあるけれど。まあともかく、ネアは八人の魔神の中で、もっとも攻こう撃げき能力に優すぐれていると言えるだろう」

「だったらなんで他の魔神を打だ倒とうする依い頼らいを俺達に持ってくるんだよ」

「ミナは虚こ空くうの魔神でね。塵の真空を作る能力の前には、獄炎の能力はまったく無力なのさ。薪まきがなければ火はつかない」

　エルバは納なつ得とくしたが、すぐに別の疑問がわいてきた。

「なんでそんな重大な弱点を知っている」

「八眼デイアボリツク争覇パーテイは何度も繰くり返されている。僕達にとっては周知の事実さ。何度も戦っていれば、おのずと相あい性しようも見えてくる。その中でも、ネアにとってミナは天敵なんだよ」

「そういうこと」ネアは軽く首を傾かしげた。「あの小こ娘むすめだけは、ネアさんの能力じゃどうにもならなくてね。というわけで例によって、あんたに頼みにきたのさ」

「倒したところで、あたし達に何のメリットがあるんだよ」ファルナが反論した。「つまり、ミナを倒したら、あんたを止める奴やつが誰もいなくなるって事だろ？」

「もちろん、ただ働きしてくれとは言わないさ。ミナを倒してくれたら、これをくれてやる」

　ネアは懐かい中ちゆうから何かを取り出し、放ほうり投げた。エルバがそれをキャッチする。

　丸められた紙切れの中に、何か硬かたい物が入っている。開けてみると、出てきたのは──

「なんだこりゃ」

　それがなんなのか、にわかには理解しかねた。それは白く、円えん錐すいを湾わん曲きよくさせたような形状をしていた。たとえるならば、オーラン先住民の頭に生えている角のような──

「角のよう、じゃねえ」気づいてエルバはびっくりした。「角そのものじゃねえか」

　角を包んでいた紙を開く。それは脱だつ走そう犯はんの手配書だった。脱走犯のうちの一人、サクマなる人物の似顔絵が描えがかれている。その名、その顔から察するにオーラン先住民であるらしい。

「そいつともう一人、ゾンマーとかいう脱走犯の身み柄がらを押さえている。ミナを倒してくれたら、そいつらをあんたらにくれてやる、ってことさ」

「おまえ、そいつの角を折ったのか！」

　ファルナの叫さけびに、ネアは口元をつり上げた。

「物証がなかったら、信じてもらえないだろ？　もう一人、ゾンマーの方は、鼻のピアス穴が特とく徴ちようでねえ。ついでにそいつの鼻をちぎって持ってこようと思ったんだけど、鼻をなくした奴を軍警察に突つき出したら、本人確かく認にんが難しくなるって気づいたんだ。あはは！　つうわけで、それだけで納得して欲しいね」

「そこは信用している。君にとってミナは、あらゆる手段を弄ろうして抹まつ消しようすべき存在だ」

　警けい戒かい心しん丸出しで、ルナは言った。

「と言ってもね。僕らはミナの召しよう喚かん主しゆがどこにいるのか知ってるわけじゃなし、君の期待に応こたえられるかどうか」

「……クラヴリー・ガーディアンだろ？」

「知ってるのかよ」エルバが言った。

「当たり前だろ。こっちは、ガーディアンの潜せん伏ぷく先も知ってるよ」

「……マジか」

「大マジ。三十八区の廃はい時計塔とうを根城にしてるってさ。針が四時四十五分を指している塔だ」

　エルバとファルナはルナを見た。

「信用していいと思うよ。……確認する必要はあると思うけど」

　視線に込こめられた無言の質問に、ルナは答えた。

「で、どうなんだい？」ネアはルナに語りかけた。「今回はネアさんの言うこと聞いてくれる？　ルゥゥナルナァァ」

「さあね。今回はボルと組んでいるんで、あいつと相談してみるよ」

「そうなのか。じゃあ、ボルにもよろしく～。いい返事を待ってるよ～」

　ネアはルナにウィンクを投げると、上着を翻ひるがえし、妙みような鼻歌を歌いながら立ち去っていった。

「……さあて」

　ネアの姿が見えなくなってから、ルナは言った。

「ミナとネアが出そろった。どっちを先に潰つぶすか、道を選ぶ時が来たようだ」

「それはテッキ達と相談しよう」エルバが言い返す。「まず選ばなければならないのは、手元にあるこの角のかけらを俺はどうすればいいのかということだ」

「……畑に埋うめたら、オーラン人が生えてくるんじゃねえの」

　ファルナはその角をじっと見つめた後、投げやりに答えた。







　自然史博物館の裏手には家庭菜園が広がっている。貧びん乏ぼう生活を強しいられている博物館の面々にとっては、重要な食料供給源であり、冬の一時期を除いて常に野菜が植えられている。

　その菜園に、二人の人間と二人の魔ま神じんの姿があった。

「問題は、ミナが退場するまで、ネアは絶対に居場所や契けい約やく主ぬしを明かさないって事でね」

　氷結の魔神、ルナはじょうろで畑に水をまいていた。

「うまいことネアをミナのもとに引っ張り出してやればいいんだけど、それはネアが一番警戒していることだ。過去の戦いでもそういうことがあったんで、まあうまくいかないだろう」

「そうなのか」

　ルナのすぐそばで、エルバは畑の草むしりに精を出していた。なんで農作業なんてしなきゃならないんだ、という思いはあるものの、菜園での成果が食しよく卓たくに反映されるとあれば、文句を言ってはいられなかった。

「何度も繰くり返し戦っていれば、お互たがいある程度手の内がわかるってか。厄やつ介かいなこったな」

「でも、ワタクシどもとしてはミナにネアを潰してもらうことを狙ねらうべきではないですか？」

　一人、テッキは菜園の隅すみに立ち、エルバとルナの農作業を監かん視ししていた。

「あのよ、テッキ。右手の万力を鎌かまに取っ替かえるとかできねえのか？」

　エルバが何の気なしに言うと、テッキはエルバをギロリと睨にらんだ。

「手に鎌をつけたらカマキリみたいに見えるでしょうが」

「カマキリ婦人か！　お似合いじゃねえか！」

　ぬるり、とボルがテッキの袖そで口ぐちから触しよく手しゆを出した。

　テッキはその触手を握にぎってずるりとボルの全身を引きずりだすと、投げ縄なわの如ごとく頭上でぐるぐると回し始めた。

「この家庭菜園で麦でも育ててみましょうかね？　手て頃ごろな脱穀器がここにありますし」

「ギャオア──！　暴力反対ィィ──ッ！」

　ボルが悲鳴を上げても、テッキは許さなかった。ビターンビターンとボルを地面に何度も叩たたきつけ、しまいには全身を回転させ、ハンマー投げの要領であらぬ方向に放ほうり投げる。

「ああああれぇぇぇ～」

　ボルの悲鳴は急速に遠ざかっていき、博物館を囲む森の中へと消えていった。

「ああ」ルナが手をかざして遠くを見やる。「ボルが星になってしまった」

「まあ、ほっとけば自力で戻もどってくるだろう」

　エルバは冷たく言い捨てた。それからルナを見上げる。

「それはともかく、俺もテッキの意見に賛成だ。俺達ばかりが戦うのは損だろ。そろそろ他ほかの参加者に頑がん張ばって頂きたいもんだが」

　もう一つ、クラヴリーと戦っていいものだろうか、という迷いがエルバを戸と惑まどわせていた。クラヴリーは意外と悪人ではないのかもしれない。だが、八眼デイアボリツク争覇パーテイを戦う敵同士である以上、激げき突とつは不ふ可か避ひの運命である。一度八眼争覇に参加した以上、その運命を回避することはできない。仮にできたとしても、その場合、父の仇かたきを討うつという望みは叶かなえられなくなるだろう──おそらくは、エルバ自身の死という結末によって。悪魔に魂たましいを売るとはそういうことだ。

　ここでエルバの思考は堂どう々どう巡めぐりに陥おちいる。魔王に言われるがままに踊おどらされるのは不ふ愉ゆ快かい極きわまりないが、踊り続けないことには望みは叶わない。今いま更さらあとには戻れない以上、割り切らなければならないのだろうが──

「まあね。でも、ミナの力は僕にとっても相あい性しようが良くないしねえ」

　空っぽになったじょうろを、ルナは軽く放り投げた。それは放物線を描えがいて地面に落ちる──はずが、空中でピタリと止まる。じょうろは赤い霧きりに包まれ、空中に固定されていた。これが、ルナが持つ特別な力、氷結能力である。霧に触ふれた物は何であろうと、その場に固定することができる。

「この力は、大気中に塵ちりがなければ使えない。僕の身体からだを構成する塵を削けずって出せばいいんだけど、それはそれで僕自身が希き薄はくになるという問題があるからね」

　ルナはじょうろを再び拾い上げた。

「おまえの身体が希薄になると、どんなデメリットがあるんだ」

「物理的に及およぼす力が弱くなる。端たん的てきに言うと、物を持ったり相手を殴なぐったりすることができなくなるってことさ」

　ルナは、わざと腕うでだけを希薄にした。腕から赤い塵が飛び散っていくと、やがてじょうろがするりと抜ぬけ落ち、地面に転がった。ルナの手は握られたままであるにもかかわらず。

「ま、ぼくの氷結能力は、敵を直接攻こう撃げきするものじゃないから、能力を封ふうじられても深刻なことにはならない。でも、ネアの能力は極めて重要な攻撃手段だからね」

　赤い塵を再びかき集めて、ルナは右腕を元に戻した。手を結んで開いて、具合を確かく認にんする。

「ミナに対するには、塵を介かいさない能力が有利ってことか」

「そう。たとえば、アギの剛ごう力りきとかね。もう退場したけど」

「そういえば」エルバはテッキを見上げた。「よく考えてみたら、ボルの能力を知らないんだが。どんなんなんだ？」

　問われると、テッキはむすっとして黙だまり込んだ。

「……なんでそんな顔をする」

「それは……その……」

　テッキの反論は、すぐに口ごもって途と切ぎれる。

「テッキは俺の力が気に入らねえんだとよ」

　ちょうどその時、ボルが戻ってきた。蟹かにのように姿勢を低くして、八本の触手を器用に駆く使ししてしゃかしゃかと近寄ってくる。

「……なんか、夢に出てきそうな歩き方だな」

「人を捕つかまえてゴキブリ呼ばわりすんじゃねえ。ま、それはともかく、俺の二つ名は無形の魔ま神じん。形を自由自在に変えるのが得意でね」

　ボルは身体をうねらせると、より蟹っぽい姿へと変へん化げした。もっとも、甲こう羅らの部分にボルの一つ目が鎮ちん座ざしているという不気味な蟹だが。それからボルはエビ、カブトガニ、ウツボ、蛇へびという風に次々姿を変えていった。

「……意外と地味な能力かも」

　エルバが正直な意見を述べると、

「テメエ今なんつった」

　ボルは突とつ然ぜん二匹ひきの蛇に分ぶん裂れつした。エルバの両足から身体へ這はい登る。

「うわっ！」

　エルバは思わず悲鳴を上げた。蛇が特別嫌きらいなわけではないが、蛇に身体を這われて気持ち悪く思わない人間はそうはいない。

「なら聞くが、俺以外にこんな芸当ができる悪魔がいるかあ？」

　鎌かま首くびについた大きな一つ目で左右からエルバを見つめ、ボルは威い嚇かく音おんを出しながら何度も舌をちろちろと出して見せた。

「いない！」エルバは大声で答えた。「いないから、耳元でシャーシャー言うのはやめろ！」

「わかったら結構。ゲハハ！」

　ボルは融ゆう合ごうして普ふ段だんの姿に戻った。

「おや」ルナが言った。「今度はタコに化けたのかい」

「これがいつもの姿だろうが！　まったくよお」

　ブチブチ言いながら、ボルはエルバの頭を蹴けってテッキの肩かたへと飛び移った。

「どうよ、テッキ。おまえの能力逆流スピンオフを見せてやれよ。八眼争覇をともに戦うことを誓ちかった仲間同士だろ？」

　言われて、テッキは観念したように肩を落とした。

「……そうですね。この先何があるかわからないですし……」

　テッキはドレスの袖口から円盤レンズを取り出すと、両目にはめ込み、悪魔を召しよう喚かんした。周囲の塵が輝かがやいて、テッキの姿はマグマガーゴイルへと成り変わった。溶よう岩がん石せきのような皮ひ膚ふに覆おおわれ、皮膚の裂さけ目の下からは赤い輝きが漏もれだしている。

「こいつを見るといつも思うんだが、触さわると熱そうだよな……」

　呟つぶやきながら、エルバはマグマガーゴイルに手を触れてみた。

　感かん触しよくは予想外だった──ぐぬり、と手が皮膚にめり込んだ。

「あら……」

　柔やわらかい、どころではなかった。ほどなくしてマグマガーゴイルの輪りん郭かくは消えてなくなり、その場で山となった。なにやら、等身大の大きさに作ったゼリーが自重に耐たえかね、潰つぶれてしまったかのようだった。一応虚きよ体たいのままではあるようだが。

「たとえるならば」エルバは正直に言った。「ベヘモスの鼻クソとでも言ったらいいのか」

「下品なたとえですね。とはいえ、ワタクシもおおむね同感です」

「うわっ。ベヘモスの鼻クソが口を利きいたぞ」

　虚体ゼリーがうごめいたかと思うと脚あしらしき物が生えてきて、エルバに前蹴りをかました。

「ぎゃッ」

　完全に不意をつかれて、エルバはみぞおちに蹴りをもらってしまった。腹を抱かかえて思わずその場にうずくまる。

「この通り、ワタクシがボルのようになってしまうんですよ。有効に使えるタイミングはいつなのか、いまだに巡めぐり合ったことがありません」

　緑色のゼリーは、テッキの声で言った。

「というか、その中で一体どうなっているんだ、おまえの身体からだは？」

　緑色のゼリーは、たしかに体積こそテッキと同じくらいありそうだったが、この中に隠かくれているとすれば、よほど窮きゆう屈くつな体勢を強しいられているに違ちがいなかった。

「さあ……」ゼリーはぷるぷると身を震ふるわせた。「ワタクシの身体自体も、能力逆流で軟なん化かしているのかもしれません」

「ふうん」

　ためしに、エルバはゼリーの一部を踏ふんづけてみた。

「ニャアァァ──ッ!!」

　途と端たん、猫ねこが尻尾しつぽを踏まれたような悲鳴が上がった。またも脚が生えてきて、エルバのみぞおちを抉えぐる。同じ攻こう撃げきをまた食くらい、エルバはもんどり打って倒たおれた。

「何をするんですか!?」

　ものすごくムキになったテッキの声が響ひびく。

「あー、この状態で攻撃を受けると、中の人間がものすごい痛い思いするのよ。多分、幻肢フアントム逆流ペインが行くんだろうな」

　ボルが説明した。

　幻肢逆流とは、悪魔の虚体のうちでも、召喚主の肉体には存在しない部位で受けた感覚がフィードバックされる現象のことである。これは召喚主に通常の逆バツク流ワードの数倍の激痛をもたらす。

「そうかよ……」

　エルバは納なつ得とくしつつ起きあがった。

「人の身体に、ベヘモスの鼻クソに該がい当とうする器官はないものな。で、元に戻もどれるんだろうな」

「当たり前です」

　ゼリーがむくむくと隆りゆう起きした。人間の姿になった後、虚体を解放する。飛び散る塵ちりの中から、元通りの姿をしたテッキが現れた。

「ふう」疲つかれたのか、テッキはため息をついた。「これまで、ワタクシの能力逆流を発揮する機会がなかった理由、これで理解頂けまして？　相手の攻撃を受け止めようとすると、むしろダメージが倍加されるんですよ」

「紋様クリプト防御ウオールを読まれやすくなるって欠点もあるしな」

　ボルが付け加える。

「わかった」エルバは頷うなずいた。「使い方次し第だいでどうにかなりそうなもんだがな」

「例えば？」

　テッキの問いにエルバは考え込む。

「例えば、──」

　十秒くらい熟じゆく慮りよした後、答えた。

「演劇の脚きやく本ほんの都合上、ベヘモスの鼻クソが必要になった時とか」

　無言でテッキは右手の万力をエルバの喉のど元もとに押しつけた。

「冗じよう談だんだ！　ったく、館長は短気でいけねえな」

「あなたがくだらないことを言うからです」

「あー、そうだ！」エルバはポンと手を打った。「ロープでグルグル巻きにされた時とか手て錠じようをかけられた時とか、その能力があれば簡単に逃にげられるじゃねえか」

　我ながらナイスアイデアじゃないか、とエルバは思ったが、テッキの反応は芳かんばしくなかった。

「ありゃ。既すでに思いついてたか？」

「いえ、そうではありませんけど──」

　何故なぜか、テッキの表情に影かげが差す。

「この能力があったなら、ワタクシも右手を失うことはなかったのか──と思いましたので」

　苦々しい顔で、テッキは右手の万力を見つめていた。

「……六年前の話か？」

　それは前回の八眼デイアボリツク争覇パーテイ、チェビアトの身の上に起きた悲劇にまつわる話だ。

　チェビアトは並み居る敵に次々と勝利を収めていき、あと一人倒せば八眼争覇の勝者になれる、というところまでこぎ着けた。しかし最後の敵は、チェビアトと正面から戦っても敵かなわないことを悟さとり、人ひと質じちをとってチェビアトの力をそぐという手に出た。敵の手に落ちたのは当時十二歳のテッキだった。

「右手が重い石に押しつぶされるような夢を見ていました。目が覚めたら、右手を万力に挟はさまれていたんですよ。この万力にね」

　左手で、テッキは万力を撫なでた。

「マジか」

　驚おどろくエルバに、テッキは頷く。

「ワタクシが閉じこめられていたのは、博物館の離はなれの作業場でした。人を一人捕つかまえておくのにちょうどいい道具だ、と思ったんでしょうよ」

　テッキの顔はみるみる険しくなっていく。

「どれだけ引っ張っても手が外れることはありませんでしたし、どれだけ声を張り上げても誰だれも助けには来てくれませんでした。あの時の絶望感と来たらありませんでしたよ」

「誰も？　博物館のそばだったってのに？」

「ええ。でも、今の作業場ではありませんよ。当時の作業場は少し離れていたし、防音もしっかりしてました。それにあの日は嵐あらしだったし──そして誰も、まさかすぐ近所にワタクシが監かん禁きんされているとは思っていなかったらしいです」

「……それはそれは」

「でも、本当の絶望はそれからでした。仮面の男、チェビアトを殺したあの男が鉈なたを片手に近づいてきて、──」

　その時、博物館の方からサクラの声が飛んできた。

「すいませーん。そっちにファルナちゃんいますー？」

「いねーぜ！」エルバは叫さけび返した。「どうかしたのか？」

「いえ、大した用事じゃないんですけど……どこにもいないなあって思って」

「……誰か見かけた？」

　エルバの問いに、テッキ、ルナ、ボルは一様に首を振ふった。

「まさか、たった一人でガーディアンの隠かくれ家に突とつ貫かんしたんじゃないでしょうね」

　冗談めかしてテッキが言う。エルバも思わず笑った。

「ンな馬ば鹿かな。いくらファルナでも、そんな向こう見ずな真似まねをするわけが──」

　が、笑いは突然止まった。

「いや、向こう見ずはファルナの専売特許だぞ」







　同時刻。

　ファルナ・エレイスンは三十八区の街角を一人で歩いていた。

　百年ほど前、ブルティエールで時計塔とう建設が流行はやったことがある。より高い時計塔を建てた者が人々の尊敬を集められる、という妙みような競争意識のもとに、富ふ裕ゆう層が時計塔を建てまくった時代があったのだ。

　その時期に建てられた時計塔で、今もって動いているものは数少ない。時の流れのうちに時計塔は老ろう朽きゆう化していったが、そのほとんどは取り壊こわされることもなく、放置されている。自然に崩ほう落らくするでもなく、往時の姿を偲しのばせる形状をいまだに保っているものはかなり多い。

　ファルナはある地点に到とう達たつすると足を止め、すぐそばの壁かべの陰かげに隠れた。そっと顔を出し、前方をうかがう。

「……あれだな」

　視線の先、五十メートルほど前方に、時計塔が見えた。針が四時四十五分を指して止まっている時計塔が。

　周囲に視線を投げながら、ファルナは慎しん重ちように歩を進めた。時計塔以外に立ち並ぶのは廃はい屋おくばかり、しかも東番外地とは違ちがって廃屋に潜ひそむ人々もいない。ゴーストタウンという表現が一番似合う。人目を気にして隠れながらじわじわ進むのがアホらしくなってもくるが、それでもファルナは警けい戒かいしながら進んでいった。

　距きよ離りは徐じよ々じよに縮まり、やがて時計塔から通りを挟んだ反対側の廃屋にたどり着く。ドアの無くなった入口から屋内に入り込み、ファルナは改めて時計塔を見上げた。

　白いビスク煉れん瓦がが積み重ねられているその塔は、周囲の他のものに比べて、まだしも堅けん牢ろうさを保っているようだった。あたりには嵐がやってきただけで崩落するのではないかと思われる塔もあるのだが、目の前の塔は風化がそれほど進んでいないように見える。地上には塔の内部に入る閉とざされた扉とびらがあり、最近何度か開け閉めされているようだ。

　その扉に近づこうとして、ファルナは屋内から一歩踏ふみ出す。

「……おい、そこの！」

　突然の声に、ファルナはびくりと身を震ふるわせた。時計塔に気を取られて、周囲に気を配るのをつい忘れていた。恐おそる恐る、ファルナは声が来た方向に振り返る。

「おまえ、ここでなにをやってるんだ？」

　二人組の男だった。その辺をうろつくならず者、というところか。

「散歩だよ」ファルナは言い返した。「あんたらこそ、こんな所で何やってんの」

「さっさとこの場から立ち去れ！　さもなくば、痛い目に遭あってもらう！」

　聞く耳持たず、ならず者二人はさっと広がり、拳こぶしを握にぎって構えを取った。

「なんなんだよ、一体！」

　思わぬ事態だった。状じよう況きようは一対二、この場をどうやって切り抜ぬけるべきか──

「……痛い目に遭うのはおめえらだ」

　突然、ならず者の背後に一人の大男がぬっと姿を現した。

　ならず者の一人が、声の来た方向を振り向く。直後、その顔面に拳が突つき刺ささった。

「がはッ!?」

　不意の一いち撃げきに、男の意識は飛んだ。がくりと膝ひざを折ってその場に倒たおれる。

「貴様！」

　連れのならず者が、すぐさま大男に襲おそいかかった。

　しかし大男の方はすでに構えを取っていた──両りよう腕うでを斜ななめ下方に伸のばす、独特な構えを。

「……なにィッ!?」

　パンチは大男のみぞおちに吸い込まれるはずだった。が、次の瞬しゆん間かん、ならず者の世界は上下反転していた。

　大男の手が触ふれた瞬間、ならず者は自分の勢いのままに吹ふき飛ばされていた。放物線を描えがいてビスク煉瓦の壁に激突、「フゲ」と間の抜けた悲鳴を漏もらす。無様な着地をしながらもどうにか立ち上がり、顔面を押さえながら反撃に転じようとするが──

「お昼ひる寝ねの時間だぜ」

　大男は間合いを詰つめ、無防備なならず者の胴どう体たいめがけて蹴けりを放った。腹に鈍にぶい衝しよう撃げきが突き刺さり、ならず者はがっくりと崩くずれ落ちた。

　数秒間の出来事に、ファルナはぽかんと口を開けるばかりだった。

　大男はファルナに視線を投げると、

「久しぶりだな、お嬢じようちゃん」軽く手を挙げて挨あい拶さつした。

「リデル・ハンターチャンス！」

「シィーッ」リデルは唇くちびるに指を当てた。「こいつらの連れがまだいるかもしれねえ」

　そう言って、リデルはならず者の足をつかんだ。ずりずりと引きずってならず者二人を廃屋へと放ほうり込む。

　リデルを追って、ファルナも廃屋に入る。リデルは腰こしにぶら下げたロープを使って、ならず者を縛しばり上げようとしていた。

「しばらくここでいい夢でも見ていてもらおうか。運が良ければ、目が覚めた頃ころに誰かが助けてくれるだろうさ」

　気絶している二人に話しかけつつ、指先を器用に操あやつって、きっちりと縛り上げていく。

「……何者なんだ？」

　ファルナがぽつりと言うと、

「多分軍警察の手先だぜ。正確には軍警察の手先の手先か、手先の手先の手先かだろうが」

　手を休めないままリデルは答えた。

「どうやら、俺達の潜せん伏ぷく情報が軍警察にいっちまったみてえだな。おまえもそのクチか？」

「いや……違うと思う、けど」

　曖あい昧まいに誤ご魔ま化かそうとしてから、こいつも魔神のことを知っているんだ、と気づいて言い直す。

「ネアって魔神から情報をもらったんだ」

「ネア？　ミナが言ってた奴やつか。そいつが警察に情報を売ったのか、それとも逆か……っと」

　短時間の内に、リデルは二人をまとめて縛り上げてしまっていた。よほど二に人にん三さん脚きやくの息があっていないと動けそうにない、という頑がん丈じような縛り方だ。ご丁てい寧ねいにさるぐつわまではめている。

「さあて、お嬢ちゃんは何しに来たんだ？　お嬢ちゃんも俺達をとっ捕つかまえに来たのか」

「そうじゃねえ」

　とファルナは答えたが、それ以降の言葉に詰まってしまった。というのも、ファルナ自身も一体何をしにここに来たのか、わからなかったからである。

「……ガーディアンに会いに来た」

　しばらく考えた後、無難な答えを口にした。

「連れはいるのか？」

「いない。一人で来た」

「はあん。大した度胸だな……」

　ファルナの行動は、おおよそ理性的なものとは言い難がたい。なんらかの裏があるのではないかと勘かんぐるのは、当然の話だ。しかしリデルはファルナの姿を頭のてっぺんからつま先まで眺ながめると、

「まあ、いいだろ。俺は基本的に、人間の良心というやつを信じているんだ。ついてきな」

　二人の男を放置したまま廃はい屋おくを出た。ファルナがついてくるのを確かく認にんしつつ、時計塔とうに入っていく。

　時計塔の中には、リデル以外誰だれもいなかった。人が住んでいるならばそれなりの生活感があるものだが、そんな気配は全くなかった。

「どうなってんの」

　ファルナの質問は、煉れん瓦がの壁に吸い込まれていった。

　リデルは部屋の隅すみの方にしゃがみこんでなにやらガサゴソやっていた。ファルナが背中からのぞき込むと、不意にカポッという音がした。

「俺達が隠かくれているのは、この先よ」

　リデルの足あし下もとには丸い穴が開いていた。はしごがかかったその穴は、どこまでも遠く深くまで続いているように見えた。




「……客人を連れてくるとは珍めずらしいな」

　それが、ファルナの姿を見たクラヴリーの第一声だった。

　煉瓦塀べいに囲まれた一室に、クラヴリーは腰を落ち着けていた。その傍かたわらには、ミナが無言のまま、肩かたに寄りかかっている。ファルナの登場に、ミナはわずかに顔を傾かたむけたが、すぐに興味を失ったのか、眠ねむりでもするかのようにうつむいた。

「なんなんだよ、あの地下通路は。無茶苦茶長いじゃねえか」

　長ちよう距きよ離りをさんざん歩かされた怒いかりを、ファルナはクラヴリーにぶつけてみた。するとクラヴリーは「私も同感だ」と笑いつつ謝った。

「ブルティエールの地下迷めい宮きゆうの噂うわさは知っているだろ？　あれは少なくとも部分的には噓うそじゃない。子供の頃に面おも白しろ半分で地下迷宮の捜そう索さくを行ったもんだが、この年になってその時の経験が生かされたというわけだ」

　ブルティエールの地下迷宮の噂は、西部出身のファルナでも知っていた。

　首都ブルティエールの地下深くに、巨きよ大だいな地下迷宮が広がっている──そんな噂は、特に根こん拠きよもなく、ブルティエールの人間の間でまことしやかにささやかれ続けていた。誰もが知る都市伝説というやつで、ファルナもこちらに来て間もなく聞かされた。

「噂、本当だったんだ」

「本当と言っていいのかどうか、わからんがね。時計塔を建築した人間が局所的に作ってみただけの代しろ物ものかもしれないし」

「……で、ここはどこなんだ？」

　ファルナは尋たずねた。通路をさんざん歩かされたので、方向感覚などかなり前に失っていた。

「別のどこか、とだけ言っておこう。詳くわしい説明をするかどうかは、君がここにやってきた目的による。……一体何の用事かな」

　クラヴリーは逆に聞き返した。

「それは……」

　地下通路を歩いている間、考える時間はたっぷりあったはずなのだが、結局のところファルナは答えを見いだせずにいた。これ以上考えても無む駄だだ、と割り切り、ファルナは思いのままに言葉を紡つむいでみた。

「わかんないんだよ。その……なんと言ったらいいのか」

「……わからない？　ふうむ」

　バカにするでもなく、クラヴリーはともに考え込んだ。

「君は私に会いに来たんだろ？　私に会って、何をするつもりだったんだ。首を取るとか？」

「そんなことはしねえよ。てえか、そんなことするつもりだったらたった一人で来るもんか」

「道理だ。では、他ほかに何がある」

「つまり……あたしには、あんたという人間がよくわからないんだ」

　しどろもどろに、ファルナは言葉を並べていった。

「以前は、あんたのことを極ごく悪あく人にんだと思ってた。オーラン虐ぎやく殺さつ事件を起こしておきながら、死し刑けいになることもなくデスドレッド島に逃にげた卑ひ劣れつ漢かんだと」

「まあ、一いつ般ぱん的な評価だな。あの時は私もてっきり死刑になるものだと信じていたし」

「でしたねえ」リデルが和する。「あん時は俺達も覚かく悟ごを決めてたもんですが。誰なんですか、死刑判決をねじ曲げた奴は」

「確実なことは言えない。だが、一番可能性が高い奴を一人挙げろと言われたら、おそらくバルヒーヨだ」

「バルヒーヨ？」

「バルミダの英えい雄ゆうと言った方が通りがいいかな」

　そう言われて、ファルナも納なつ得とくした。

　サイクス・バルヒーヨ。ブルティエール州選出の議員であり、かつ「バルミダの英雄」と呼ばれる男。

　バルミダとは西部州の一つであるが、ここは西部内乱（もしくは独立戦争）の決戦の地として有名となった。東部軍と西部軍の主力が激げき突とつし、戦争の趨すう勢せいを決めた戦場だ。

　当時、戦せん況きようは一進一退の攻こう防ぼうを続けていたが、徐じよ々じよに西部軍が押しつつあった。このまま西部が悲願の独立を果たすかと誰もが思いかけていた頃、進しん撃げきする西部軍主力がバルミダの地において敗北を喫きつする事件が起きた。これをきっかけに東部軍は勢いを取り戻もどし、そのまま西部軍を鎮ちん圧あつした。

　そのバルミダの戦いにおいて劇的な活かつ躍やくをし、一躍「バルミダの英雄」という名を手に入れたのが、サイクス・バルヒーヨ、当時弱じやつ冠かん二十五歳の指揮官だった。彼はブルティエールへの凱がい旋せん後、軍を辞やめて政界に転身、与よ党とう議員として活動している。その経歴、政治家としての手しゆ腕わん、誰だれからも好かれる精せい悍かんな顔立ち、そのすべてが評価されており、人気は極きわめて高い。将来総そう督とくに就任するであろうことは確実とまで言われている。

「彼とは士官学校時代からの友人でね」クラヴリーは言う。「虐殺事件が発覚した当時、あいつは私をかばうような声明を発表しようとしたらしい。結局、周囲が止やめさせたらしいがね。代わりに、裏から手を回して私の死刑判決を取り下げさせたのかもしれない」

「……そうなんだ」

「ま、当人から話を聞いたわけじゃない。とはいえ、あの当時私の肩かたを持ってくれた人間となると、あいつくらいしか思いつかない。十年後の君がそんなイメージを持っているくらいだ、当時私がどれだけ叩たたかれたかはおおよそ想像できるだろう」

「そうなんだけど──実際にあんた達に接せつ触しよくしてみると、なんだかおかしくなったんだよ。イメージと全く違ちがうというか、その……少なくとも、あんた達は正体がばれる危険を冒おかして、あたしを助けてくれた」

「気まぐれだ。別に感謝してくれなくても構わない」

「疑問がわいてきたんだ。なんでイメージと実際とでこんなに嚙かみ合わないんだろう、って。で、よく考えてみて、気づいたことがある。あんたが極悪人だってイメージは、虐殺の話とか裁判の話とかを人から聞かされてできあがったもんだ、って。だから……」

「だから？」

「だから、あんたの意見が聞きたいんだ。あんたは、虐殺の話をどう思っているんだ？　そして、八眼デイアボリツク争覇パーテイにどんな望みをかけているのか」

　ファルナが言い終えると、クラヴリーは黙だまって考え込み始めた。

「その……」ファルナが付け加える。「裁判には検察側と弁護側が必要だろ。検察側の主張は今までたくさん聞いてきたけど、弁護側の主張は今まで聞いたことがない、って思って。でも博物館の方じゃ、あんたに悪あく竜りゆうの円盤レンズを預けていいのかって話になってる」

　突然クラヴリーが妙みような表情をした。「悪竜の円盤」という単語を口にしたからだ、と気づいてファルナは手で口を押さえたが、もう遅おそい。

「そうか。向こうも気づいていたんだな。……まあいいさ。だったら、君の問いに答えよう」

　クラヴリーはそう前置きして、語り始めた。

「あの時リの一族の居住区に赴おもむいたのは、西軍のゲリラ部隊を殲せん滅めつするという任務のためだった。当時、デュバリエ隊と呼ばれるゲリラ隊の神しん出しゆつ鬼き没ぼつの活躍がちょっとした頭痛の種になっていてね。それを潰つぶすため、私の隊が派は遣けんされることになった。情報によると、ゲリラ部隊はリの一族の居住区の近辺に本ほん拠きよを置いているらしかった。だから我々は居住区に入り、そこを根拠地として任務に当たろうとした。デュバリエの捜索で頭が一いつ杯ぱいになっていたから、突然出しゆつ来たいしたあの事態には心底驚おどろかされた。青天の霹へき靂れき以外の何ものでもなかった」

「しろがねの悪竜、か」

「あの日の晩、突とつ如じよとしてしろがねの悪竜は姿を現した。あの悪あく魔まがどこから出てきたのか、今でもわからない。私にできたのは、隊の指揮官として、部下達に命令し、先住民達を守るよう命令を出すことだけだった。だが、悪竜はあまりに強すぎた。奴やつの前には、我々など紙切れも同然だった。結果、裁判では『デュバリエ隊は居留地内に潜ひそんでいた。ガーディアン少しよう佐さはゲリラ殲滅という任務を遂すい行こうするため、居留地内の人間を根こそぎ殺した』というストーリーになった。軍命を実行するために凶きよう行こうに走った、ということで罪を減じられたのさ。だが、虐ぎやく殺さつの罪に関しては、断固として冤えん罪ざいを主張する」

「でも、現に誰かがあの竜を喚よんだ」

　ファルナが言うと、クラヴリーは唇くちびるを嚙んだ。

「あの地に悪竜の円盤を呼び込み、破は壊かいの限りを尽つくす。それをもくろんだのは誰だったのか。その目的は？　その答えは今もってわからない。だが、すぐに気づいたことがある──悪竜の円盤が誰か悪意ある人物のもとに転がり込めば、虐殺が再び繰くり返される、と」

「……だから、チェビアト・ナイトロンドに悪竜の円盤を託たくしたってわけ？」

「そうだ。真っ先に思いついたのは、軍の上層部がこれを知ったらえらいことになる、ということだ。当時の戦況は拮きつ抗こうしていたし、使えるものは猫ねこでも使えという勢いで第二の虐殺事件を起こしかねない。東部軍の関係者以外で、信しん頼らいできそうな人物が必要だった。で、その時居合わせたのがチェビアト・ナイトロンドという人物だったというわけだ。チェビアトを信頼できると感じたのは、全くのカンだった。あの混乱状じよう況きようでは他に選せん択たく肢しがなかったとも言えるが、あの男には──なんというか──人を信じさせるオーラのようなものがあった」

「ま、おじさんは、立派な人だったけどね」

「そうだな。結果として、判断は正しかったようだ。その後私は島に送られ、十年を無む為いに過ごすことになった。だが、こうして本土に戻ってきてみれば、チェビアトは自分の死後も円盤を守り続けていてくれたのだからな」

「でもその時、悪竜の円盤を持って、一人で逃げちまえばよかったんじゃねえの」

　ファルナが指し摘てきすると、チェビアトは自じ嘲ちよう気味に頰ほおを歪ゆがめた。

「それは無理な相談だ」

「中隊長としての責任？」

「それもある。デュバリエ隊はその後も活動していたしな。しかし、それだけじゃない」

　クラヴリーは中空に視線をさまよわせた。

「私には婚こん約やく者しやがいた。エリス・エチェバリア、私の部下だった。いわゆる職場恋れん愛あいだな。西部内乱の時、私と彼女はともにデュバリエ隊殲滅任務に赴き、そして運命の日を迎むかえた。しろがねの悪竜の襲しゆう撃げき後、彼女は一命を取り留めた──が、意識不明の重体となっていた」

「…………」

　ファルナは黙り込んでしまった。

「私はエリスに付き添そいブルティエールに戻った。軍事裁判にかけられるとわかっていたから、悩なやみもしたが──結局、私は急いで簡単な結婚式を挙げた。帰ったら結婚しよう、という約束を果たすために。だが、エリスは意識を取り戻すことなく逝いった。十年間眠ねむり続けた末に」

　その口調は淡たん々たんとしたものだった。同情を買おうとするでもなく、事務的に語る。

「一つ、質問」ファルナは手を挙げた。「あんた、前回の八眼争覇に参加してないのか？」

「していない。十年間、私は島から出なかった。前回の八眼争覇の直前に、ブラナに魔神の瞳ひとみを返へん還かんしている」

「なんでだよ。奥さんを蘇よみがえらせる、という望みをかけて参加すれば──」

「もし望みを叶かなえたとして、どうなる」クラヴリーは穏おだやかに言った。「私はオーラン虐ぎやく殺さつの首しゆ謀ぼう者しやということになってしまった。この地上に、私とエリスが平へい穏おん無事に暮らせる場所はない。今もこうして官憲の目から隠かくれていなきゃならないんだ。エリスが蘇ったとしても、幸せになれるとは思えなかった」

　ファルナは反論できなかった。

「それに当時、あまりにも絶望していたということもある」

　自らの若気の至りを恥はじるように、クラヴリーは笑った。

「虐殺事件、軍事裁判、島流しと続いて、私はこの世のすべてに絶望していた。悪魔の誘ゆう惑わくすら耳に届かないくらいに、だ」

「でも、あんたはこうして今、八眼デイアボリツク争覇パーテイに参加している」

「そう。前回の八眼争覇の後、ブラナが再び魔王の瞳を持ってきた。そして、私はそれを受け取った。その時どうして受け取ったのか、当時は自分でもわからなかった。エリスを蘇らせたいという望みをかけて戦うべきではなかったのか、という思いもあったんだろう。エリスの訃ふ報ほうをもらった時は、嘆なげいたものさ──何故なぜ私はこのような罰ばつを受けなければならないのか、このような罰に値あたいする罪とはなんなんだ、と。そしてその時初めて気づいた。あらゆる人間が私を罪人だと責め立てたが、私が受けた罰に値する罪を正しく指摘した者は誰だれ一人としていない、とね。十年間私の中でくすぶり続けていたものが、はじめて形を成したような気がした」

　言葉を切り、少し間をおいてから、クラヴリーは言い放った。

「十年前、私が犯おかした本当の罪は何だったのか？　この疑問に対する答えを探すため、私は魔神と契けい約やくし、こうして本土に舞まい戻もどってきた。……これで答えになるかな」

「十分、だと思う」

　ファルナは短く答えた。

　クラヴリーの話は、ファルナの想像を絶するものだった。クラヴリーの背にのしかかっている運命の暗さと重さに、自分の心まで押しつぶされそうな感覚を覚えていた。

「あたしは……あんたのこと、少なくとも、信用できない奴じゃない、と思う。でも……」

　少しためらってから、ファルナは言った。

「テッキ達はそう思ってないみたいだ。多分、円盤レンズを渡わたそうとはしないだろうよ」

「再び虐殺を起こそう、と企たくらんでいるわけではないんだが」クラヴリーは小さく笑った。「ま、ある意味賢けん明めいな判断ではあるな。それに私も、話を信じてもらえないのには慣れている」

「しかし、だったらどうします。話が通じないんなら、力ずくってことになりますぜ」

　リデルの指摘に、クラヴリーは勢いよく立ち上がった。

「こちらから呼びかけて、彼らに円盤を持ってきてもらおうか」

「呼びかけるって、どうやって」

「簡単さ」クラヴリーは笑った。「交こう換かん条件にしうる物件が、こっちにもあるじゃないか」

　微び妙みようにぼやかした言い方に、ファルナは戸と惑まどった。右を見、左を見るが、狭せまい煉れん瓦がの部屋には何にもない。どこか別の場所に秘密兵器でも隠しているのか──とまで思考を進めた時、ファルナは気づいた。気づいてしまった。

「……ひょっとして、その物件ってのは」

「その通り」クラヴリーはファルナを指さした。「悪いが、君の身み柄がらを使わせてもらう。なに、心配はいらない。人ひと質じちだからと言って縄なわで縛しばり上げたりはしない。来らい賓ひん待たい遇ぐうとして扱あつかわせてもらう。なにか食べたいものはあるかい？」
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「安心して」とミナは言った。「大事な人質には傷一つつけない。お姫ひめ様さま扱いで遇するので心配は要いらない、とクラヴリーは言っていた」

「心配要らない、とは気楽に言ってくれるもんだな」

　エルバは今にも嚙かみつきそうな顔で言い返した。

　博物館に突とつ如じよとして現れたミナは、前置きもせずにいきなり宣言した──ファルナ・エレイスンの身柄を押さえている、と。

「あの子にも困ったものですね……一人で敵の隠れ家に向かって、逆に捕つかまえられるとは」

　渋しぶい表情で、テッキも呟つぶやく。

「クラヴリーの目的は、あの子の命じゃない」

　おおよそ感情というものを感じさせない声で語るミナだが、クラヴリーを少しでもけなすような言葉に対しては、少々ムキになる。見た目と相まって、ご主人様に心しん酔すいしている使用人のように見える。

「あの人が欲しいのは、チェビアト・ナイトロンドへの預け物」

「そんなものは持っていない、と言ったら？」

　ミナは首を左右に振ふった。

「あなた達は必ず物を持っている、とクラヴリーは言っていた」

　エルバはミナとじっとにらみ合った。しかしやがてあきらめたように息を吐はき出すと、

「もはや、とぼけている場合じゃ無さそうだな」

　テッキに言った。

「そう……なんでしょうね」テッキも認める。「悪あく竜りゆうと等価交換されるとは、ファルナも偉えらくなったものですね」

「交換したくないのなら、別な方法を採ってもいい、とクラヴリーは言っていた」

「と言うと」

「私達側とあなた達側、八眼争覇に則のつとった勝負を行い、勝利を収めた側が人質とカバンとを総取りする」

　その提言に、エルバ、テッキ、そしてサクラはお互たがい視線を交かわした。

「もちろん、この場での返答は要らない」ミナは続けた。「今夜十時、二十八区と三十八区の境目の廃はい墟きよに、カバンを持ってきて欲しい。廃墟の時計塔とうの針が十時になっているから、すぐにわかるはず」

「あれ」サクラが口を挟はさんだ。「四時四十五分の塔に潜ひそんでいるんじゃなかったんですか」

「私達は別の所に隠かくれている」

「そりゃそうだろうな。ファルナがばらしちまってるし」

　エルバはファルナを責めるような口調で言ったが、ミナは首を振って否定した。

「ばれているのは、あの子が来る以前からわかっていた。あの子のせいじゃない」

　それだけ呟いて、ミナは身体からだを翻ひるがえし、沈しずみ行く太陽に向かって歩き去ろうとした。が、不意に足を止めて首だけで振り向くと、

「あ。あの子の着き替がえを持ってこいと言われてた。……出してもらえる？」

　無表情に頼たのんだ。

「あ……わかりました」

　予想外な主張にサクラは一いつ瞬しゆん呆あつ気けにとられたが、すぐに気を取り直すと、テッキと一いつ緒しよに博物館の奥に戻っていった。

　サクラ達が去ってから、エルバはきっとミナをにらみつけた。ミナから敵意は全く感じられないが、その雰ふん囲い気きを信じて警けい戒かいを解くほどエルバは楽天家ではなかった。

「そこまでして、おまえ達はアレが欲しいのか」

「別に私は欲しくない」

　ミナはしれっと答えた。

「ンなことは聞いてねえ。あいつは何がしたいんだ。何が望みなんだ？」

　エルバの問いに、ミナは黙だまり込んでしまった。

　無視かよ、とエルバは内心で毒づいたが──

「罪」

　唐とう突とつに、ミナは言った。

「十年前に犯おかした本当の罪は何だったのか。それを探す、とクラヴリーは言っていた」







「やっとお目覚めかい？　ペルガメントさんよ」

　聞き覚えのある声にギクリ、と心臓が跳はね上がり、ペルガメントの意識は一気に覚かく醒せいする。

「な……なんだここは!?」

　ペルガメントは周囲を見み渡わたし、驚おどろいた。ほとんど真っ暗で何も見えない。見えるのはランタンの明かりと、そのランタンのすぐそばに立っている大男だった。

「どこだろうがあんたの知ったこっちゃねえ」

　大男──リデルは、地鳴りのような声で言った。狭せまい空間なのだろう、リデルの声は周囲の壁かべによく反はん響きようした。

「だが、敢あえて言うなら、地じ獄ごくに一番近い場所かねえ」

　地下か、とペルガメントは何の根こん拠きよもなく思った。すぐにブルティエールの地下迷めい宮きゆう伝説が脳のう裏りをよぎる。

「どうなっているんだ!?　私は、晩飯の買い出しをしに出かけて、それで──」

　リデルはその問いに答えることはなく、

「ハンターチャンスさんのちょっといいはなしー」

　パチパチパチ、と拍はく手しゆし、歯をむき出しにして笑った。

「なんのつもりだ」

「まあちょっと聞いてくれや。一ひと頃ころ、俺は『五分の三』というあだ名で呼ばれていたことがある。なんでかわかるか」

「……半人前よりはちょっとマシだが、一人前にはほど遠いから？」

「いい答えだ」リデルはまた拍手した。「あんた、なかなか頭いいじゃねえか。俺は数学が苦手でね。二分の一と五分の三とどっちが大きい数字なのか、いまだによくわかんねえんだよ。……でも、いい答えだが、はずれだ」

　リデルが一体何を言い出すのか見当もつかず、ペルガメントは黙り込むしかなかった。

「昔、ある宝石店を襲おそおうとしたことがあるのよ、この俺。俺はその宝石店を下見して、警備上の弱点をついた作戦を立てた。だがその作戦を実行するには、一人じゃ無理だ。多分四人分くらいの人手がいる。ってことで、俺は三人の人間を引き込んだわけよ。マーレボルジュの末まつ端たん組織の人間だ。俺が作戦を話してやると、そいつらは話に乗ってきた」

「さぞかし、素す晴ばらしいアイデアだったんだろうね」

　妙みようなことを言って刺し激げきすべきではない、とペルガメントはお世辞を口にする。

「取り分は全報ほう酬しゆうを五等分して、俺が五分の二をいただき、連中に五分の三をやる。俺が二人分取るってわけだ。俺がアイデアを出したんだし、それくらいは取っても悪くないだろう」

　リデルは同意を求め、ペルガメントは何度も頷うなずいた。

「俺達は作戦を実行して、見事に成功を収めた。ところが一つ問題が起きた。宝石店から逃にげた後、俺達は別の場所で落ち合う予定だったんだが、いつまでたっても向こうの三人が姿を現さない。奪うばった宝石は奴やつらが持ってるってのに。つまり、あいつらは俺の知能を利用するだけ利用して、利益を丸ごと持っていっちまったんだ」

「それはさぞかし悔くやしかっただろうに」

「いいや、今では奴らに恨うらみなんて持っちゃいねえぜ」

　負け惜おしみでもなく、満足そうな表情でリデルは話を続けた。

「連中の隠れ家はすぐにわかった。そこで俺は一人を捕まえて、『ちょっとした処置』をしてやった後、『おまえらの取り分は五分の三だ』って張り紙をつけて、奴らの隠れ家の前に放ほうり出してやったんだ。そうしたら連中、怯おびえ上がって報酬を全額返上してくれたのさ」

「念のために聞くけど、『ちょっとした処置』とはなんのことだろう」

「その野や郎ろうを五分の三にしてやった」

「…………」

　ペルガメントはその言葉の意味を熟じゆく慮りよした後、質問した。

「人間を五分の三にするとはどういう意味かな。図が想像つかないんだがね」

「おいおい」リデルは豪ごう快かいに笑った。「想像力を枠わくにはめちゃいけねえな。どんな物体だって、分割することはできる。人間に切れ目やミシン目がないからと言って、二つに裂さけねえと考えるのは早計じゃねえか？」

「あは、あはははは」

　ペルガメントは笑った。もはや愛想あいそ笑いを浮うかべるより他ほかに何もできなかった。

「話はこれで終わりだ。で、この話の教訓は、だな──」

　リデルは邪じや悪あくな笑えみを浮かべた。

「いいか、俺はな、人間の良心というやつを信じているんだ。だからこそ、人の信しん頼らいを裏切る奴は許せねえ。わかるよな」

　同意を求められたが、ペルガメントは混乱し、おびえきっていたため何も答えられなかった。

「そこで、だ。……おまえ、俺達の隠かくれ家を軍警察にばらしたよな？」

　びくり、とペルガメントは身を震ふるわせた。そして全力で首を横に振ふる。

「違ちがう！　そんなことはしていない！」

「噓うそをつくのも良くねえなあ。あのな、もうわかってるんだぜ？　三十八区の廃はい時計塔とう、針が四時四十五分を指している塔に俺達が隠れている、って軍警察に言ったってのは。ついさっきも見張り役どもがうろついてたぜ。警官の変装か、その辺の雇やとわれ者かは知らねえが」

「とすれば、誰だれか別の人間が探さぐり出したことだ！　私は何も言ってない！」

「ンなわけがねえんだよ。なぜなら、俺達はあそこに隠れてたわけじゃねえんだから」

　ペルガメントは目を見開いた。

「俺達は別の場所に隠れている。で、いろんな入口から地下を通って隠れ家に出入りしてたわけよ。もしも誰かにつけられていたとしても、簡単にはばれないように。で、おまえに報酬を渡わたした日は、四時四十五分の塔を出入口にしていたんだ。……さ、なんか言い訳はあるか」

「知らないものは知らない！　頼むよ、助けてくれ！　金ならある、いくら欲しいんだ」

「金はあるだろうなあ。俺達の居場所を軍警察に売ったんだから。醜みにくいねえ」

　グ、とペルガメントは言葉に詰つまった。

「オーラン先住民の言い伝えだと、噓つきは死後、冥めい府ふの王に舌を抜ぬかれるらしいぜ。ちょっと一手間、省いてやろうかね。あるいは、おまえも五分の三にしてやるか。どっちがいい？」

「どっちがいい、ってふざけるな！……オーランの虐ぎやく殺さつ者しやの、東部軍の汚お物ぶつの手先め！　貴様もどれだけ罪のない人間を殺したんだ!?　冗じよう談だんじゃないぞ、この……！」

　ペルガメントは罵ののしった。がなりたてるのは彼の美学に反するが、美学にこだわっている場合ではない。彼らしからぬ憤ふん怒ぬの形相を浮かべながら、さりげなく二歩三歩とあとじさり──

　不意に背中が何かにぶつかった。こんな所に壁があったか？　と振り返ってみると、

「こんばんは。東部軍の汚物です」

　クラヴリーがそこにいた。

「ヒッ──」

　息を吞のんだ瞬しゆん間かんには、ペルガメントは壁に押しつけられていた。

「東部軍の汚物呼ばわりは、まあいいだろう。個人的に思い当たるところが多々ある」

　クラヴリーは非常に冷静な声で言った。

　ペルガメントに言い返す余よ裕ゆうはなかった。クラヴリーの腕わん力りよくは強力で、どれだけ身をよじっても抜け出すことはできない。

「だが、虐殺者呼ばわりだけは許せない。私を虐殺者呼ばわりするということは、私がエリスを殺したと言っているようなものだ。私の人生に光を与あたえてくれるはずだった女性を」

　す、とクラヴリーの目が細くなる。

「十年前の女をいまだに忘れられないとは女め々めしい奴、という考え方もあるだろう。私も時々そう思う。だが世の中には、理性で抑おさえられないこともある……！」

　ペルガメントを壁に押さえつけたまま、一発、二発、三発。

　クラヴリーは、渾こん身しんのストレートをペルガメントの顔面に三連発で叩たたき込んだ。

「あーあー」リデルが肩かたをすくめる。「ハンターチャンスさんのちょっといいはなしー。大将の鉄てつ拳けん制裁は軍では有名で──」

「無む駄だだ」

　クラヴリーはリデルの声に割り込んだ。

「死人に耳無しってな」

　それだけ言うと、くるりと身を翻ひるがえし、地下の闇やみの中に消えていった。

「そんな言い回しは初耳ですぜ……」

　とリデルは言い返したが、ペルガメントの様子を見てすぐに気づいた。

「……あ。頭ず蓋がい骨こつが砕くだけてる」

　数秒後、ペルガメントの身体からだは真下に力無く崩くずれ落ちた。







「時間がねえ」

　ミナが去った後、エルバ達は緊きん急きゆう作戦会議を持った。参加者は博物館職員全員だ──が、ただ一人ファルナの姿だけがない。

　既すでに日は落ち、ブルティエールを闇が包み込もうとしていた。指定の時間まではあと四時間もない。おのずと、会議出席者の表情は暗くならざるを得ない。

「意思統一だけはしておきましょう。ワタクシ達は時計塔に出向いて、何をするのか」

「ファルナを取り返す。それ以外にあるか」

　エルバは喧けん嘩か腰ごしで言い返した。

「強敵ですよ」サクラが指し摘てきする。「ガーディアンさんはもちろんのこと、チキュウ空手の使い手の人も待ちかまえているはずです」

「だからって逃げるわけにはいかねえだろうが。どうせ戦わなきゃならねえ相手なんだ、今晩決着をつけてやる。俺もあいつも八眼デイアボリツク争覇パーテイの参加者なんだ、こうなる運命なんだろうぜ」

　エルバは心を固めていた。もはや、ブラナの意図するままに踊おどらされるのはイヤだなどと言っている場合ではない。

　しかし、もう一人の八眼争覇参加者、テッキは異を唱えた。

「短たん絡らく的ではありませんか？　たしかに、戦わなければならないのは間ま違ちがいないでしょうけれど、その日が今日とは限りません」

「……どういう意味だ」

　エルバの険しい視線に、テッキは凜りんとした態度で言い返す。

「本日はファルナと円盤レンズの交こう換かんだけに留とどめて、それでさしあたりは手打ちとする、という手もあるでしょう。ネアの件もあるではありませんか」

「ミナにネアを倒たおさせてから、改めてクラヴリーと対決する──か。たしかに魅み惑わく的なアイデアだが、実行可能なのか？」

　エルバはルナに意見を求めた。しかしルナが口を開くよりも早く、

「不可能だな」

　ラウンジの大窓の向こう側から、女性の声がした。途と端たん、ルナの表情が一挙に曇くもる。

　厚紙のはまった大窓が開くと、その向こうにはネアが立っていた。

「こんばんは。お元気？　ルゥゥナルナァァ」

　ねっとりとした呼び方は、当人にしてみれば愛情表現らしい。が、ルナは極きわめて迷めい惑わくそうに身体を震ふるわせた。

「……君の顔を見た瞬間、寒気に襲おそわれた」

「恋こいの病にしては珍めずらしい症しよう状じようだねえ」

　と言ってから、ネアはエルバに視線を投げた。

「とにかく。そんなことをされちゃあ困るねえ。あんたら、報賞金いらないのかい」

「報賞金は無くても生きていけますけれど、命は無いと生きていけませんのでね」

　テッキは反論した。

「八眼争覇に参加した以上、命を賭かけねばならないという覚かく悟ごはできています。けれども、命を賭ける回数はできるだけ少ない方がいいとは思いませんこと？」

「フフン。そいつはネアさんも同感だね。だからこうしてあんたらの作戦会議にわざわざ顔を出してやったんだ」

「ならば話が早くて結構。ワタクシどもはあなたの思い通りには動きませんよ」

「いいや、動いてもらうね！」

　ネアは声を張り上げた。大窓からラウンジへ入り込み、ぶらぶらと距きよ離りを保ったまま歩く。仕し掛かける気配こそないが、エルバ達の警けい戒かい心しんは自然と湧わき立つ。

「そんなに殺気立つなよ」ネアは笑う。「まあ、なんだ。ここの博物館の展示物は大したもんだな。ネアさんもすっかり忘れていたような悪あく魔まがたくさん並んでいる」

「……なんですって？」

　テッキはわずかな動どう揺ようを見せた。

　その動揺を見み逃のがさず、ネアはテッキを指さした。その指先に、青い炎ほのおが灯ともる。

「いやあ、さぞかしきれいな花火が見られるだろうねえ。この博物館」

「ワタクシ達が言うことを聞かなかったら、この博物館を焼くということですか」

「そんなことしたくねえんだよ？　文化や知識を焼くのは、蛮ばん人じんのやることだ。でも、ネアさんだって命を焼かれたくはねえ。わかってくれるよね？　ルゥゥナルナァァ」

「わかりたくない」ルナは短く言い捨てた。

「またまた。冗談キッツイなあ。あはははは」

　朗ほがらかに笑うネア。

「どいつもこいつも」怒いかりを隠かくそうともせず、エルバは吐はき捨てた。「こっちが根こん拠きよ地ちをどーんと構えていると思って、卑ひ怯きような真似まねをしやがる。人ひと質じちだの何だのといった卑ひ劣れつな真似は、魔王様が許さねえんじゃねえのか」

「ああ、その話は聞いてるよ。なんでも前回の八眼争覇は、参加者の一人が人質を取って勝ち抜ぬけたおかげで、ブラナが怒おこって無効にしてしまったそうで」

「だったら、あんたも何か思うところがあるんじゃねえのか」

「別に。そいつは、人質を取っておまえの父親を戦えないようにした。だからブラナは怒ったんだよ。でもネアさんは、魔神同士で戦えとたきつけているだけさ。八眼争覇を促そく進しんしてやろうという善意からの行こう為いだよ。褒ほめられこそすれ、怒おこられる理由はねえな」

　ネアは大窓へと下がり始めた。

「あんたらがミナとクラヴリーを倒してくれれば賞金首をくれてやる、という約束は今でも生きている。心から期待しているぜ……」

　ルナに投げキッスをすると、ネアは大窓から出て行った。

「選せん択たく肢しはただ一つになったようだな」

　エルバは静かに呟つぶやいた。

「戦うしかないのですね……」

　少し考え込んでから、テッキは顔を上げた。

「まったく、ファルナと来たら。これは、帰ってきたら罰ばつとしてトイレ掃そう除じ一週間の刑けいでも押しつけなければなりませんね」

「それがいい」

　エルバは和した。

「そう言えば、カエデを巻き込むことはできないか？　あいつも、クラヴリー相手なら喜んで手を貸してくれるだろ」

「かもしれませんけどお」答えたのはサクラだった。「カエデ、今どこにいるんです？　連れん絡らくをつける手段がありませんよ」

　その指摘は正しい。エルバは頷うなずくよりなかった。

「そうだな。……今いま頃ごろどこでどうしているんだか」







「……なんだ、これは？」

　紙切れの内容を目まの当たりにして、カエデは眉まゆをひそめた。

　三十八区、四時四十五分を指す廃はい時計塔とうにクラヴリーが潜ひそんでいる──というネアの言葉を信じ、出向いてきたカエデとマロだったが、そこで遭そう遇ぐうしたのは、廃屋内にてロープで縛しばり上げられた二人の男だった。こいつらはクラヴリーの縁えん者じやなのか、クラヴリーの敵なのか、あるいは偶ぐう然ぜんこの場所で拘こう束そくプレイでも楽しんでいるのか。ロープを解ほどいてやるべきかどうか迷っているうち、カエデは男の懐ふところに、はみ出している紙切れを見み出いだしたのだった。

「拘束プレイの線はなくなったようでおじゃるな」

　紙切れ──書類の中身を見て、マロが呟く。

　書類は全部で八枚。一枚一枚に一人の似顔絵らしきものが描かいてある。脱だつ走そう犯はんの手配書にも似ているが、少々違ちがった。形式が手配書に似せて描いてあるだけで、公式のものではない。

　先頭の一枚に、カエデは自分の顔を発見していた。

「どういうことだ」

　一枚めくる。次に出てきたのは真っ白い顔の男。

「この見るからに不細工そうな男の絵は、ひょっとしてマロでおじゃるかな」

「そのようだな」

「描き直しを要求したいでおじゃるな」

　マロの憤ふん懣まんを無視し、カエデはさらに書類を繰くる。

　次に出てきたのはエルバとルナ、テッキとボル。魔神とその契けい約やく者しやが、この書類にはリストアップされていた。

　ならば次はクラヴリーか、とカエデは最後の一枚をめくる。が、そこに描かれているのは一つ目の仮面を被かぶった黒衣の人物だった。クラヴリーとはほど遠い。書類の隅すみの方に「現れる可能性は低いものの注意のこと」との走り書きがある。

　クラヴリーの似顔絵はその下から出てきた。ただしこれだけは公式の手配書、町中で見かける物だ。さらに一枚めくるとカエデの似顔絵に戻もどった。

「なんでこんな物を持っているんだ、こいつら」

「直接聞いてみるのが吉きちでおじゃろ」

　マロに促うながされ、カエデは一人のさるぐつわを解いた。男はくはっと息を吐き出すと、

「助けてくれ！」

　と懇こん願がんした。

「助けて欲しかったら、私の質問に答えてもらおうか。おまえら、ここで何をしている？」

　男は言葉に詰つまった。が、自由になりたい気持ちが倫りん理り観を上回ったのだろう、すぐにしゃべり始める。

「この付近にクラヴリー・ガーディアンが潜せん伏ぷくしているから監かん視ししていろ、と命令されてんだ。そして、その似顔絵リストにない奴やつが近づいてきたら追い払はらえ、って」

「この書類は誰から受け取った？」

「俺は兄貴から受け取ったが、それがどこから出てきたかなんて兄貴も知らねえと思うぜ。兄貴の段階で多分孫まご請うけかひ孫請けだろうから」

　それもそうだろうな、とカエデは得心した。

「おそらく、ネアの契約者が手配したのだろうな。私達か、サクラの所の連中か、とにかく確実にミナを他ほかの魔ま神じんに潰つぶさせるために」

「そうであろうな」カエデの推論に、マロは同調する。「で、何故なぜ縛られているでおじゃるか」

「監視相手に見つけられちまったんだよ」男は投げやりに答えた。「ガーディアンの連れのごつい男に捕つかまえられて、このざまだ」

「ということは、ガーディアンにもうばれているってことか」

　カエデは嘆なげいた。となれば、標的はもはやこの場所を引き払っていることだろう。

「無む駄だ足あしじゃないか。おのれッ」

「質問は終わりかい」男が言う。「だったら、縄なわを解いてくれるとありがたいんだが……」

「うるさい」

　言い捨てて、カエデはさるぐつわをはめ直し始めた。

「あ！　ちょっと、そりゃねえぜ……！」

　男は抵てい抗こうしたが、両手両足を縛られていてはどうしようもない。あっという間に口を塞ふさがれ、カエデが来る以前の状態に戻ってしまった。もがもがとうごめく男を冷たく見下ろしながら、カエデは立ち上がった。

「せっかくガーディアンを殺せると思っていたのに、おまえ達のヘマでパーになるとはな！　この場で斬きり殺してやりたいくらいだ」

　チャ、とカエデは鯉こい口ぐちを切った。男達は怯おびえ上がる──が、それは単なる示じ威い行こう為いに過ぎなかった。カエデはカタナから手を放し、大きく肩かたを落とす。

「どうする」カエデはマロに意見を求めた。「どこに行けば敵を捕まえられると思う」

「想像もつかないでおじゃるな」

　マロは自分の口に鉄てつ鞭べんを当てて考え込んだ。

「だからって、この場でアホみたいに突つっ立っているわけにはいかないだろう！」

　イライラしてカエデは怒ど鳴なりつける。

「こんな時だからこそ、心を落ち着けるべきでおじゃるな」

　マロが助言をすると、

「そうそう。急せいては事をし損じるってね」

　賛同する声が、廃屋の外から飛んできた。

「…………！」

　声を聞いた途と端たん、カエデは廃屋から飛び出した。

　廃屋から出てすぐそこの場所。満天の星空の下に、白衣の少女と黒衣の男性が立っていた。

「やあ。元気そうで何よりだね」

　ブラナ・ラ・モート、盲もう目もくの少女。封ふうじられた魔王がこの地上で活動するための姿である。

　友好的な笑え顔がおを浮うかべる少女とは対照的に、男の方は険しい表情でじっとカエデ達を見つめている。グレン・ダール・キングスリー、八眼デイアボリツク争覇パーテイの監視を務める男だ。

「こんな時に何をしに来た」

　敵意も露あらわにカエデが問いかける。

「そんな恐おそろしい目で睨にらまないでくれ。心臓に悪い」

　と言って、ブラナは笑ってみせる。

「私にはガーディアンを殺すという大事な仕事がある。邪じや魔ましないでもらおうか」

「ガーディアンを？　それはまた何故かな」

「何故だと……」カエデは一いつ瞬しゆん返答に詰まった。「一族の仇かたきを取らせてやる、と言ったのはおまえだろうが！」

「たしかにそう言った。それは覚えているよ」

「ならば何故そんなことを尋たずねる」

「何故かと言えば」ブラナは含ふくみ笑いをした。「君の仇はガーディアンではないからさ」

　五秒くらい黙だまり込んだ後、カエデは聞き直した。

「……なんと言った？」

「君が復ふく讐しゆうを果たすべき相手は、ガーディアンではない」ブラナは繰くり返す。「そこだけははっきりさせておこう」

「それは……どういうことだ」
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　カエデはだらだらと汗あせをかき始めた。地面が突とつ然ぜん軟なん化かして沼ぬまとなり、沈しずみ込んでいくような感覚に襲おそわれる。

「簡単なことだ。君の一族が滅めつ亡ぼうしたという事実に責任を負うべき輩やからは、別にいる。ガーディアンは人ひと身み御ご供くうにされたに過ぎない」

「……なんだと……」

　心が、ブラナの言葉を聞き入れることを拒こばんだ。長年、ガーディアンをこの手で殺すことばかりを考え続けてきた少女にとって、そんな言葉がすぐに受け入れられるはずもない。

「なんで……なんでそんなことを言う……!?」

「私は、私の復活のために命を捧ささげてくれる者に敬意を払っている。だから、望みはできるだけ当人の納なつ得とくのいく形で叶かなえてやりたい。間ま違ちがった相手を殺して『仇を討うった』と満足してもらっては困るんだ。それは私としては看過できない。私の沽こ券けんに関かかわると思うのさ」

「……だったら……」やっとのことでカエデは口を開く。「だったら、真の敵というのは一体誰のことなんだ！」

「それは、前に言っただろう。『八眼争覇を続けていれば、やがて君の前に姿を現す』とね。ここではそれは教えられない」

「…………」

「まあ、そういうことだ。さっさとこの場から立ち去ることをお勧すすめするよ。ちなみに、あくまでもガーディアンに会いたいのなら、今すぐ二十八区と三十八区の境目の廃はい墟きよに向かうことをお勧めする」

「……なんだと」

「そこで、エルバ達とガーディアンとが雌し雄ゆうを決するつもりらしい。もっとも、今からどんなに急いだところで間に合わないとは思うけど……」

「召喚コンタクト！」

　ブラナの言葉を最後まで待たず、カエデはユニコーンを召しよう喚かんする。彼女の姿は一瞬で頭から角の生えた馬へと成り変わった。

「乗れ、マロ！」

　小走りに駆かけ出しながら、魔神に呼びかける。

「……フホ！　参ろうか！」

　半ば呆あきれつつ、マロはユニコーンに飛び乗った。背に重みを感じた瞬間、カエデは全力で駆け出し、あっという間にその場から去っていった。

「おやおや。せめて一言、感謝の言葉を言ってくれてもいいんじゃないのかね。ねえ」

　ユニコーンの尻しりを見送りながら、ブラナはグレン・ダールに同意を求めた。

「悪くない。なかなか見所のある奴やつだ」

　グレン・ダールは短く呟つぶやくと、珍めずらしいことにフッと短く笑った。







　目的地にたどり着いたエルバ達は、そこにうち捨てられた庭園を見いだした。

　回かい廊ろうに囲まれた中庭には、かつて花が咲さき乱れていたであろう花か壇だんが広がっていた。正確には、「かつて花壇だった場所」だ。かろうじて花壇を囲うビスク煉れん瓦がが認められるのみで、地面は褐かつ色しよくの土をさらけ出している。緑色の雑草がまだらに生えてはいたものの、荒こう涼りようとした印象を覆くつがえすにはほど遠い。

　荒涼とした印象をより強く感じさせるのは、この中庭の広さだ。テニスコートが少なくとも四面は取れるだろうこの中庭は、人が住んでいた頃ころはおそらく、隅すみから隅まで整備されていたのだろう。しかし今は、この広こう漠ばくとした感じがただひたすらにもの悲しい。

「しかしまあ、三十八区ってのはどこもかしこも寂さびれきってるな。博物館周辺も大たい概がい田舎いなかだと思っていたが、廃墟だらけの光景よりはましだと気づいた」

「繁はん栄えいする場所があれば、寂れていく場所もあるということですよ」

　エルバの所感に、サクラが答える。

「幽ゆう霊れいが住んでそうな気がするね。おお怖こわ」

　言って、氷結の魔神たるルナは自分の身体からだを抱だきしめた。

「おまえだって幽霊みたいなもんだろうが」

　ツッコミを入れつつ、エルバは正面を見上げた。

　中庭の北側、エルバ達が入ってきたのと反対側には、巨きよ大だいなアーチ状の門があり、そこから向こう側は屋内、玄げん関かんホールになっているようだ。門の上に乗っかる形で、時計塔とうは天に向かって伸のびていた。その針は周辺の時計塔同様、動くことはない。しかし偶ぐう然ぜんにも、手元の懐かい中ちゆう時計と全く同じ時間を指していた。

「十時か」

　エルバが呟いたちょうどその時、アーチ門付近で影かげが動いた。

　姿を現したのは四人。先頭にクラヴリー、すぐ後ろにミナとファルナが並んで続き、しんがりにはリデルがくっついている。ファルナは両手両足とも自由で、拘こう束そくされている様子はない。

「ファルナ！」

　サクラが声をかける。ファルナは反応して顔を上げた──が、それ以上のことはしなかった。

　かなりの距きよ離りを置いて立ち止まると、クラヴリーは声を投げてきた。

「物は持ってきてくれたか」

　エルバは左手に持ったカバンを、高く掲かかげた。

「この通りだ」

　目を細めてクラヴリーはカバンを視し認にんし、そしてなんとも表現しがたい妙みような顔つきをした。

「ややや。カバン、そんなに大きかったかな」

「知るか。父さんが博物館に託たくしていったのはこのカバンだ」

「そうか。……ま、十年もたてば記き憶おくも少々歪ゆがむか」

　納なつ得とくの表情を浮うかべ、クラヴリーは髭ひげを撫なでた。

「渡わたす前に、聞きたいことがある」エルバは呼びかけた。「おまえは、こいつで何をするつもりなんだ。悪あく竜りゆうの円盤レンズを手に入れて、何をしたいんだ!?」

「何も？」

　クラヴリーは短く呟いた。それだけで十分だろう、とでも言いたげに。

　しかしエルバにしてみれば、それだけでは十分ではなかった。

　エルバの表情が和やわらがないことを見て取り、クラヴリーは重ねて説明する。

「その円盤が悪意ある者の手に渡ってはならない。だが、残念なことに円盤を壊こわすことは不可能だ。海に捨てるのも山に埋うめるのも確実ではない。魔王の瞳ひとみが必ず契けい約やく者しやの手元に転がり込むように、悪竜の円盤も己おのれの主あるじを捜さがすかもしれない。ならば、自分の手の内に収めておくのが一番安全だ。繰くり返すが、私はその円盤を手に入れて何かをしたいわけではない」

「その点では、俺達は信用ならない、と？」

「それはお互たがい様だ。君達も、私が信用できないからこそ、それを渡したくないんだろう」

　クラヴリーの指し摘てきは正しい。エルバもサクラも黙だまり込む。

　余よ裕ゆうの笑えみを、クラヴリーは浮かべた。

「君達を責めるつもりはない。人間とはそういう生き物だからな。ならば、これを解決する手段はただ一つ──だよな」

　すっと横に一歩下がり、ファルナの背中をポンと叩たたく。

　押されたファルナは勢いで二、三歩進んだが、すぐに足を止めて振ふり向く。

「行くんだ」クラヴリーは顎あごでエルバ達を示した。「お仲間が待っている」

「…………」

　じっとクラヴリーの顔を見つめた後、ファルナは意を決して、小走りにエルバ達のもとに駆かけ出した。

　あわせてエルバも庭園の中央へ進み出る。庭園の中央で、ファルナはエルバと相対した。

「どうしても戦うつもりかよ」

　ファルナの言葉に、エルバは頷うなずいた。

「おまえは下がっていろ。巻き込まれないように気をつけるんだ」

「待って！」ファルナはエルバにしがみつこうとする。「その……戦っちゃダメだ！　あの人、悪い人じゃないって」

「それは……」

　同感だ、と言いかけて、エルバは口を閉とざす。

　エルバにとって、クラヴリー・ガーディアンは異質なる敵だった。いままで倒たおしてきた奴ら、バガテルやクルトとは明白に異なる。彼らはその言動、その思想、なにもかもが受け入れることのできない敵だった。敵を打ち倒すことに、なんのためらいも抱いだく必要はなかった。

　クラヴリーもそんな敵、バガテル達の同類だと思っていた。オーラン虐ぎやく殺さつの首しゆ謀ぼう者しや、罰ばつを受けることなく生きながらえ、なおかつ流る刑けいの島から逃にげ出してきた。さぞかし恥はじ知らずの極ごく悪あく人にんであるに違ちがいない、と信じていた。

　しかし実際はどうだ。実際のクラヴリーは想像していた化け物とは全く異なる、ごく普ふ通つうの三十代半ばの男だった。いや、普通と呼ぶのは控ひかえめだ。彼は紳しん士し的かつ正々堂々とした人間だった。現にこうして、人ひと質じちに取っていたファルナをあっさりと返してきた。ファルナの身み柄がらを押さえておけば、エルバ達をどうとでもできるだろうに。ブラナの罰を恐おそれてそうした、という風にも見えない。

　だが──

「俺は、『悪い奴だから』という理由でバガテルやクルトを倒したわけじゃねえ」

　ファルナの目を見ながら、エルバはそう言い切った。

　八眼デイアボリツク争覇パーテイの敵として立ちふさがってきたからこそ、エルバはバガテル達を倒した。父の仇かたきを見つけ出して復ふく讐しゆうを果たす、という望みを叶かなえるために。そこには、悪あしき者に正義の鉄てつ槌ついを下すなどというストーリーはない。望みを叶えるのに邪じや魔まだから倒す、それだけだ。

　だからこそ、クラヴリーはエルバにとって「敵」なのだ。

　ファルナを押しのけて下がらせた後、エルバはカバンを下ろし、外がい套とうを脱ぬぎ捨てた。その下から現れたのは、身体に幾いく重えにも巻き付けられた鉄の鎖くさりである。身をよじって、鎖を足あし下もとに落とすと、エルバは左手のホルダーから円盤を取り出し、両目にはめた。

「召喚コンタクト……！」

　エルバの周囲を、まずは光輝かがやく塵ちりが、さらにその上から赤い霧きりが取り囲む。それは収束して虚きよ体たいを形作り、デスドレッドデーモンの姿へと変じた。赤いまだら模様──紋様クリプト防御ウオールを織り込んだ、南海産の悪魔に。

　ルナも腰こしに下げていたサーベルを抜ぬき、ひょいひょいと軽く振る。

　応じて、クラヴリー、ミナ、リデルも構えを取ろうとするが──

「ちょっと待った」

　エルバは手を伸のばし、彼らを制した。カバンを拾い上げると、軽くノックする。

「出てこい」

　何事か、と全員が注目する中、鍵かぎがかけられているはずのカバンがぱくりと開いた。

　中からずるりと滑すべり出てきたのは、柔やわらかそうな姿をした緑色の粘ねん体たいだった。それは重力に引かれるまま地面に落ちると、山を成した。

　これには、さすがのクラヴリーも意表をつかれた。

「なんでこんな所からベヘモスの鼻クソが？」

「……全くもう。もう少しまともな物にたとえて頂きたいものですね」

　女性の声が、粘体の中から発せられる。粘体は意思を持つかのようにむくむくと隆りゆう起きし、女性の姿を取った。

　粘体が身み震ぶるいをする──途と端たんに粘体ははじけ飛び、塵となって消えた。

　中から出てきたのは、胸に一回り小さなカバンを抱きかかえたテッキだった。

「何をしているのですか。ワタクシがクラヴリーに奇き襲しゆうをかけるというプランは──」

「シーッ」黙れ、とエルバはジェスチャーした。「気が変わった」

「気が変わっただあ!?　どういうことでえ」

　テッキの袖そで口ぐちからボルの触しよく手しゆが一本はみ出た。ブンブン振り回して怒おこっている。しかしエルバは臆おくせず言い返した。

「ガーディアンは敵だが、敬意を払はらうべき敵だ」

　そしてクラヴリーの方に向き直り、はっきりと宣言する。

「あんたとは正々堂々と決着をつけたい」

「や、私の記憶は歪ゆがんでいなかったようだな」

　カバンを見ながら、面おも白しろそうにクラヴリーは笑ってみせる。

　エルバはテッキからカバンを受け取り、ファルナに渡わたした。

「おまえが持っていろ。もし俺達が負けたら、このカバンはあいつらに渡すんだ」

　そしてファルナに反論する間も与あたえず、肩かたを押して引き下がらせる。

　改めて、クラヴリーは両の拳こぶしを胸の前に置いた。

「正々堂々、ね。美しい言葉だが──それは戦いの場では命取りとなるぞ」

　集中する──クラヴリーの周囲に黄色い霧が発生して、両りよう腕うでに付着し、ガントレット状の塵器ストライカーを形成する。

「そうそう。感傷で戦いに勝てますかってんだ」

　クラヴリーの横にリデルが進み出た。彼もデスドレッドデーモンを喚よび出すと、両手を斜ななめ下に伸ばす。

「同感ですね」

　テッキは毒づいた。と同時にボルが袖から飛び出して己おのれの身体からだを引き伸ばし、テッキの胴どう体たいに鎧よろいとして張り付いた。

「せっかく一いち撃げきで勝利できる可能性を、自ら放ほう棄きするとは……」

「こればっかりはな……」

　デスドレッドデーモンを召しよう喚かんしたエルバは、足下の鎖を担かつぎ直した。悪魔の腕わん力りよくでなくては扱あつかえない鎖を両腕でつかみ上げ、いつでも振ふり回せる状態にする。

「感傷だと笑いたきゃ笑うがいいさ」

「笑うものかね。私もそういうのは嫌きらいじゃないさ……！」

　クラヴリーは地を蹴けり、エルバに襲おそいかかった。




　右腕、デスドレッドデーモンの装そう甲こうの上に巻き付けた鎖で、エルバはクラヴリーの拳を受け止めた。

　クラヴリーの渾こん身しんの一撃に、身体ごと吹ふき飛ばされそうな鈍にぶい衝しよう撃げきを受ける。しかしエルバは踏ふみとどまり、左手の鎖を振った。

「フン！」

　素す早ばやくバックステップして、クラヴリーは鉄てつ鎖さに空を切らせる。すぐさま地面を蹴って、鎖をかいくぐり、低い体勢からの攻こう撃げきを狙ねらった。

「速い……！」

　エルバは左ひだり脇わば腹きらをクラヴリーに晒さらす格好になった。咄とつ嗟さに右の鎖を下からすくい上げるように投げ、クラヴリーにぶつけようとする。無理な体勢からの攻撃だったが、クラヴリーの進路を変えるには十分だった。鎖を避よけつつクラヴリーはパンチを放つが、拳はクリーンヒットとはいかず、デスドレッドデーモンの装甲上を滑るに留とどまる。それでもエルバは衝撃でたたらを踏んだ。体勢を崩くずした隙すきを逃のがさず、クラヴリーは追い打ちにかかる。

「ふざっけんな、この野や郎ろう！」

　後方に姿勢を崩しながら、エルバは赤い霧をまとわせた鎖を投げ、同時に氷結の能力を発動する。固定するのは、鎖くさりの先端だ。くりっと腕をひねると、鉄の鎖は大きな輪になる。

「なに……!?」

　エルバの意図を悟さとり、クラヴリーは身を引いた。直後、鉄の輪は瞬しゆん時じに閉まり、つい寸前までクラヴリーがいた空間を締しめ上げる。

　能力を解除し、エルバは鎖を手元に戻もどしつつ、大きく後方に下がって距きよ離りを取り直した。

「クソッ」エルバは吐はき捨てた。「なんて素早い奴やつだ！」

　クラヴリーは軽くステップを踏んで、賛辞に応こたえた。

「このくらい動けなくては、デスドレッド島じゃ生きていけないさ……！」

　驚おどろくほどの身軽さだった。以前このスタイルで戦ったレルネーハイドラとはまったく別種の強さを、クラヴリーは持っていた。あの時と同じ戦い方では勝てそうもない。とすれば、どうすればいいか。

「ちょっと消極的だが、こうすっか──！」

　エルバは後方へ飛びながら、両腕から鎖を同時に放った。二本の鎖は徐じよ々じよに距離を狭せばめていき、クラヴリーの立ち位置で交こう錯さくする。

「遅おそいな！」

　しかしクラヴリーは大きく進み出ることによって、鎖に空を切らせる。そのまま一気に距離を詰つめようと前進するが──

　二本の鎖が急激にカーブし、後背からクラヴリーを襲った。

「…………!?」

　気配を察知し、クラヴリーは思い切り身をかがめた。しかし完全には避けきれず、鎖が身体をかすめて擦すり傷を作る。

　二本の鎖の先端は、クラヴリーの眼前で再び急激に軌き跡せきをねじ曲げた。

　眼前に、クラヴリーは赤い霧を見み出いだした。湾わん曲きよくしたパイプのような通路を造り出している、赤い霧の塊かたまりを。鎖はそのパイプの中に潜もぐり込み、滑すべりながらその軌跡を曲げている。二度もパイプをくぐったおかげで勢いは減殺されているが、今度はクラヴリーの身体を包み込もうとしている。

　クラヴリーは全力で横に飛び、閉まる鎖の輪から逃のがれ出た。それを見てエルバは赤い霧を消し、鎖を手元に引き戻す。

「考えたな！」クラヴリーは感かん嘆たんの声を上げた。「氷結の能力逆流スピンオフ、厄やつ介かいだな……！」

「あんたこそ、よく見切ったな」

　着地したエルバが、舌打ちの音を一つ立てる。完全に引っかけたと思ったのだが、すごい反射神経でクラヴリーは回かい避ひしてみせた。とんでもない奴、と驚きよう愕がくせずにはいられない。

　しかし、向こうの腕とこっちの鎖では、リーチの差は歴然だ。遠距離からちまちまつつくのは性しように合わないが、距離を保ち続ければ勝機は見える。そう信じ、エルバは鎖を振った。




「さてさて。これは間合いを詰めるのに一苦労だねえ」

　ルナはそう呟つぶやいて、首をわずかに傾かしげた。直後、ルナのすぐ横を衝撃波が抜ぬけていく。

　衝撃波が目視できるのは、ルナが赤い霧きりを自分の周囲に薄うすく広く張り巡めぐらせているからだった。衝撃波の正体は塵ちりの真空状態であり、それ自体は無色で、周囲の塵を切り裂さいて進む。魔ま神じんの放つ霧の中へと飛び込めば、必然的に軌跡が露あらわになる。

　霧の外、ルナからかなり離はなれた場所にミナは立ち、両手の羽は衣ごろもをくるくると回転させ続けている。時折羽衣を振ふり抜いて衝撃波を放っているが、牽けん制せい以上のものにはなっていなかった。

　ルナは近づけないが、ミナの攻撃もルナには当たらない。二人の魔神の戦いは、さっそく膠こう着ちやく状態に陥おちいっていた。

「……あなたの身体を直接切り刻むしかないようね」

　そう呟いて、ミナは羽衣を回す手を止めた。羽衣は両手に螺ら旋せん状に巻き付いて、自発的に高速回転を始める。ミナの両手はドリルへと変じた。

「相変わらず痛そうだねえ」ルナは脳天気に言い返した。「身体に穴をあけられるのは勘かん弁べんしてほしいんだけど」

「わがままは言わないで」

　ミナは地を駆かけ、弧こを描えがくルートでルナに近寄り、一気に接近戦に持ち込もうとした。

「わがままじゃなくて、当たり前の反応だと思うよ！」

　ルナはサーベルを右へ左へ振り、ミナのドリルを弾はじき、受け流した。回転力の勢いにサーベルの方が流されそうにもなるが、ルナは力を込こめてドリルを押し返す。
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　それでもミナの突とつ進しん力を完全に殺すことはできず、ルナは一歩、また一歩と後退していった。後方にはアーチ門があったが、ルナにそれを確かく認にんする余よ裕ゆうはない。ミナに押されながら、門の中へ後ろ向きに入っていく。




　テッキとリデルの対決は、静かなにらみ合いが続いていた。

　リデルの召しよう喚かんしたデスドレッドデーモンは、黄色いまだら模様で染め上げられている。ミナが行った紋様クリプト防御ウオールである。これがある以上、デスドレッドデーモンの紋様クリプトを読んで破は壊かいすることは簡単ではない。

　リデルは不動の体勢で、テッキの動きをじっくりと観察していた。

　テッキもリデルの隙すきをうかがっていたが、リデルとは対照的に、時間がたてばたつほど焦あせりは募つのっていった。リデルはアホみたいな構えで突つっ立っているというのに、自分の万力がリデルに届くイメージが全くわいてこない。それどころか、どこから仕し掛かけてもきれいに投げ飛ばされるという先入観が脳のう裏りにこびりついて離れなかった。

「チキュウ空手……恐おそるべき武術ですね……」

　テッキはリデルに気け圧おされていた──認めたくないことだったが。

「チキュウ空手はドース無む双そうの戦せん闘とう術よ」

　リデルはじりじりと歩を進め、プレッシャーをかけていく。知らず知らずのうちに、テッキは後退を強しいられていた。

「唯ゆい一いつの弱点は、端はたから見ると痴ち漢かんか変態にしか見えないって事くらいだけだぜ」

「…………」

　本当だ、とテッキは思ったが、口に出してコメントはしなかった。

　かかとが何かにぶつかり、テッキはちらっと足あし下もとに視線を落とす。かかとが、花か壇だん跡あとの煉れん瓦がを軽く蹴っていた。こんなにも引き下がっているのか、とテッキは唇くちびるを嚙かむ。

　長期戦もやむを得ない、とテッキは判断を下す。消極的な戦い方になるが、少なくともこうして対たい峙じすることで、リデルが他の戦闘に乱入することを防げてはいる。最悪、どこかで決着がつくのを待って、多数をもって当たれば──

「もしかして」リデルが言った。「このまま膠着状態を引き延ばそうと考えてねえか？」

「…………！」

　図星をつかれて、テッキはわずかに動どう揺ようした。

「大将が負けるたあ思っちゃいねえが、何事につけ万が一ってことはあるからな。てめえに関かかわり合ってる暇ひまはねえんだよ」

「だったら、どうするというのですか」

　動揺を隠かくすべく、テッキは大声で言い返す。

「その構え、自分から仕掛けるのは不得意そうに見えますけど？」

「その通り」リデルは認めた。「天動説の構えは、待ちの構えだからなあ。だが──！」

　リデルの腕うでが、ゆっくりと上がっていく。斜ななめ下四十五度で固定されていた両腕が、今度は斜め上四十五度の方向に掲かかげられた。

「地が自ら回ることによって天をとどめる。これがチキュウ空手、地動説の構えだ……！」

　不動を保ち続けていたリデルが、突とつ如じよとして猛もう然ぜんと駆け出した。真っ正面からテッキに迫せまると、身体からだをねじり、高い位置から手刀を振り下ろす。

「くうっ」

　テッキは万力に左手を添そえ、手刀を真下から受け止めた。そのまま手を挟はさみ込もうと試みるが、リデルはすぐに手を引っ込め、反対の手で横よこ薙なぎに手刀を放つ。狙ねらうはテッキの首筋だ。

　膝ひざをぐっと折って姿勢を丸め、テッキは頭上の空気をチョップに切らせる。大きく踏ふみ出して右手を遠心力で振り回し、万力をリデルの脇わき腹ばらに叩たたき込もうとするが──

「おおっとお！」

　その時には、リデルは腕を斜め下四十五度に戻もどしていた。

「は──」

　一いつ瞬しゆん後、テッキの視界は上下反転し、しかもはるか高い場所から地上を見下ろしていた。

　投げられた、と気づいた瞬間、背中が回かい廊ろうの柱に激げき突とつする。

「ぐうッ!?」

　ボルの鎧よろいのおかげで衝しよう撃げきは和やわらいだが、それでもダメージはテッキの身体にまで届いた。柱を滑すべり落ちながら姿勢を直し、どうにか両足で着地するが、もたれた柱から離れるのにはわずかな間を要した。

「地動説で精神的にプレッシャーをかけ、天動説で物理的にプレッシャーをかける。力任せに鈍どん器きを振り回す奴やつなんざ、敵じゃあねえなあ……！」

　普ふ通つうに歩いて間合いを詰め、一定の距きよ離りに到とう達たつした時点でリデルは再度天動説の構えを取った。両手を低く伸のばし、じりじりと迫り行く。

「地から天、天から地と自在に構えを変えることで、チキュウ空手は無限に発展する。こりゃあかなりの使い手だな」

　ボルが感かん嘆たんの声を上げる。

「他人ひと事ごとのように言わないで下さい！」

　テッキは怒ど鳴なりつけた。それは余裕のなさの表れだった。リデルとどう戦えばいいのか、全く見当もつかない。しかしリデルは迫り来る。わき上がる絶望感とも戦いつつ、テッキは二歩、三歩と後退した。




　右ストレートを放つと見せかけ、クラヴリーは肩かた口ぐちからのタックルを仕掛けた。

「ぬあっ」

　フェイントにエルバは見事に引っかかり、まともにタックルを受け止めた。エルバの身体が地から浮うき、勢いよく吹ふき飛んでいく。

「くそッ！」

　エルバは咄とつ嗟さに鎖くさりを投げ、手近な柱に巻き付けた。ガクンと衝撃が走ってデスドレッドデーモンは空中で強制停止、その場に足を着く。

　ふと周囲を見やると、視界が一変していた。

　頭上の闇やみは夜空ではなく、天てん井じようの暗がりに変わっていた。転がっている間に、アーチ門をくぐって建物の中へ入ってしまったらしい。

　予想通り、そこは玄げん関かんホールだった。中庭程ほどではないが屋内もかなり広く、殴なぐり合いをするのになんら不都合は無い。ただ、鎖を振ふり回すと色々なオブジェにぶつかり、様々な不都合が発生しそうではあった。

　そして、ホール内には既すでに先客がいた。

「なにやってんの、エルバ！」

　ミナと対峙してサーベルを振るっているルナが、声をかけてくる。ミナのドリルを受け流すのに精せい一いつ杯ぱいで、呼びかけるのがやっとという状じよう況きようだ。言っているそばから回転する羽は衣ごろもがルナの脇腹をかすめて、わずかに塵ちりを飛ばす。

「おまえこそ何やってるんだ！」

　加勢に行かなきゃ、と咄嗟に思ったが、それは無理な話だった。

　エルバを追い、クラヴリーは静かな足取りで門をくぐってきた。

「さ、ここで決着をつけようか……！」

　門のそばで足を止めると、クラヴリーは大おお扉とびらを閉め始めた。観音開きの両扉をぴたりと合わせ、閂かんぬきを下ろす。これで中庭とホールは分断された。

「ミナ！」

　クラヴリーの呼びかけに応じ、ミナはルナのサーベルを弾はじいて後方に飛んだ。正面階段を上り、ひょいひょいと二歩で踊おどり場に到達する。羽衣の回転を止めると──

「はああ……！」

　前まえ髪がみの下に隠れた第三の目を輝かがやかせ、ミナは集中を開始する。

「……なんだ……」

　弱い風が起きるのを、エルバは身体で感じた。デスドレッドデーモンの感覚フィードバックは異常に強力で、風が吹いただけでもわずかな痛みを逆バツク流ワードとして召しよう喚かん主しゆに与あたえる。

　風は、ミナの方向へと吹きつけていた。紋様アンチクリプト破壊ストライクを放つ時に似ている──紋様破壊にしては弱々しすぎるが。

「虚こ空くうの能力だ。このホール内の塵をすべて集めて、塵の真空状態を作ろうとしている」

　ルナはエルバの手元を指さした。言われて腕うでを持ち上げると、デスドレッドデーモンの甲こう殻かくの表面にごくわずかながら塵が立ち上っていた。

「茹ゆでたばかりのエビが湯気を放っているように見えるな」

　エルバは呟つぶやいた。が、湯気の正体は、デスドレッドデーモンの虚きよ体たいを維い持じできなくなった塵である。塵はゆらゆらと揺ゆらめきながら、ミナの羽衣の方へと吸い込まれていく。

「って、ちょっと待て」エルバは慌あわてた。「このままだと、俺は裸はだかに剝むかれるのか」

「将来的には。多分一時間以上かかると思うから、心配する必要はないと思うけど──」

「けど、なんだ」

「塵がないということは、僕の身体を削けずり取られた時に補ほ充じゆうができないな」

「それは大問題だ。今すぐミナを止めなきゃ──」

「遅おそいね」ルナは階段の上を見上げた。「あの力は、あっという間に周囲の塵をすべて吸い込む。一度発動したら止められない」

　ルナの言う通り、ミナは程なくして緊きん張ちようを解いた。塵の吸収が終しゆう了りようしたのだ。

「……ここからが本番ね」

　ミナは階段の手すりを蹴けって飛び下り、着地してクラヴリーのそばに寄り添そった。

「……明らかに俺達が不利な状況にあるような気がするんだが」

「そうかもね」

　エルバの問いに、ルナはさっくりと答えた。

「でもまあ、ここまでは想定の範はん囲い内だよ。この建物を見た瞬しゆん間かん、彼らがこんな風に僕達を屋内に誘さそい込む作戦に出てくるだろうことはわかっていた」

「そのわりにはおまえ、真っ先に屋内に連れ込まれていたじゃねえか」

「乗ってやった方が手っ取り早いと思って。それに、君一人がこっちに閉じこめられるという最悪の状況を避さけるためには、僕が先に入っていた方がいいだろう」

　エルバは黙だまり込んだ。ルナの言葉に反論できなかったからだ。たしかに、魔ま神じんと契けい約やく者しやが分断されるというのは最悪の状況である。

「わかった。外はテッキに任せて、俺達はこっちでケリをつけるか」

「そうしよう。ただし、先に塵器ストライカーを頂いておこうか」

　ルナはサーベルを左手に持ち替かえ、右手を手刀にして持ち上げた。

「塵がないのに、出せるのか」

「塵なら君の身体からだの周りにあるじゃないか」

　エルバは自分の姿を見つめ直した。デスドレッドデーモンの甲殻に包まれた姿を。

「この虚体をはぎ取るつもりか」

「塵器を抜ぬいたら悪魔を喚よべなくなるんだ。一いつ緒しよだよ。この虚体を敵に剝はがされたら、僕は塵器を取り出す方法がなくなってしまう」

「……しゃーねーな。ま、室内じゃ狭せまくて鎖は使えなそうだしな」

　不平を垂れつつ、エルバはルナに胸むな板いたを晒さらした。

　すぐさまルナは手刀をエルバの胸に突つっ込んだ。一いつ旦たん背中側に貫かん通つうさせてから、引っ込める。

　胸から出てきたルナの手は、塵器の柄つかを握にぎっていた。エルバの体内から、サーベル状の塵器が滑すべり出してくる──と同時に、デスドレッドデーモンの虚体が揺らぎ、塵となって、塵器に吸い込まれていく。虚体がそのまま塵器へと転てん換かんされているのだ。

　塵器を抜き終わった時、エルバは生身の姿に戻っていた。身体に巻き付けていた鉄の鎖はその場に落として捨て、ルナからサーベルを受け取る。

　二度三度とサーベルを振ふり、エルバは握りの感かん触しよくを確かめた。クルトの件があった以降も、エルバは道場で剣けん術じゆつの鍛たん錬れんを続けていた。少なくとも、クルトとやり合った時よりはまともにサーベルを振るえるようになっているはずだ。

「よし、やるか……！」

「ここからが本番さ」

　エルバとルナは目を見み交かわし、頷うなずくと、それぞれの相対すべき敵のもとへと歩き始めた。




「……門が……!?」

　ギリギリと門が閉まる音を聞いて、テッキは思わずアーチ門へと駆かけ出していた。が、はるか手前で片門が閉まり、もう一枚の扉もテッキの目の前で閉まる。

「くっ……！」

　テッキは肩かた口ぐちから体当たりしたが、門はギシギシいうばかりで開くことはなかった。閂かんぬきをかけられたようだ、と感触で悟さとる。鉄の扉は見るからに丈じよう夫ぶそうで、人の手で破るには無理がある。悪魔の力を借りてもそうすぐには壊こわせない。

「向こうは向こう、こっちはこっちだ」

　ゆったりした足取りで、構えを取ったままリデルはテッキに迫せまる。

「加勢はできなくなっちまったが、まあ大将なら心配ねえだろうさ……！」

　テッキは振り向き、リデルをにらみつけた。なんにせよ、まずはリデルを倒たおすことが先決だ。しかし、一体どうすれば倒すことができるのか。アイデアは全くなかった。リデルの動きを見ながら、じりじりと間合いを保ちつつ下がるしかない。

「あのよ、テッキ」

　均きん衡こう状態にしびれを切らし、ボルが言った。

「こっちから仕し掛かけなきゃ勝てねえぜ？　ガッと突っ込んできたところをグイッと引いて、そんでガツンとぶち込んでやるんだ」

「…………。もう少し具体的に言って頂かないと、対処のしようがないのですが」

　厳しい口調で言い返すテッキ。

「いやだから、あいつが地動説の構えでガッと突っ込んできたらこっちが天動説の構えで捕つかまえてグイッと引いて、転こかしたところに万力をガツンとぶち込めって言ってるわけよ」

　テッキはボルの言葉の意味をじっくり考えた後に、言い返した。

「とても素す晴ばらしいアイデアですね。このワタクシがあのチキュウ空手とやらを使えるということが前提になっている点を除けば」

「どうにかなるんじゃね？　チキュウ空手で大事なのは力じゃなくてテクニックだからよお。おまえのセンスだったら付け焼き刃ばでもいけるだろ」

　テッキはもう一度じっくり考え込み、そして言い返した。

「あなた、まるでチキュウ空手の専門家みたいな事をおっしゃいますね」

「専門家じゃねえけどよお。昔、チキュウ空手の使い手と契約してたことがあってなあ」

「…………はあ？」

「そん時もあいつの鎧よろい役やくで張り付いていたから、チキュウ空手のまねごとならできるぜ」

「なんでそんな大事なことを早く言ってくれないんですか！」

「聞かれなかったし。まあまあ、ここは俺にだまされたつもりで、いっちょやってみなって」

「だまされるって──なにを──うひゃあっ」

　ボルは触しよく手しゆをうごめかせ、体勢を変えた。テッキの両りよう腕うでに二本ずつ触手を這はわせて斜ななめ下に伸のばし、残りの触手は二本ずつまとめてねじって腕とし、斜め上に伸ばす。

　テッキの姿は巨きよ大だいなバツ印となった。

「ボル！　年とし頃ごろの乙女おとめにこんな恥はずかしい格好をさせるなんて、どういうつもりですか!?」

　怒いかりと恥ずかしさとで顔を紅潮させ、テッキは怒ど鳴なった。しかしボルに動じた風はない。

「ゲハハ！　生き恥はじを晒すくらいがなんだってんだ。生き残るためだぜ？　それより変に力を入れるな。チキュウ空手の基本は自然体だぜ」

「…………？」

　テッキの変へん化げに、リデルは小さく頭を上げた。テッキのとボルの構えは、まがりなりにではあるが、天動説の構えと地動説の構えを兼かねたものである。

「ほほお、面おも白しれえ。付け焼き刃でチキュウ空手に対たい抗こうできんのか？」

「そいつはやってみなけりゃわからねえぜ？」

　ボルが言い返す。

「だったら、行動で示してもらおうか……！」

　ぐっと両腕を高く掲かかげると、リデルはテッキ目がけて突とつ進しんした。

「来やがれってんだ！」ボルは叫さけんだ。「テッキ、俺の動きに身体からだをゆだねろ！」

「ちょ……ボルー!?」

　ぐい、と身体がねじれる感覚に、テッキはつい悲鳴を上げた。それでもされるがままに、ボルの動作を全身で感じ取り、勢いを殺さぬ体たい捌さばきでリデルと激突する。

　テッキの眼前を手刀が横切り、次の瞬しゆん間かんには視界が斜めになる。そして衝しよう撃げきが発生して──

　気がついたら、テッキはリデルを投げ飛ばしていた。

「おおおっ!?」

　もちろん、リデルのようにきれいに空高く飛ばす、という風にはいかなかったが。しかしリデルの身体はわずかながらも浮うき、ズズンと音を立てて頭から地面に突っ込んだ。

「……やった!?」

　テッキが思わず喜びの声を漏もらす。

「ゲハハ！」ボルも笑った。「見よう見まねの出たとこ勝負だが、こりゃいけそうだな」

　リデルは地べたに這いつくばった──が、それだけだった。すぐに立ち上がると、全身を叩たたいてほこりを落とす。

「こりゃビックリだ。たしかにチキュウ空手、できてるぜ」

　心からの賛辞を贈おくるような調子で、リデルは言う。

「だが、キレが全然ねえな。俺だったら、相手をデスドレッド島までぶっ飛ばしてるぜ」

「……それはまた、大した自信で」

　テッキはすぐに表情を引き締しめた。対抗する手段は手に入ったが、状じよう況きようはいまだ不利だ。事態は好転した、といっても、土ど砂しや降ぶりの雨がやっとやんだという程度のものだ。空模様は真っ暗な曇どん天てん、いつ雹ひようが降るやら雷かみなりが落ちるやら知れたものではない。

「ここからが本番だ」ボルが叱しつ咤たする。「気合いを入れ直せ」

「わかってます」テッキは答える。「というか、気合いを入れていないと、恥ずかしさのあまり死にそうです」




　右、左、右とクラヴリーの三連パンチがルナを襲おそう。

「速い速い！」

　ルナは悲鳴を上げながら、サーベルの峰みねと握りをうまく使ってパンチの直撃を避さける。

「させるか！」

　横合いからエルバが大きく踏ふみ込み、サーベルの切っ先でクラヴリーを狙ねらう。

　クラヴリーは上半身を巧たくみにねじり、攻こう撃げきをかわしつつ引き下がる。代わりに飛び出てきたのはミナだ──両腕を交こう互ごに伸ばし、ルナの身体をえぐるべく迫る。

　この時にはルナは体勢を立て直していて、ミナを真っ向から迎むかえ撃うつ。ドリルを紙かみ一ひと重えでかわしながらサーベルで逆ぎやく襲しゆうし、斬きりつける。しかしミナもルナの動きをよく見ていて、サーベルに髪かみ一本触さわらせずに逃にげ、引き下がる。

　二対二の戦いは、均衡状態を保っていた。

　魔ま神じん同士の戦いは、塵器ストライカーで敵の紋様クリプト防御ウオールを切り裂さくことが肝かん要ようとなる。紋様防御とは、魔神が自らの紋様クリプトパターンを読み取らせまいとするために構築する防ぼう御ぎよ壁へきだ。この壁かべを破は壊かいして内部の紋様を塵器で読み取り紋様クリプト解析アナライズし、紋様アンチクリプト破壊ストライクで敵を消しよう滅めつさせる。

　すなわち、クラヴリーはルナを狙い、ルナはミナを狙う。このねじれが、咄とつ嗟さの判断を難しくしていた。ただ一人、この連れん鎖さの外にあるエルバがどう動くかによって、他の人間の行動も影えい響きようされる。

　自分がキーマンになっているらしい。エルバはその事実をぼんやりと悟っていたが、その利点を生かすまでには至っていなかった。エルバのやるべきことは簡単だ──ルナ対ミナ、エルバ対クラヴリーの形を作り、ルナにミナの紋様を読ませつつ、クラヴリーがルナの紋様を読むのを防ぐ。

　しかしながら、エルバはだんだんとわかってきた。どうもクラヴリーは自分の手に余る敵であるらしい、と。クラヴリーの攻撃は速く重く、そして獣けもののような強さとしつこさがある。クラヴリーの注意がルナを叩くことに向けられているため、今のところはどうにかなっているが──

「……フゥ──ッ」

　不意に、クラヴリーは大きく息を吐はき出して構えを解いた。それからエルバをきっと睨にらむ。

「埒らちが明かない。ここは問題を切り分けるべきなんだろう。君の魔神と戦う前に、まずは目め障ざわりな君を殴なぐり倒たおす。どうにでもなると思っていたが、君もどうしてなかなか強い」

　クラヴリーは腕を肩かたから回し始めた。右、左、とやった後、両手を下ろしてブラブラと振ふる。

「準備運動も終わったことだし、そろそろ本気を出すか」

　そのセリフには、さすがにエルバも動どう揺ようを隠かくしきれなかった。

「……てめえ、今何つった……？」

「この程度が私の実力と思ってもらっては困る」

　首を一ひと巡めぐりさせて、クラヴリーはニッと笑った。

「今までのはいわば新兵訓練キャンプだ。ここからは実戦編だな……！」

　言い終わるが早いか、クラヴリーは一瞬でエルバの目の前に出現すると、エルバの胸に拳こぶしを叩き込んだ。

「!!」

　為なす術すべなく、エルバは吹ふき飛んだ。どうにかみぞおちへの直撃は避けたが、息が詰つまったままに地面に叩きつけられる。

　そしてその時には、クラヴリーはエルバの頭側に立ち、右足をバックスイングしていた。

　瞬間移動したようにしか見えなかった。あるいは、クラヴリーの双ふた子ごがエルバの着地点で待ちかまえていたか。何も考えず、エルバは身を横に投げた。直後、クラヴリーの足が空を切る。

　這はうような格好でエルバは素す早ばやく距きよ離りを開け、立ち上がる。拳をねじ込まれた箇か所しよは、いまだに鈍にぶい痛みを放っていた。時間がたつに連れ、ますます痛んでくるように思えた。

「冗じよう談だんだろ……！」

　胸を押さえながら、エルバは声に出して言った。なるほど、今までのは熟練兵が新兵をかわいがる程度のつもりだったらしい。これはもう、エルバの太刀たち打うちできるレベルではなかった。

「気持ちはわかる」クラヴリーは言った。「だが、現実を認めることだ」

　クラヴリーは滑すべるように進み、エルバに近づく。

「クソッ！」

　エルバは大きく踏み込み、サーベルを突つき出した。素早く、力も乗った、会心の一いち撃げき──のつもりだったが、

「ハァァ！」

　短く気合いを放つ、サーベルを避ける、カウンターでエルバの顔面に拳を叩たたき込む。三つの行こう為いを、クラヴリーは同時に行った。

「…………!!」

　悲鳴は言葉にならなかった。エルバの首が後方に折れ曲がる。

　さらにクラヴリーは容よう赦しやなく左、右と拳を叩き込む。いいように叩かれ、エルバは吹き飛ばされ、受け身も取れずに地面に倒れ込んだ。

「ぐう……」

　意識が飛びかけた──が、縁ふちでぎりぎり踏ふみとどまり、なんとか立ち上がって、サーベルを構える。全身が悲鳴を上げていたが、休むことはエルバには許されなかった。

「ぬおああ──ッ！」

　絶ぜつ叫きようしながら、エルバはクラヴリーに向かって正面から突っ込んだ。

「いいね。がむしゃらに突き進む若者ってのはいいものだ」

　コメントを発する余よ裕ゆうを見せながら、クラヴリーはサーベルを避よけると、もう一度エルバにカウンターパンチを叩き込んだ。




「……はあ、くっ……」

　何か言おうとしたテッキだったが、呼吸の乱れを抑おさえきれず、口から漏もれたのは意味のない音だけだった。

　付け焼き刃ばのチキュウ空手の割に、テッキはかなり善戦していると言えた。しかしリデルとの実力差は大きく、そして何より体力で劣おとっていた。繰くり返される組み打ちのうちに、細身のテッキの体力は削けずられ、大いに消しよう耗もうしていた。肩を上下させて、荒あらい呼吸を抑えようとするが、動どう悸きは収まる気配がない。

「そろそろノックダウンか？　ああん？」

　一方、リデルは平静そのものだった。

「そもそも、この俺にチキュウ空手で勝とうってえ発想が間ま違ちがってるんだよ」

　もはや、言い返す気力もなかった。デスドレッドデーモンの消えることのない眼光に射すくめられ、思わず身を縮める。

「おいおい、我らが博物館館長が、何を情けねえ格好してんだ！」

　叱しつ咤たするように、ボルが大口を開く。

「シャキッとしろよな！　負けると思ったらそこで負けだぜ」

　テッキはフッと息を漏らすと、

「……あなたにそんなことを言われるとは、ワタクシもヤキが回ったものですね……」

　背筋を伸のばし、改めてリデルと対たい峙じした。目を閉じて精神統一を行った後、

「決着をつけましょうか……！」

　真っ正面からリデル目がけて突とつ撃げきした。

　それは無策の突撃と見えた。なんら奇きをてらうでもなく、ただ正直に突っ込んでいく。

「どうせ死ぬなら、華か麗れいに死にたいってか……！」

　勝利を確信したリデルは、天動説の構えでテッキを待ち受けた。

　接せつ触しよくした瞬しゆん間かん、テッキを放ほうり投げる。今まで何千回、何万回と繰り返してきた基本的な型であり、失敗するはずもない。確実な手て応ごたえが、リデルの全身に伝わってきた。

　投げた体勢から、リデルは頭を上げ、敵の姿を視し認にんする。とどめの一撃をねじこむために。思った通り、テッキの姿は空中で上下逆さまとなっていた。

　しかし一点、思った通りでなかったこともあった。




　逆さまになったまま、テッキはリデルに向け、弓を引き絞しぼっていた。




　ボルの姿が変へん化げしていた。触手を上下に分けて伸ばし、弧こを描えがくその姿は、大弓だった。触手の先せん端たんの間には一本の弦つるが張られ、その弦にテッキは矢をつがえている。

　ボルの塵器ストライカーだ。

　テッキは矢を放つ。反応できず、矢はリデルの肩かた口ぐちに突き刺ささった。逆バツク流ワードの痛みはわずかだったが、放たれた矢の勢いで体勢が崩くずれ、テッキに追い打ちをかけることができない。

　テッキも空中で姿勢を正せず、肩口から地面に着地、転てん倒とうした。わずかな間、身を丸めたまま肩を震ふるわせていたが、やっとのことで顔を上げる。

「こいつは……」

　肩口に刺さった矢を見て、リデルはあらかじめミナから教わっていたことを思い出した。

「おまえの塵器か。だが、紋様クリプト防御ウオールを破ることはできてねえな」

　矢は薄うすい緑色をしていた。しかし本来、紋様クリプト解析アナライズが済み、紋様アンチクリプト破壊ストライクが放てるようになっている塵器は色を増し、強きよう烈れつな光を放っているはずである。

「それはそうだけどよおーッ」

　ボルはリデルの言葉は認めた。が──

「ちょっと昔話を聞いてくれねえか？」

「……ああん？」

　戸と惑まどうリデルに構わず、ボルは話を始めた。

「昔、俺はチキュウ空手の使い手と契けい約やくして、八眼デイアボリツク争覇パーテイを勝ち抜ぬいたことがあったんだけどよお。そいつと組んでる時には、必勝パターンってのがあってな」

「必勝パターンだあ？」

「ああ。天動説の構えから一回ぶん投げてやる。それだけだぜ」

「投げるだけじゃあ勝てねえだろうが」

「まあな。でも、ただ投げるだけじゃねえ。投げて、相手の身体からだと接触した瞬間、自分の身体の一部を相手の身体に貼はり付けてやるのよ。見えねえところにな。そいつは虚きよ体たいに潜もぐり込んで、相手の身体を紋様解析する」

　ボルの話の示すところを悟さとり、リデルはびくりとした。肩口の矢に目をやる。

　肩口が不意に小さく隆りゆう起きすると、なにか小さな物が出てきた。

　目玉から足が生えた悪あく魔ま──ボルをそのまま縮小したような物体だった。そいつはリデルの視線を受けると触手を挙げて応え、それから突き刺さった矢と一体化し、吸い込まれていった。

　途と端たん、塵器がまばゆい緑色の光を放ち始めた。

「あとは、紋様解析が済むのを待つだけってわけだ。魔神みたいに紋様防御を幾いく層にも構えているような奴やつは時間がかかるが、魔神でも契約者でもない奴だったらものの五分で済む」

　リデルは慌あわてて塵器を引き抜こうとした──が、矢は虚体に根でも張っているかのようにがっちり埋うまり、どんなに力を込こめても抜けない。

「な、ちょ……おい！」

「おっと。一度ロックした以上矢は外れないし、悪魔を解放することもできねえぜ！　塵ちりより生まれしもの、塵へと還かえれ──！」

　ボルが常じよう套とう句くを口にする。塵器を中心に、風が巻き起こり始めた。

　緑色の光は急速に増していく。矢を抜くのは不可能だと悟ったリデルは、一いつ瞬しゆん自失した後、

「……クソッタレェェ──ッ!!」

　突進した。負けを悟った者のヤケクソな突撃だった。

「先ほどの言葉をそっくり返しましょうか──」

　最後の気合いを振ふり絞り、テッキは身を起こした。あわせてボルが構えを取る。

「どうせ死ぬなら、美しく散りなさい……！」

　力任せの突撃は、逆に言えば御ぎよしやすかった。接触した瞬間、テッキはボルに身をゆだね、リデルをきれいに投げ飛ばした。

「ぬぐあああ──ッ!!」

　リデルの巨きよ体たいが宙に舞まったその瞬間、風が逆巻いた。

「紋様破壊!!」

　テッキの絶叫とともに、緑色の嵐あらしが立ち上った。

　荒あれ狂くるう風がデスドレッドデーモンの巨体を切り裂さき、砕くだき、壊こわした。リデルは竜たつ巻まきに巻かれて生身を晒さらし、回転しながら地面に墜つい落らくする。

　間を置かず、光と竜巻は消え去った。

「……これで……」

　テッキは肩を落とし、重い足取りでリデルのもとに近寄った。リデルは両手両足を地面に投げ出し、白目を剝むいて気絶していた。身体をバラバラに破は壊かいされる感覚を逆流として味わったのだ、そう簡単には目を覚まさないだろう。

　決着がついた──そう思った瞬間、緊きん張ちようの糸が切れた。ふらり、と風に吹ふかれたロウソクの火のようにテッキの身体が揺ゆらぎ、その場に膝ひざと手をつく。

「……テッキ！」

　サクラとファルナが、テッキのもとに駆かけ寄っていく。

　しかしテッキはもう一度頭を昂こう然ぜんともたげると、

「まだです……！」

　力を振り絞しぼり、立ち上がった。

　アーチ門に目をやる。あの門の向こうでは、まだエルバとルナが戦っているはずだった。

「二人は、こいつを見張っていなさい。目を覚ましそうになったら、力ちから一いつ杯ぱい殴なぐってもう一度気絶させるんですよ」

　サクラの目を見て命令する。

「テッキは……？」

　サクラの質問に、テッキは答えなかった。答える余よ裕ゆうもなかった。ひょこひょこと疲つかれ切った足取りで、門へと歩み寄る。

　門は頑がん丈じようで、テッキの万力ごときで壊すのは無理だ。だが──

「でも、ワタクシには能力逆流スピンオフがありますからね──」

　いかに堅けん牢ろうな門といえど、風が吹き込む隙すき間まくらいはある。能力逆流で自らの身体を無形と化せば、入り込むことはできるだろう。

「そりゃ、行けるけどよ」ボルは反論した。「その身体でまだ戦うつもりかよ」

「当然です。エルバに任せていては、不安ですからね──」

　息も絶え絶え、といった調子で言う。

　ボルは少々考え込んだが、

「わかったよ」と納なつ得とくした。「だたし、状じよう況きようによっては速そつ攻こうで逃にげるからな」

「……結構です」

　周囲の塵が、テッキを包み込む。テッキはすぐに輪りん郭かくをなくし、扉とびらの向こうへと溶とけるように消えていった。

　直後、門の中から凄すさまじい絶ぜつ叫きようが轟とどろいた。




　何度目か、エルバが壁かべに激げき突とつする──と、もとよりひびの入っていた天てん井じようが、衝しよう撃げきで崩ほう落らくした。大小の瓦が礫れきが、真下のエルバに降り注ぐ。大きな音がして、粉ふん塵じんがもうもうと立ち上った。

「……や、これで決着かな」

　これではさすがに立ち上がってこられないだろう、とクラヴリーは背を向けて、ミナの加勢に赴おもむこうとする。ところが──

「戦いの最さ中なか、敵に背中を向けるのはよくねえな……」

　瓦礫の中からの声に、クラヴリーは足を止めた。

　瓦礫は、エルバの周囲にだけ降り注いでいた。エルバの身体を直撃するはずだった瓦礫は、エルバのわずか上方で、空中にピタリと止まっている。

「氷結の能力逆流か」

　粉塵が赤く染まっているのを見て取り、クラヴリーは言った。

　瓦礫の下から這はい出し、エルバは立ち上がった。能力逆流を解除すると、浮ういていた瓦礫が一いつ斉せいに落下する。再び粉塵が巻き起こり、エルバはうっかりそれを吸って思い切り咳せき込んだ。

「まだだ。まだ終わっちゃいねえ……！」

　と言ってファイティングポーズを取るエルバは、もうふらふらだった。服はあちこち裂け、顔面には乾かわいた血がこびりついている。頰ほおにできたアザは、時間がたてば大きく青黒く腫はれ上がることだろう。構えたサーベルの切っ先もふらふらと揺れ、なかなか落ち着かない。

　それでも、エルバはいまだに戦意を喪そう失しつしてはいなかった。

「技量はともかくとして、その心は新兵からはほど遠いようだな」

　クラヴリーは感かん嘆たんを込こめて言った。

「何故なぜなんだ？　どうして、そこまでして戦おうとする？」

「望みを叶かなえるためだ」

　当たり前のことを聞くな、という調子でエルバは答える。

「八眼デイアボリツク争覇パーテイにかけた望みを叶えるためにも、ここで負けるわけにはいかねえんだよ」

「その望みとは？」

「父親の仇かたきを取る」

　問われるがまま、エルバは答えていた。

「俺の父さんは、前回の八眼争覇に参加して、そして殺された。俺は、父さんを殺した奴やつを捜さがし出して、仇を取る。そのために八眼争覇に参加した……」

　キッ、とエルバは頭をもたげ、クラヴリーを睨にらんだ。ボロボロになって尚なお、その眼光は失われていない。むしろますます輝かがやきを増しているかのようだ。

「この程度のことでくたばるわけにはいかねえんだよ。あんたにだって、叶えたい望みがあるだろ？　あんただったら、この程度で望みをあきらめるのか？」

「……フッ」クラヴリーは笑った。「や、一本取られたようだな」

「だったら、かかってこい」

　空いている手で、エルバは手招きした。

「君のファイティングスピリットには敬意を表したい──」

　クラヴリーはそう言って、後方を振り返った。

「だが、あっちの方で決着がつきそうだ」




「ぬぐあッ!?」

　ミナのドリルは、ルナの肘ひじを捉とらえ、塵器ストライカーを持つ腕うでごと吹き飛ばした。

　ルナの右腕、肘から下は、塵器を握にぎったまま空中をくるくると舞まった。

「…………！」

　ミナはドリルを解除すると、羽は衣ごろもを投げて、ルナの右腕に巻き付けた。ぐいっと引っ張ると、ルナの右腕はこらえきれずに炸さく裂れつして、塵をまき散らしながら消しよう滅めつしていく。

　塵器はさらに数回転したのち切っ先から地面に落ち、トスッと刺ささってからぺたんと倒たおれた。

　塵器のすぐそばに、ルナは尻しり餅もちをついていた。左手で右腕の傷口を押さえるが、かなりの勢いで虚きよ体たいが塵ちりになって消えていく。

「こりゃ、治らないな……」

　ルナはあくまでも余裕の表情を見せていた。が、その言葉には焦あせりが色いろ濃こく出ている。

「敢あえて私の策に乗ってきたみたいだけど、裏目に出たようね」

　ミナは両手で羽衣を投げた。羽衣はルナの身体からだに巻き付いて、幾いく重えにも縛しばり上げていく。

「う、うあああ──ッ!?」

　全身から塵が吹き上がり始め、ルナは悲鳴を上げた。

「紋様クリプト防御ウオールを破壊する」

　事務的にミナは宣告した。外側からじわじわと紋様クリプト解析アナライズを行い、確実にルナを破壊する心づもりだ。

　ルナの全身から立ち上る塵は、導かれるように流れ、クラヴリーの両腕のガントレットに吸い込まれていった。吸えば吸うほど、ガントレットは黄色い輝きを増す。

「ルナ！　なにやってんだ！」

　叫さけびながら、エルバはクラヴリーに斬きりかかった。視界の外から攻こう撃げきを仕し掛かけたつもりだったが、クラヴリーはするりと切っ先を回かい避ひする。

　エルバは反撃を覚かく悟ごした──が、カウンターは返ってこなかった。

「なめるな……！」

　連続して斬りかかるものの、クラヴリーはひょいひょいと避よけるばかり、反撃には出てこなかった。けれどもその間、塵はますます吸い込まれ、ガントレットの輝きはいや増していく。

　ルナはただ呆ぼう然ぜんと、光を増していくガントレットを眺ながめ続けていた。

「ふざけんなァァ──ッ!!」

　エルバは絶叫した。

「なにをぼーっとしてやがる！　一人だけさっさとあきらめてんじゃねえェェ──ッ!!　バカ！　死ね！　じゃなくて死ぬな！」

　ヤケクソになって、自分でもよくわからない罵ば声せいを浴びせる。

　何かに打たれたかのように、ルナはハッと息を吞のみ込んだ。

「バカとか死ねとか、好き放題言ってくれる……！」

　ルナはもがき始めた。羽衣を外そうと試み、落ちている塵器を拾おうと身体をねじる。

　しかし、ミナは両手を動かし、ルナの行動を徹てつ底てい的に邪じや魔ました。意に反して暴れる操あやつり人形を押さえ込むかのように。

「私、あなたのあきらめのいいところが好きだったんだけれど」

　表情を動かさず、ミナは言った。

「あきらめのいい奴、エルバは嫌きらいだってさ！」

　冗じよう談だんを口にしつつ、その表情にはいつもの余よ裕ゆうはない。万ばん事じ休すか、という思いから目を背そむけ、ルナはひたすらにもがき続けた。

「……ぬああ……あああ──ッ!!」

　彼らしからぬ凄すさまじい絶ぜつ叫きようを、ルナは喉のども裂さけんばかりに振ふり絞しぼり、上げた──




　次の瞬しゆん間かん。

　ミナの胸の中央に、赤い塵器が突つき立っていた。ルナの右腕に握られた塵器が。

　ルナの右腕が、突とつ然ぜん復活していた。

「……な……」

　ミナとルナ、両者ともに惚ほうけた表情を浮かべていた。ミナはむろんのこと、ルナにも何が起きたのかわからなかった。

　が、自失の状態から立ち直るのは、ルナの方がわずかに早かった。

「……塵より生まれしもの、塵へと還かえれ──!!」

　その場で紋様アンチクリプト破壊ストライクの文句を唱え始める。ルナの塵器はミナの深しん奥おうを貫つらぬいていたため、一瞬で赤い輝きに染まっていた。二人を中心にして風が吸い上げられ、上じよう昇しよう気流が巻き起こる。

「な……ミナ!!」

　異常を察知したクラヴリーが、ミナを助けようと駆かけ寄る。慌あわてて紋様破壊を打ち返そうとするが、紋様解析はまだ不十分で、なにより遅おそすぎた。

「紋様破壊!!」

　ルナのかけ声とともに、風が逆巻く。

　急激に巻き起こった赤い風はミナの姿だけを溶とかし、一瞬で塵へと還した。

「ミナ……ミナ……!?」

　風はクラヴリーをも吹ふき飛ばした。ふわりと浮ういたかと思うと、その身体は紋様破壊の赤い光の中へと消えていく。

　エルバも光に包まれた。もはや立っていることもかなわず、両足が地面から浮くのを感じる。

　狭せまい屋内で紋様破壊の嵐あらしは暴ぼう虐ぎやくの限りを尽つくし、瓦が礫れきや砕さい片へんを生んでは宙に巻き上げていった。




　光と風が収まる。

　屋内に残された者たちは、誰だれもが呆然としていた。

　うずくまるエルバも、転てん倒とうしているクラヴリーも、当のルナも──

　──そして、テッキとボルも。

　テッキは、ルナのすぐ横で四つんばいになっていた。ボルの力を借りて立ち上がると、パンパンとドレスに付いたほこりを払はらった後、

「あの──ちょうど今、決着がついたのでしょうか……？」

　恐おそる恐る尋たずねた。直立するのもつらいのか、背にした扉とびらにもたれてしまう。

「……どこから入ってきた？」

　クラヴリーの声。見れば、クラヴリーは紋様破壊の嵐に巻き込まれたにもかかわらず、意識を保っていた。気絶せずに耐たえ抜ぬいたのか、それとも一瞬で気絶状態から回復したのか。

　するとボルが大口を開けて答えた。

「無形の能力を使ったのよ。ただ、なんでもう元の姿に戻もどっているのか──」

　お目々をぐるりと動かして、ボルは契けい約やく相手の姿を眺め回した。テッキはテッキの姿をしている。ベヘモスの鼻クソのような姿ではない。

「そうか、そういうことか……！」

　一人、ルナが納なつ得とくしたような声を上げた。

「何が起きたのか、やっとわかった。あの瞬間、都合良くボルが入ってきてくれたんだよ──外から塵を持ち込んで」

「……塵だと？」

「正確には虚体を、だけどね。あの時、僕は右みぎ腕うでを蘇よみがえらせようとした──扉の隙すき間まから、少しでも塵が漏もれ入ってはいないか、って思って」

「そうしたら、ボルとテッキが入ってきたってわけか……！」

「テッキちゃんがまとった虚体を吸い上げて、僕の右腕は再生した。そして無む我が夢む中ちゆうの内に塵器ストライカーを拾い上げ、ミナを貫いた──ということだったんだね。やっと納得した」

「つまり」エルバは要約した。「まったくの偶ぐう然ぜんで勝ったってことか」

　エルバはクラヴリーに視線を投げた。同時にクラヴリーもエルバを見返していて、二人の視線が絡からみ合う。

　サーベルをつかみ直すと、エルバはクラヴリーの正面に立ち、切っ先をクラヴリーの鼻先に突きつけた。

　クラヴリーは頭を左右に振ると、まっすぐにエルバを見た。その表情には、諦てい観かんの笑えみが張り付いていた。

「や、大したものだ。どうやら、気づかぬうちに油断していたらしい──」

　自分の目から円盤レンズを──ミナの円盤、黄色い魔ま王おうの瞳ひとみを取り出すクラヴリー。

「負けは負けだ。煮にるなり焼くなり、好きにするといい」

　長いことエルバはクラヴリーをじっと見つめていたが──

「決着はついた」低い声で言った。「あんたはもう契約者じゃない。ってことは、あんたを敵とする理由はなくなった」

　サーベルを引っ込めると、ルナに向かって投げつけた。

「……あと、実際問題として、もうあんたを殺すだけの体力はない……」

　そして、エルバはその場に膝ひざをついてしまった。

　クラヴリーは驚おどろいた顔を見せたが、すぐに真顔になると、無言のままに頭を下げた。




　開け放たれた大扉から出てきた一同の姿を見て、サクラとファルナは息を吞のんだ。

　エルバもテッキもボロボロになって、肩かたを貸してもらってやっとのことで歩いていたからだ。しかも、エルバに肩を貸しているのはクラヴリーである。サクラもファルナも二人の敗北を一いつ瞬しゆん覚かく悟ごした。

　しかしよく見ると──テッキに肩を貸しているのはルナだった。

「よおう！　俺達の勝ちだぜ！　ゲハハハ──ッ！」

　テッキの袖そでから触しよく手しゆが一本はみ出して、下品な笑い声を立てた。

「なんだよ、びっくりさせんな……！」

　ファルナが憤いきどおり混じりに言う。

「ま、俺もなぜだか勝ってしまって、びっくりしてるんだがな……」

　エルバが苦しげに呟つぶやいた。サクラ達のすぐそばまで来たところで、クラヴリーの肩から離はなれて自力で立とうとする──が、すぐにふらりと揺ゆれてその場に膝をついてしまう。

「しっかりしなさい、エルバ……！」

　叱しつ責せきしてテッキもルナの肩を押しのけ、エルバを立たせようとする。けれど、身体からだがまともに動かないのはテッキも同じだった。がくりと膝が崩くずれ、思わずエルバの背中に手をついた。

「ゲェ──ッ!?」

　のしかかられて、エルバは悲鳴を上げた。

「ああ……すみません……」

　あまりの声にテッキは手を引っ込め、結局尻しり餅もちをついてしまった。二人して身を寄せ合い、お互たがいにもたれ合う格好になる。

「おまえこそしっかりしろ」

　エルバが言い返すと、テッキも険しい視線を投げ返す。

「あなたがしっかりしていないから、ワタクシが死ぬほどひどい目に遭あわされたんでしょうに。人を責める前に我が身を省かえりみなさい」

「うるせえ。おまえ、だからって俺にとどめを刺さそうとするこたねえだろ」

「さっきのは、ワタクシがよろめいた場所であなたがぼーっとしてたのが悪いのです」

「仕方ねえだろ、こっちだって死ぬほどひどい目に遭わされたんだからよ……！」

　その言葉を、エルバは最後まで言うことはできなかった。テッキと言い争っている内に何故なぜだか愉ゆ快かいな気分になってきて、しまいにはケタケタと笑い声を立て始めたのである。つられて、テッキも思わず笑い出してしまった。二人の笑い声は、夜の空の下で妙みように甲かん高だかく響ひびいた。

「大変」サクラがごく真しん剣けんに言った。「情じよう緒ちよ不安定になってる。これはかなりの重傷ですね」

「そうだな」エルバは笑いながら答えた。「このまま笑い死にしそうな気分だ。……痛ァ！」

　いきなり全身に電でん撃げきのような痛みが走り、エルバはぴたりと笑いを止めた。クラヴリーに殴なぐられた脇わき腹ばらあたりを押さえて悶もん絶ぜつする。

　そんなエルバ達を尻目に、クラヴリーはリデルのそばにしゃがみ込んでいた。リデルは長らく気絶したきりだったが、人の気配に気づいて目を覚ました。

「……あれ、大将」

　リデルの声に、クラヴリーは軽く頭を下げた。

「すまん。負けた」

「……なんですって」

　驚いて、リデルはさっと身体を起こした。見やれば、すぐそこにクラヴリーを破った者達がいた。最前線の野戦病院の患かん者じやみたいな姿をした二人が。

　ひるがえって自らが主あるじと仰あおぐ人物を見ると、特に目だった外傷もなく、ピンピンしていた。

「……本当ですかい？」

「ま、信じられないのも無理はないだろう」クラヴリーは認めた。「彼らの、最後まで勝利をあきらめないという姿勢に負けたのさ」

　そう言って、クラヴリーはエルバ達に向き直った。

「頼たのみがある。その、悪あく竜りゆうの円盤のことなんだが」

　クラヴリーは、カバンを指さした。問題のカバンは現在、サクラが両手で抱だきかかえていた。

「君達に任せたい。悪あしき意志を持つ者の手に落ちないよう、君達が守るんだ」

　す、とクラヴリーは鍵かぎを差し出した。

「……いいのかよ。俺達が信用できないから、円盤を回収しようとしたんじゃないのか」

「ミナがいなくなってしまった以上、私の力だけでは守りきれない。となると、君達を信用するしかないと思う。それに、──」

「それに、なんだ」

「君達と戦って、悟さとった。君達は信用できる人間だと思う」

「…………そうかよ。なら……ギャーッ!!」

　何事か言い返そうとしたエルバだったが、自らの悲鳴によって中断された。テッキがエルバを支えにして立ち上がったからだった。

「わかりました。ならば、ワタクシ達は、あなたの信しん頼らいに応こたえましょう」

　姿勢を正し、テッキは返答し、代表して鍵を受け取った。

「よろしく頼む」

　クラヴリーは一礼した。

「再び縛ばくに就つくことになるが、仕方がない」

　エルバとテッキは顔を見合わせた。クラヴリーが賞金首であることを、すっかり忘れていた。

「あのな」エルバが言った。「俺達がこんな状態で、あんたらを捕つかまえられると思うのか」

「そうですね。あれだけの賞金額を見み逃のがすのは誠に残念ですが──あなた方と関かかわっている内に、あなたが本当に虐ぎやく殺さつの首しゆ謀ぼう者しやなのか、疑わしくなってきましたのでね」

「……それじゃ──」

　言いかけてクラヴリーが一歩踏ふみ出した時、それは起きた。




　事前にそれに気づいたのは、ファルナだけだった。

　刃やいばがクラヴリーの背面から迫せまり、身体を貫つらぬこうとしている──その光景が目に入ったのは。

　声をかけても間に合わないタイミングの中、ファルナは本能的に動いていた。

　両目にはめていた円盤、ジャンピングサテュロスを召しよう喚かんし、その脚きやく力りよくで地面を蹴けった。

　強ごう引いんにクラヴリーと刃の間に割り込んで、ファルナは肩かた口ぐちで刃を受け止めた。刃は悪あく魔まの虚きよ体たいを貫かん通つうするものの、クラヴリーまでには届かない。




「…………!?」

　エルバ達の目に入ったのは、ジャンピングサテュロスがカタナに貫かれている姿だった。

　突とつ然ぜんのことに誰だれもが一いつ瞬しゆん呆ぼう然ぜんとするが、すぐに状じよう況きようを把は握あくする。悪魔を召喚したのはファルナで、ファルナが喚よんだ悪魔を貫くカタナの持ち主は──女海かい賊ぞくの姿をした魔神、ネアだった。

「チィィ──ッ！」

　大きな舌打ちをして、ネアは憤ふん怒ぬの形相を悪魔に向けた。

「邪じや魔まを──」

　カタナを握にぎる手に力を込こめると、

「するなァァ──ッ!!」

　刺さった刀をそのまま斬きり下ろし、虚体を裂さいた。

　エルバ達が介かい入にゆうする間もない。ネアはさらに空いている手を伸のばしてサテュロスの頭を捕まえると、

「燃えろッ!!」

　獄ごく炎えんの能力を放ち、サテュロスの全身を炎ほのおで包んだ。

「うあああ──ッ!?」

　悲鳴を上げるファルナ。

「何をする!?」

　サーベル片手にルナが突進する。

「ハ！」

　ネアは炎上するファルナにさらに一ひと太刀たち浴びせて蹴け倒たおし、ルナへとぶつけようとした。

　ルナは赤い霧きりを放出して悪魔の虚体を固定した。そのまま青い炎に干かん渉しようし、火消しを試みる。炎は虚体をなめつくし、燃やす対象を失って消えていった。その下から現れたファルナは──

「…………」

　完全に気絶していた。倒たおれ込んできたファルナの身体からだを、エルバが抱き留める。

　ファルナを蹴った反動で、ネアは大きく引き下がっていた。カタナを肩に担かついだ格好で一同をねめつける。

「なんだよ。せっかくガーディアンをぶっ殺せるチャンスだと思ったのにさあ──」

「どういうつもりだ！」ルナが声を荒あららげる。「ついさっき、ミナは退場した！　彼を殺す理由は無いだろう！」

「八眼デイアボリツク争覇パーテイ上はないけど」ネアは言い返す。「ネアさんの契けい約やく相手から頼まれたんだよねえ」

　カタナをちゃっと構え、サクラが抱いているカバンを示す。

「今の話、聞いてたぜ。それが悪竜の円盤なんだろ？　それの在処ありかさえ判明したら、それ以上ガーディアンを生かしておく理由はねえってな……！」

「……なんだと……!?」

　驚おどろくクラヴリー。

「さくっと殺してさくっと帰るつもりだったのにさあ。どうしてくれるんだよ」
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　そう言ってから、ネアはエルバとテッキに目をやった。激げき闘とうでボロボロになっている、二人の契約者の姿に。

「せっかくだから、ついでに魔神を二人潰つぶしておこうか……ねえ？　ルゥゥナルナァァ」

　目を細めて、ネアはカタナをなめた。

「…………！」

　テッキはすぐさま戦いの構えを取った。しかしダメージは深刻で、虚勢を張っていることが丸見えである。

「漁夫の利──とても響ひびきのいい言葉だよなァァ──！」

　ニヤニヤと笑いながらネアはカタナを振ふり下ろし、一歩を踏み出した。

　が、ちょうどその時──

「ちょっと待ったァァ──ッ！」

　よく通る少女の声が轟とどろいた。

　全員が中庭入口に目をやる。そこにはオーラン先住民の少女と電光の魔神が立っていた。

「やっと見つけたと思ったら、こんなところに出くわすとはな！」

　カエデはカタナを抜ぬくと、その切っ先をネアに向けた。既すでに眼鏡めがねは外している。

「一戦やらかして消しよう耗もうしているところを狙ねらうのは道にもとる！　それでも戦いたいというのなら、この私がお相手つかまつる！」

「獄炎の魔神、相手に不足はないでおじゃるな」

　マロもやる気を見せ、鉄てつ鞭べんを両手の中でくるくる回転させる。

「あーらら」

　対照的に、ネアは急激にやる気を失っていった。

「間の悪いこと。こりゃおとなしく引き下がるのが賢けん明めいなようだな……じゃ、またね、ルゥゥナルナァァ」

　ネアは投げキッスをルナに放ほうると、素す早ばやく後退し、アーチ門の奥へ消えていった。

　ネアの姿が見えなくなって、一同は緊きん張ちようを解いた。すぐにファルナのことを思い出し、倒れているファルナのもとに集まる。

　ファルナはぐったりとしていた。カタナで切り裂かれて出血は激しく、エルバが抱だき上げると血がべっとりと付いた。目は閉とざされ、呼吸は弱い。

「ファルナ！　ファルナ！」

　耳元でエルバとクラヴリーが叫さけぶ。その声が届いたのか、ファルナは薄うす目めを開けた。瞳ひとみだけを動かして、二人を見つめる。

「しっかりしろ！　何故なぜあんなことをした!?」

　叱しつ責せきのような問いかけのような、厳しい声をクラヴリーはかける。

　考え込むようにファルナは黙だまっていたが、やがてその唇が動く。

「……わからねえ……」

　唇が閉じると、瞳も閉ざされた。そして、そのままファルナは動かなくなった。
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　ある日を境に、私立探たん偵ていペルガメントはブルティエールから姿を消した。

　彼の失しつ踪そうが人々の話題に上ることは、ほぼなかった。彼を知る人間は多かれ少なかれ迷めい惑わくを被こうむっており、「殺してやりたい」とまでは言わないにせよ、できれば知らない場所で自分とは無む縁えんでいてほしいと思っていた。よって、彼の存在はすぐに忘れ去られていった。たまに彼の名を思い出す者がいても、きっと奴やつは新たなる金づるを求めてブルティエールの外へ行ったのだろうという程度にしか考えなかった。




　デスドレッド島から脱だつ走そうした重罪犯達は、今もって約半数が逃とう亡ぼう中である。

　軍警察は大量の報賞金をかけることで、脱走犯捕ほ縛ばくにかける軍警察の姿勢を市民に示したわけだが、懸けん賞しよう金きんに目がくらんだ賞金稼かせぎがはやりすぎて市中の至る所で乱闘騒さわぎを起こすという副作用ももたらした。ケチャップ屋前の乱闘をはじめとして、無用の小こ競ぜり合いがあちらこちらで発生し、それらの鎮ちん圧あつに軍警察が人手を割さかねばならないという事態となった。しかし今いま更さら賞金額を下げるわけにもいかず、そしてなにより脱走者の首しゆ魁かいクラヴリー・ガーディアンが捕つかまっていないということもあって、混乱状態はもうしばらく続くものと思われる。







　近所の生花店で買ってきた花束を担かついで、エルバは病室に静かに入室した。

「エルバ君……」

　ベッドのそばに腰こし掛かけていたサクラが立ち上がり、エルバから花束を受け取る。脇わきの花か瓶びんをテーブルに移し替かえ、花を取り替える作業を始める。

　サクラと入れ替わり、エルバは椅い子すに座って、ベッドに横たわるファルナを見つめる。ファルナの瞳は相変わらず閉ざされたまま、開かれる気配はなかった。

　あの日、ファルナは速そつ攻こうで病院に運び込まれた。手当の結果、ファルナは一命を取り留めた──が、二日たっても三日たっても意識を取り戻もどすことはなかった。

「ネアの炎の影えい響きようだろう」ルナは言ったものだ。「彼女の炎は、人の精神にも影響を及およぼす。カタナで虚きよ体たいを裂かれたところに火を放たれたからね……かなりの重じゆう症しようだと思うよ」

　事実、医師にもこの昏こん睡すい状態が何を起因とするのか、把は握あくできないようだった。今はただ、いつか目覚める時が来ることを信じて祈いのり続けるしかない。

「……ファルナ」

　声が届いていることを祈りつつ、エルバは語りかけた。

「おじさんが、迎むかえに来てくれるそうだ。頼たのむから、それまでには目を覚ましてくれよ……」

「迎え、ですか」

　サクラが呟つぶやく。エルバは首をひねってサクラを見やった。

「電報の返事が届いた。ファルナを引き取って、あっちで看病するってさ」

「……そうなんですか」

「君達に迷惑かけるのも悪いしな」

「迷惑だなんて思ってないですよお」

　サクラは首を振ふる。しかしエルバとしては、サクラ達の厚こう意いに甘え続けるわけにはいかなかった。

「せっかく、家族が増えたみたいだったのに……もうお別れなんて、そんなのないですよ」

　ひび割れた声で、サクラはファルナに声をかける。

　エルバも黙り込んでしまったが、気を取り直したように姿勢を正すと、

「お別れと言っても、一時のことだ。いつかまた元気になって、博物館に戻ってくる」

　空元気で声を張り上げる。

「そう……そうですよね……」

　サクラは何度も頷うなずいた。

　エルバは改めて、ファルナをじっと見つめる。彼の心は、自責の念で一いつ杯ぱいだった。

　たしかにブラナは言った──己おのれの依より代しろとしての資格を有するか試ためすため、八眼デイアボリツク争覇パーテイの参加者には色々なものを捨てさせる。大事な物を犠ぎ牲せいにしてでも願いを叶かなえたい、という強固な意志の持ち主でなくては魔ま王おうの依代は務まらない、という趣しゆ旨しのことを。

　ファルナがこうして犠牲になるのも、既き定てい路線だったというのか？

　ファルナを犠牲にしてなるものか、と誓ちかったというのに、ファルナは今こうして眠ねむりに就ついている。俺は何をしているんだ、とエルバは憤いきどおらずにはいられなかった。

　今はとにかく、ファルナが回復することを祈るよりなかった。







　テッキもサクラと交代でファルナの看病に当たっていたが、博物館にいる時には事務作業に没ぼつ頭とうしていた。

　ある朝、博物館前に縛しばり上げられた二人の男が転がされていた。うち一人は片方の角が削けずり取られたオーラン先住民だった。その断面は、以前エルバが渡わたされた角の断面と一いつ致ちする。

　サクマとゾンマー、ネアが提供を申し出た脱走犯二名だった。あの晩あのようなことがあったにもかかわらず、ネアは約束を守って、博物館に二人を置いていったのである。

「ま、悪魔ってのは、一度交かわした約束は守ろうとするからな。基本的に」

　というのが、ボルのコメントだった。

　ネアのような輩やからからのプレゼントを受け取るべきか否いなか、テッキはさんざん考えた末に、受け入れることにした。自分のネアに対する感情はともかくとして、この二人が島を抜ぬけ出した脱だつ走そう犯はんであることは間ま違ちがいなかった。それにクラヴリーとは違い、彼らが島流しされるだけの重罪を犯おかしたという事実に議論の余地はない。テッキは彼らを軍警察に突つき出し、ブルティエールの治安の向上を手伝うこととした。

　報賞金によってある程度まとまった金が入ってくると確信したテッキは、書しよ斎さいにこもって様々な書類に目を通し、あるいは自ら書類を作成するという作業を開始した。

「報賞金を受け取るだけで、そんなに書類を書かなきゃならねえのかよ」

　ある時、テッキを呼びに書斎に入り込んだエルバは、デスクの上に積まれた書類の山を見み出いだし、げっそりとした。

「報賞金の手続き自体はもう終わってますよ」

　作業に従事しながら、テッキは背中で答えた。

「そろそろ博物館開館に目め処どがつきそうですからね。でも、単に展示物を揃そろえて正門を開いて、はい来て下さいーってわけにはいかないのですよ。とにかく、色々あるのです」

　極きわめて事務的な態度をテッキは取っていた。が、その様子には取り繕つくろっているところがあった。洪こう水ずいを抑おさえる堤てい防ぼうのように、決けつ壊かいの前兆とおぼしきものが見え隠かくれしている。事務作業に没ぼつ入にゆうすることで、喪そう失しつ感を埋うめようとしているのだ。

　むしろエルバは感心した。以前まではファルナとさんざんいがみ合っていたというのに、このような状じよう況きようになってテッキは動どう揺ようを隠しきれずにいる。常に仲が悪いように見えて、いつの間にやらお互たがい必要不可欠な存在となっていたのか。

　何の気なしに書類をのぞき込む。テッキは左手でペンを握にぎり、何かの申しん請せい書しよのようなものに書き込みをしているところだった。意外にも、テッキの字はあまり美しくなかった。

「おまえの字、思いの外、ずいぶん汚きたないな」

　言った途と端たん、テッキが振り向く。殴なぐられる、と思ってエルバは身構えかけたが、何も飛んでこなかった。しかし、エルバは意外な思いをすることとなった。

　テッキが、心底傷ついたような顔をしたのだ。

「……すまん」反射的にエルバは謝っていた。「悪かった」

　エルバの素す早ばやい謝り方に、テッキも自分がどんな顔をしているのか気づいた。すぐに普ふ段だんの険悪な表情に戻し、ぷいとそっぽを向く。

「六年ほど前に、利きき手を無くしたばかりですのでね」

　しまった、とエルバは顔に手を当てる。

「本当にすまない。短たん慮りよだった」

　長いことテッキはエルバをじーっと睨にらんでいたが、ふっと表情をゆるめると、

「本当にすまないと思っているのであれば、代筆をしてもらいましょうか」

「いいだろう」エルバは素直に受け入れた。「ただし、俺の字はもっと汚いぞ」

「ちょっと！」テッキは叫さけんだ。「だったら人のこと言えないでしょうが！」

「だから言っただろ。短慮だったって」

　そう言われると、テッキとしてもそれ以上追つい及きゆうのしようがなかった。投げる言葉が思いつかず、肩かたを落とす。

「……そういえば、まだ約束を果たしていませんでしたね」

「約束？」エルバは眉まゆをつり上げた。「してたっけ」

「ワタクシが右手を無くした経緯いきさつを教える、と約束したではありませんか」

「いや、それはもう聞いたと思うが……」

　と言いつつ、エルバは先日の会話を思い出す。

　テッキの右手に関する話題は、サクラの割り込みによって中断された。しかし、話はもう十分になされ、あとの経緯は想像力で十分に補える──とエルバは思っていた。万力で右手を固定されたところに、鉈なたを持った仮面の男がやってきて、テッキの右手を斬きり落とした──というところまで細かく話すというのか？

「いいえ。まだ顚てん末まつまで話してはいません」テッキはきっぱりと言った。「仮面の男が、ワタクシの右手を斬り落とした。そう思っているのでしょう？」

「……そうじゃないのか？」

　エルバの言葉に、テッキは苦り切った表情を見せた。

「世の中には、他人に右手を斬り落とされるより、もっと恐おそろしい事があるのですよ」




　目を覚ました時、テッキは作業台の上にうつぶせに寝ね転ころがされていた。

　凄すさまじい激痛で、意識が急速にはっきりしていく。伸のばしている右手を引っ込めようとしたら、またもや激痛が響ひびく。見やると、右手が万力に挟はさまれ、がっちりと固定されていた。

「…………!?」

　引こうが押そうが、テッキの手が外れる気配はなかった。十二歳の少女の腕わん力りよくでは、それは不可能だった。それどころか少しでも力を込こめるたびに、異常な激痛が走る。肉が圧あつ迫ぱくされ、血がにじみ出していた。

「……ハンドル……！」

　万力には締しめ具合を調節するレバーがあるはずだ、とやっとのことでテッキは気づいた。できるだけ右手に痛みを与あたえないよう、慎しん重ちように身体からだをひねって、万力のレバーの側へ乗り出す。

　ところが、そこには穴が開いているきりだった。万力を開け閉めするボルトを回転させるレバーは抜け落ちていた。

「そんな……！」

　思わず、穴の部分を指でつまんだ。全力でねじりにかかる。もちろん、ボルトは一ミリたりと回転しなかった。しかしテッキは、絶望的な気持ちに押しつぶされそうになりながら、その指先に全力を込めた。痛みやらなにやらでわけがわからなくなりつつ、必死に力を込め、なにか役に立つものはないかと周囲を見回す。

　その時はじめて、部屋の中にいるのは自分だけではないことに気がついた。

　仮面の男は、驚おどろくほどすぐそばに立っていた。仮面で顔を、マントで身体を隠してはいたが、その声から男であることはわかった。

「レバーは抜いておいた」

　鉄製の細い棒状のレバーを、男はテッキによく見えるようにかざした。

「……返して！」

　とテッキが叫ぶのを待って、あらぬ方向へと放ほうり投げる。

　そして、代わりにマントの下から鉈を取り出した。

「…………」

　その意図を悟さとり、テッキは全身から血が引いていくような感覚に襲おそわれた。

　巨きよ大だいな鉈だった。身は重く、刃はは鋭するどい。自重だけで、少々のものは真っ二つにできそうだった──例えば、テッキの右手首とか。

「やめて！　お願い……やめて……！」

　もはや、テッキには慈じ悲ひを乞こうことしかできなかった。

　テッキの様子を意に介かいすることなく、仮面の男は鉈を振ふり上げた。

　テッキは覚かく悟ごして、目を閉じた。右みぎ腕うでに鈍にぶい衝しよう撃げきが来るのを予期し、身体を縮める。

「…………」

　ところが、衝撃はいつまでたってもやってこなかった。

　恐る恐るテッキは目を開ける。

　仮面の男は鉈を手放し、作業台の上、テッキのすぐそばに置いていた。

　呆ぼう然ぜんとするテッキを尻しり目めに、仮面の男は足あし下もとに置いていた油の缶かんを持ち上げ、部屋の隅すみの方に向かった。蓋ふたを開けると、壁かべや床ゆかに油をまき始める。

　まき終えると、仮面の男は天てん井じようから吊つるされていたランプを手に取った。火が入ったままのランプを無造作に投げつける。ランプは砕くだけて中の火が油に着火、壁は一気に燃え上がった。

「これでよし」

　仮面の男は呟つぶやいた。それからテッキに語りかける。

「すぐにこの建物は炎ほのおに包まれる。梁はりが落ちてくるのが先か、煙けむりが充じゆう満まんするのが先か、──まあとにかく、ここでぐずぐずしていたら死ぬだろうな」

「放して！　万力外してよお！」

　半はん狂きよう乱らんになってテッキは叫ぶ。

「人の話はちゃんと聞くんだ」対照的に、仮面の男は落ち着いたものだ。「君に生き残る方法を教えてやる」

　その言葉に、テッキはピタリと黙だまり込んだ。

「その鉈なたで、右手を斬きり落とすんだ……自分でな」

　男は言った。

　テッキは自分の手首を見て、鉈を見て、そしてもう一度自分の手首を見た。

　想像するだけで、目の前が真っ暗になった。

「どうして……どうしてこんなことするの……」

　弱々しい声でテッキは問いかける。

「それはあの男、チェビアト・ナイトロンドに聞くことだな」

　わずかながら、仮面の男の声に怒いかりがこもった。

「今からあの野や郎ろうをブチ殺しに行くから、話を聞けるとすればあの世でだろうがな。運良く生き残ったら、余生を悪行を積み重ねて過ごすといい……あの男は地じ獄ごく行き間ま違ちがいなしだから」

　男は身を翻ひるがえすと、

「んじゃ、グッド・ラック」

　二本の指を立てた手を振って、そのまま部屋の外へ出て行ってしまった。

「…………」

　青ざめた顔で、テッキは男の背中を見つめていた。その背中に鉈を投げつけてやろうか、と一いつ瞬しゆん思うが、やめた。それは、自分が助かる可能性をドブに捨てるのと同義だった。

　自分の腕を斬り落とす──それだけが、生きるための唯ゆい一いつの可能性。

　作業台は、刃は物もので切られた程度では傷つかないよう加工されたものだった。鉈一本で万力を固定している箇か所しよそのものを切り取るのも不可能だ。とあれば、右手を落として逃にげるよりなかった。

　テッキは鉈を持ち上げた。ずっしりと重く、片手で持ち上げるのは一苦労だった。刃はきっちりと研といである。これで斬りつけたらどれだけ痛いのか──想像するだけでボロボロと涙なみだが出てきた。

　手首が傷つき、血が流れる様を思うだけで身がすくみ、身体が動かなくなる。しかしためらっている間にも炎はどんどん勢いを増していった。炎の熱がテッキの肌はだを焼き、煙も徐じよ々じよに噴ふき出している。

　このままためらい続けていれば、間違いなく死ぬ。それは厳然たる事実だった。

　だったら、もうやるしかない。

　覚悟を決めて、テッキは左手に持った鉈を高く振り上げた──

[image: ]




「そのあとは、もうひどいものでしたよ」

　目を閉とざしたまま、テッキは語った。

「お話みたいに、一撃ですぱっと斬れるものでもありませんからね。ワタクシは何度も何度も、自分の右手首に鉈を振り下ろしました。傷口はグチャグチャだし死ぬほど痛いしで、もう……」

　テッキは言葉を失った。身体を丸め、身を震ふるわせる。怒りに身を震わせているのか、とエルバは思ったが、そうではなかった。

　テッキの顔は、恐きよう怖ふに青ざめきっていた。今も忘れることのできない鮮せん烈れつな恐怖が、テッキの肩かたを震わせている。

　エルバは、黙ってテッキを見守るしかなかった。

　やがて、テッキは身体をゆっくりと起こした。しばらくの沈ちん黙もくの後、話を続ける。

「……その後、ワタクシは運良く助けられ、一命を取り留めました。でも、あの時の体験は決して忘れられるものではありません。ワタクシが今みたいな性格になってしまったのも、あのようなことを体験してしまったからなんでしょう」

　自じ嘲ちよう気味に、テッキはフッと笑った。

　エルバは何も言い返せなかった。テッキの凄せい惨さんな体験談に吞のみ込まれ、黙るしかなかった。どのような慰なぐさめの言葉もむなしく響くように思えて仕方がなかった。

「──悪かった」

　そこで、エルバは謝ることにした。

「なにがですか」

「その──興味本位でそんなことを聞いてしまって」

「いいんですよ」テッキは答えた。「これを見て、不思議に思わない方がどうかしています。この万力はもうワタクシの身体からだの一部です。まあ少なくとも、こうして書類を書く時、文ぶん鎮ちんが無くても困らずに済みますし」

　言って、テッキはデスクの上の書類を押さえつけた。

「なるほど。嵐あらしが来ても吹き飛びそうにないな」

　エルバは感じたままに言った。

「それに、いつかあなたには言おうと思っていましたから。同じ八眼デイアボリツク争覇パーテイの参加者としてね」

「……そうか。その仮面の男ってのは、八眼争覇の参加者だったな」

「ええ。そして、ワタクシどもの共通の仇かたきである、憎にくき敵です。あの男に復ふく讐しゆうを果たす、その一事を決して忘れないようにするため、ワタクシはその時の万力をこの通り、義手代わりにしているのです」

　またも、エルバは押し黙ってしまった。テッキの恨うらみの深さに、自分の心も吸い込まれていくような感覚を覚える。

「問題は、声以外、その男について何も知らないということなのですが──」

「……僕が、ちょっとは情報提供できるかもしれないね」

　テッキが喋しやべっている最さ中なかに突とつ然ぜん、ルナがベランダの大窓を開けて、部屋の中に入ってきた。

「うああ！」テッキは声を上げた。「どこから入ってくるんですか！　ここは二階ですよ！」

「細かいことは気にしない」

　その一言で、ルナはテッキの抗こう議ぎをはねのける。

「僕の知らないところで、テッキちゃんがそんな目に遭あっていたのか。本当にすまなかった」

「……別に、ルナが謝ることではないでしょうに」

「そうかな。僕とチェビアトがそいつを抑おさえていれば、そんなことにはならなかったのに」

「そうかもしれませんけど……」

　と言いつつ、テッキははっと気づいてルナに質問した。

「ルナは、チェビアトを殺した男を知っているのではありませんか？」

「残念だけど、そうでもない。ただし、彼が契けい約やくしていた魔ま神じんは知っている」

　ちょっと言葉を切り、エルバとテッキに気を持たせてから、ルナは言った。

「ヤミ・ヤタ、闇やみ照てらしの魔神。今回の八眼争覇ではまだ姿を現していない、最後の魔神だね」

「ヤミ……」エルバはちょっと言いよどんでから、「俺が夢で見る、倒たおれた父さんのそばに立っていた奴やつか」

「おそらく、そうだね。彼の特とく徴ちようは一つ目の仮面を被かぶっていること、そして契約主にも自分と同じ格好をさせること。多分、テッキちゃんが見たのとエルバが見たのとはほぼ同一の装しよう束ぞくだと思うね。中身が違ちがうだけで」

　その言葉に、エルバとテッキは顔を見合わせた。

「ヤミは、自分の契約主を徹てつ底てい的に隠かくす」ルナは説明する。「ネアと同じようにね。ネアと違うのは、彼女の場合は契約主の存在すら隠して個人行動するのに対し、ヤミの場合は仮面を被せた契約主を前面に押し立てて活動するという点だけど」

「そのヤミとやらを倒せば、前回の契約相手の名前を聞き出せるかもしれないってことか」

　エルバが結論を言う。

「しかしその前に、ネアとかいう強敵が出てきたな。問題は相変わらず山積みだぞ」

「そうだね。ミナが退場したことで、ネアが活動を開始するだろう。覚かく悟ごはいいかな」

「当然」テッキは断言した。「新たに、ファルナの仇を討うつという義務が増えましたからね」

「そうだな」

　エルバも答える。

「奴だけは、八眼争覇云うん々ぬんなど関係ねえ。許すわけにはいかねえな……」

　たとえファルナが生け贄にえにされる運命だったとしても、それとこれは別の話だ。この落とし前は必ず付ける、とエルバは固く誓ちかった。







　東番外地の狭せまい街路を、大きな袋ふくろを背負った一人の女がふらふらとさまよい歩いていた。

　粗そ末まつな身なりをしたその姿は、いかにも東番外地の住民という風だった。周囲をうろつくゴロツキ連中、子供達も、一いつ瞬しゆん女に目はやるものの、こいつはカモじゃないと判断して無視する。

　しかし、注意深い人間がよく見れば、女のふらふらとした歩き方は偽ぎ装そうだということがわかったはずである。

　歩調とは対照的に女の足取りに迷いはなく、迷めい路ろのような街路をするすると進んでいくと、とあるくすんだ色の壁かべが立ちはだかる建物の前に立った。素す早ばやく周囲を見み渡わたし、人目がないのを確かく認にんしてから、扉とびらを開けて潜もぐり込む。

　入ってすぐの部屋に、目的の人物はいた。女は直立すると、一礼した。

「おはようございます、少しよう佐さ」

　おおよそ東番外地の住人とは思えない、きっちりとした口調で挨あい拶さつする。

「おはよう、デイジー」

　男、クラヴリー・ガーディアンは軽く手を挙げた。

「しかし、少佐という呼び方は止やめてくれないか。もう十年も前の話だぞ」

「私にとっては、少佐は少佐であります。他ほかの呼び方など考えられません」

　デイジー・コ・クラストは几き帳ちよう面めんに返答をした。それからクラヴリーの横にいるリデルを指さして、

「こいつだって、大将と呼んでいるではありませんか」

「曲解すんじゃねえぜ」リデルは言い返す。「俺は親しみを込こめて大将って呼んでるんだ。軍の階級の大将って意味で呼んでるんじゃねえ」

　リデルとデイジー、この両名はかつて軍に所属し、クラヴリー・ガーディアン少佐づきの従じゆう僕ぼくを務めていた仲だった。諸事情あって二人ともオーラン虐ぎやく殺さつ事件には同行しておらず、よって虐殺事件の冤えん罪ざい被ひ害がい者しやの一人になるという運命を免まぬかれることができた。クラヴリーの流る刑けい後、デイジーは警察の方に行き、リデルは軍を抜ぬけて裏社会の住人となった。追う者と追われる者、という風に二人は袂たもとを分かったが、ただ一点において二人は共通の思いを抱いだき続けていた。すなわち、敬愛すべき主人クラヴリー・ガーディアンは無実である、という思いを。

　デイジーとリデルは表社会と裏社会の両面から、ブルティエールに残されたクラヴリーの妻エリスを守り続けた。クラヴリーの帰き還かん後もこのスタイルは役に立った。リデルはクラヴリーの側について裏社会での便べん宜ぎを図はかり、デイジーは脱だつ走そう対策班に潜り込んで軍警察の情報をクラヴリーに流し続けていた。ペルガメントの件がばれたのも、このルートである。

「ところで、こちらの方はどなたですか」

　デイジーは話題を変え、横手を見つめた。

　見つめられた人物は慌あわてて姿勢を正すと、一礼した。

「カエデ・ニカイドウという。よろしく」

　挨拶を返してから、デイジーはクラヴリーに説明を求める視線を投げた。

「新しい俺の庇ひ護ご者しやだ……ということになるのかな」

「そんなところでおじゃるな」

　カエデの背後からマロがぬっと顔を出す。そのご面相にデイジーは思わず一歩退ひいた。

「ほう。マロのハンサムフェイスに畏おそれを抱いておじゃるかな」

　クラヴリーは親指でマロを指さした。

「見ての通り、こいつには目がない。自分の顔を見たことがない奴やつだから、許してやってくれ」

「失礼なことを」

　マロは赤い唇くちびるを割り、舌を出した。真ん中に一個のお目々が埋うまっている舌を。

　ショックのあまり、デイジーはその場に崩くずれかけた。リデルが飛び出してデイジーの身体を押さえる。

「フホホ。失神するほど感激したでおじゃるか」

「やれやれ」クラヴリーは嘆なげいた。「俺を守ってくれる新しい幽ゆう霊れいはこんな奴か。ミナの方が数倍良かった」

「まあ、その点は積極的に反論はできないな」

　控ひかえめな言い方で、カエデは認めた。

　あの日の晩、ファルナを運ぶ荷馬車を待っている間、カエデはエルバ達に宣言したのだった──「この二人は私が預かる」と。

「ネアを追い返したのは、自分でガーディアンを殺すためかよ」

　とのエルバの問いに、カエデは首を振ふって答えた。

「そうではない。ガーディアンは私の仇かたきではない、とブラナから言われた」

「……ほお」

「だが、そう言われたからといって、はいそうですかとすぐに納なつ得とくできるか？　だから、彼は一体何者なのか、見み極きわめさせてもらう」

　そう宣言して、エルバ達はそれを承認した。ファルナのことで手が一いつ杯ぱいで、よけいなことにまで関かかわっていられないという思いが働いたのだろうが。というわけで、カエデとマロはクラヴリー、リデルと行動をともにしているのだった。

　規律の塊かたまりのような人間が突とつ然ぜん舞まい込んできて、リデルはかなり迷めい惑わくしていたが、一方でクラヴリーはカエデのことを好意的に受け入れていた。

「いつまたあの魔ま神じんに襲おそわれるかもしれないからな。妙みような格好だが、魔神に守ってもらえるのはありがたい」

　というのがクラヴリーの意見だった。

「しかし、ミナが消されてしまったのは残念だ。本当に残念だ。メイドが四六時中ついていてくれるようで、すごく楽しかったんだが」

「あー、わかりますわかります」リデルが相あい槌づちを打った。「監かん獄ごくじゃ女っ気なんて期待できませんからねえ」

「物は相談だが、デイジー」クラヴリーはデイジーに言った。「今度ここに来る時は、メイドの格好をしてみてくれないか」

　デイジーはにっこりと笑って、答えた。

「少しよう佐さ殿どのにこういうことは言いたくないのですが──クソ食らえであります」

「そうか。それじゃ……」

　クラヴリーはカエデに目を向けた。

「断固として断る。斬きるぞ」

　眼鏡めがねをずり下ろし、裸ら眼がんでカエデはクラヴリーを睨にらんだ。

「チッ。メイドが一人いるだけで、逃とう亡ぼう生活も明るく華はなやいだものになると思うんだが」

「わかりやした」

　バンと膝ひざを叩たたき、リデルが身を乗り出した。

「大将がそんだけ言うんなら、一ひと肌はだ脱ぬぎやしょう。俺がメイド服を着て、──」

「すまん、それは遠えん慮りよする」クラヴリーは素す早ばやく答えた。

「見たくないであります」とデイジー。

「斬るぞ」とカエデ。

「そもそも着られるメイド服などないでおじゃろ」とマロ。

　集中砲ほう火かだった。リデルはひどく傷ついた顔をした。

「ひでえなあ。俺は人間の良心ってやつを信じてるのに、そこまでボロカスに言うか。俺の繊せん細さいなハートに傷が付いたぜ」

「おまえのメイド姿なんて見せられたら、私の感受性に傷が付く」

　カエデは容よう赦しやなく言い捨てた。

「それはともかく……」

　リデルはさらに何か言おうとしたが、一いつ瞬しゆん早くデイジーが強ごう引いんに話題を変えた。

「今日は大事な話を持ってきました。例の件です」

　その言葉にリデルは口を閉じ、クラヴリーは軽く身を乗り出した。

　デイジーはもう一つ、重要な任務をクラヴリーから請うけ負っていた。軍警察に脱走対策班を組織させ、法外な額の懸けん賞しよう金きんをかけるなど、クラヴリーの捕ほ縛ばくに躍やつ起きになっている人物は誰だれなのか──ということを調べる任務を。

　早い段階から、クラヴリーは感じ取っていた。クラヴリー捕縛に動く、大きな力の存在を。十年前に大事件を起こした囚しゆう人じんが帰ってきたのである、大おお騒さわぎになるだろうとは思っていたが、それにしても軍警察の反応は過か剰じようだった。

　そこで思い起こされるのは、島へ拷ごう問もん吏りを送り込み、悪あく竜りゆうの円盤レンズの在処ありかを吐はかせようとしていた「意志」の存在である。軍警察の動きは「意志」と同質だった。かなり権力に近いところからその「意志」は発せられている。

　その震しん源げんには誰がいるのか？　クラヴリーの身で容易に調べられる事こと柄がらではない。が、デイジーという適任者がいた。震源に近いところで働いているコ・クラストという警官が。クラヴリーはデイジーに「ルシアン・パラドールなる人物」というキーワードを与あたえ、調査を依い頼らいしたのだった。

「ルシアン・パラドールという男は、ある人物の手先となって働いています。おそらく、その人物が少佐を狙ねらっているのだと思います」

　とまで言って、デイジーは言葉を切った。

「いいところで切るなよ」リデルがじれて言う。「さっさと言え」

「その……」

　デイジーはなにやらためらい続けていたが、ついに意を決してその名を口にした。

「……なんだと……？　馬ば鹿かな、あいつは──」

　その名を、最初クラヴリーは信じることができなかった。

　しかし、冷静になって考えてみて、クラヴリーはあるファクターに気がついた。

「……円盤か」

「おそらくは」デイジーは頷うなずいた。「彼は、そのために少佐の肩かたを持ったのでありましょう。少佐が死し刑けいになれば、悪竜の円盤の行方ゆくえは完全にわからなくなってしまいますからね……」

「なるほどな──」

　クラヴリーはすっくと立ち上がった。長らく中空を呆ぼう然ぜんと眺ながめていたが、やがて視線を落とすと、真顔で言った。

「諸君。どうやら私は、答えにたどり着いたようだ。十年間探し続けていた答えに」

　カエデ、マロ、リデル、デイジー──全員の視線がクラヴリーに集まる。

「十年前、私が犯おかした本当の罪は何だったのか？　実にシンプルな答えだ──私は、信用してはならない人間を友人だと思っていた。俺の命を救ってくれた、恩人だと」

　そこまで比ひ較かく的にこやかな表情で語っていたクラヴリーだったが、不意に言葉を切ると、早足で部屋の隅すみの方へ行った。もっとも太い柱に狙いを定めると、

「クソがァァ──ッ!!」

　絶ぜつ叫きようとともに、渾こん身しんの右ストレートを叩きつけた。

　特にリデルとデイジーは、飛び上がらんほどに驚おどろいた。クラヴリーがこのように度を失うのを見るのは初めてだったからだ。理り不ふ尽じんな判決をもらった日も、少なくとも外見上は従しよう容ようとした態度を保ち、静かに退たい廷ていしていったというのに。

「そんな些さ細さいな罪で──この報むくいか！　この十年間は何だったんだ!?」

　クラヴリーが柱を殴なぐるたび、建物全体がぐらぐらと揺ゆれた。さすがにリデルとデイジーが飛びかかり、クラヴリーの腕うでを抱かかえて止める。

「大将！　落ちつけって！」

「少しよう佐さ！　周りに聞こえます！」

　言われて、クラヴリーは落ち着きを取り戻もどした。

「……そうだな」

　すぐに身体からだから力を抜ぬいて、腕を落とす。それからカエデに向き直って話しかけた。

「君の力を借りたい。君にとっても悪い話ではないはずだ」

「あ……ああ」

　クラヴリーの豹ひよう変へんにドギモを抜かれていたカエデは、突とつ然ぜん話を振ふられて、曖あい昧まいに返事することしかできなかった。







　総そう督とく府の地下には、議員専用の地下駐ちゆう車しや場じようがある。

　この時期、議会は閉会中なので、議員専用駐車場の一角はがらがらだった。数台の馬車がぽつぽつと置かれているだけで、閑かん散さんとしている。

　奥の扉とびらが開いて、一人のスーツを着た議員が現れた。

　彼の名はサイクス・バルヒーヨ、バルミダの英えい雄ゆうと呼ばれる男。最近は街頭演説を数多くこなしており、よく見かける顔である。この日も総督府での諸仕事をこなした後、街頭演説に向かう予定だった。

　自分の馬車に向かって歩いている最中、バルヒーヨはある異変に気がついた。

「……御ぎよ者しやはどうした？」

　いつも通りであれば、馬車内で待機しているはずの御者がバルヒーヨの接近に気づき、出てくるはずだった。御者は馬型悪あく魔まを召しよう喚かんし、自らを馬車にくくりつけて引っ張るのである。

　ところが、すぐそばまで近づいても御者は出てこなかった。それどころか、気配がない。

「んんん～？　寝ねているのか？」

　バルヒーヨは窓から馬車内をのぞき込み、眠ねむりについている御者を発見した。

「……あれま。道理で気配がないはずだ」

　ただし、それは永遠の眠りだった。永年勤めていた御者は、顔面に鮮せん血けつを流しながら、白目を剝むいてぐったりとしていた。

　突然、四方からバンバンと扉が荒あらく開け放たれる音が響ひびく。振り向くと、周辺に停とめられている馬車から、次々と悪魔が飛び出してきた。その数、全部で八体。バルヒーヨがまごまごしているうちに、八体の悪魔はバルヒーヨを取り囲んだ。

「サイクス・バルヒーヨ！」

　リーダーとおぼしき、ワータイガーを召喚している男が叫さけんだ。

「我々、西部憂ゆう国こく同盟が貴様に天てん誅ちゆうを下す！」

　八体の殺気だった悪魔に囲まれていながら、バルヒーヨはのんきとしか言いようのない態度で構えていた。

「……西部憂国同盟……？　初耳の組織だな」

　西部内乱以前も以降も、西部独立を目指す団体は大小、合法非合法併あわせて山ほどある。そのうちの一つ、小さくかつ非合法な団体の一つなのだろう、とバルヒーヨは判断する。

「理解しなくて結構！」ワータイガーは怒ど鳴なる。「貴様は我々、西部人の苦しみや悲しみを全く知ろうともせず、苛か烈れつな政治を敷しいてきた！　よって貴様を誅殺する！」

　死刑宣告をバルヒーヨは黙だまって聞いていたが、やがて口を開くと妙みようなことを言い出した。

「最近、空耳がひどくてねえ。今の言葉、俺を殺す、という風に聞こえたんだが……？」

「空耳ではない！」

　ワータイガーは短く答えた。

　すると、バルヒーヨは声高く笑い始めた。ブルティエール市民なら誰だれもが知っている、「バルヒーヨの高笑い」である。この笑い声には何故なぜか人々を魅み了りようする力があり、彼が好意的に受け入れられる理由の一つとなっていた。

「俺を殺す。こりゃ傑けつ作さくだ。地下活動なんかやめて、コメディアンに転向すればいいのに」

「……やれ！」

　これ以上語るだけ無む駄だ、とワータイガーは全員に号令をかけた。それに伴ともない、七体の悪魔がバルヒーヨに一いつ斉せいに襲おそいかかる。

　バルヒーヨは慌あわてず騒さわがず、片手をすっと上げると、パチンと指を鳴らした。次の瞬しゆん間かん──

「ぎゃおあああ──ッ!?」

　七体の悪魔は、同時に青い炎ほのおに包まれた。

　七様の悲鳴が上がり、悪魔たちはのたうち回る。虚きよ体たいは焼かれて塵ちりへと還かえり、力ちから尽つきた者から順番に崩くずれ落ちていく。

　程ほどなくして炎は収まり、バルヒーヨを囲むのは「七体の悪魔」から「七人の気絶した男」に変わった。

　最後の一体、ワータイガーは、あまりの光景にあとじさりを始めていた。

「な……なにが起きたんだ……!?」

「理解しなくて結構」

　バルヒーヨはワータイガー目指してゆっくりと歩き始めた。

　ワータイガーは、さらにあとじさりした。生身の人間に、悪魔が気け圧おされる。端はたから見れば滑こつ稽けいな眺ながめだったが、ワータイガーはそうせざるを得なかった。

　やがて、ワータイガーの背中が壁かべに付く。横に逃のがれようとしたが、それより早くバルヒーヨの手が伸のびて、ワータイガーの首を捕つかまえた。

「ヒッ！」ワータイガーは悲鳴を上げた。「やめて……助けて……！」

「んんん～？　助かりたい？」

　バルヒーヨは口元に小さな笑えみを浮うかべた。

「そう言われたら、俺も鬼おにじゃない。助けてやってもいい」

「ほ……本当か!?」

「条件がある。この場で『私は地下活動をやめて、コメディアンに転向します』と誓ちかうんだ」

「……な……」

　ワータイガーは当とう惑わくしたが、生きるチャンスを摑つかむためにはどうこう言っていられなかった。

「誓います！　コメディアンに転向しますから、助けて……！」

　ワータイガーは大声で叫んだが、バルヒーヨはよく聞こえないとばかり手を耳に当てた。

「んんん～？　最近空耳がひどくてねえ」

「だから、転向するって……！」

「なになに？」バルヒーヨは割り込んだ。「『品行方正で清せい廉れん潔けつ白ぱく、容よう姿し端たん麗れいで才さい色しよく兼けん備びなバルヒーヨさんの命を取ろうとして申し訳ありませんでした。この愚おろかな私を罰ばつし、神の裁きにあわせて下さい』……だって？　ああなるほど。実に清い心がけだ」

「ちょ……そんなこと言ってな……！」

「うるせェェ──ッ!!」

　いきなり叫んで、バルヒーヨはワータイガーを燃やした。

「ギャアァァ──ッ!?」

「この俺が死し刑けいっつったら死刑だ！　地じ獄ごくに堕おちろこのアホンダラァァ──ッ!!」

　苦しみのあまりワータイガーは身をよじるが、バルヒーヨは軍で鍛きたえた腕わん力りよくでその動きを封ふうじる。そのうちワータイガーの動きは弱くなり、ついには腕うでがだらりと落ちた。虚体が燃え尽き、召しよう喚かん主しゆが姿を現す。手をぱっと放すと、その身体は真下にすとんと落ちた。

　とどめとばかり、バルヒーヨは男の顔面を全力で蹴け飛とばした。壁にもたれる格好だった男は、衝しよう撃げきでべたんと地面に崩れ落ちた。

「……先生……！」

　遠くから、バルヒーヨを呼ぶ声がする。振り返ると、ルシアン・パラドールが駆かけ寄ってくるのが見えた。

「遅おそいじゃないか、ルシアン」バルヒーヨは肩かたをすくめた。「罰として、こいつらの後始末は任せるぞ」

「能力逆流スピンオフを使ったんですか」

　全力で駆けつけたルシアンは、膝ひざに手をついて呼吸を整えようとした。

「こんな所で。誰だれかに見られたらどうするんです」

「そんな時は、知らない奴やつが焼しよう身しん自殺で抗こう議ぎを試みたとでも言うさ。警備の連中はどうしてるんだ。買収されたか？　まったくこいつらと来たら、なんてことをしてくれるんだ。また事務作業が増えるだろうが」

　バルヒーヨはもう一度男を蹴飛ばした。

「まあまあ」ルシアンは抑おさえにかかる。「死人を鞭むち打うつのは感心しませんね」

「今は八眼デイアボリツク争覇パーテイに集中しなきゃならない時なんだぜ。せっかく円盤レンズの在処ありかが判明したってのに、クラヴリーを殺すのは失敗するし、ここじゃ集団焼身自殺だ。縁えん起ぎを担かつぐ方じゃないが、幸さい先さき悪いな」

「信心が足りないんじゃありませんか？」

　ルシアンの指し摘てきに、バルヒーヨは一瞬黙だまり込んだ。

「たしかに。悪あく魔まに魂たましいを売った人間に、神様が慈じ悲ひをくれるわけがないな。神と悪魔を同時に信じて何が悪い、と俺は思っているんだが」

「神様はその意見を受け容いれないでしょう」

「博愛主義の何が悪いんだ。まあとにかく、後始末は頼たのんだ」

　軽く手を振ふり、バルヒーヨは歩き始めた。

「どこに行くんです」

「水を飲んでくる。人を焼くと水が飲みたくなる」

　そう言うと、返事も待たず、バルヒーヨはブラブラと歩き去ってしまった。調子はずれの鼻歌を口ずさみながら。

　獄ごく炎えんの魔神ネア・ネアの契けい約やく者しや、サイクス・バルヒーヨ。本格的な活動を開始する彼の登場は、新たなる嵐あらしをブルティエールに、八眼争覇に巻き起こす。
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　こんばんは。六塚です。

　レンズと悪魔三巻、魔ま神じん攘じよう戮りくをお届けします。

　このシリーズも三冊目です。なかなか順調でありこれも読者の皆みな様さまのおかげです。これから先、八眼争覇の戦いはより混こん迷めいの度を増していきますので、今後ともおつきあい頂けますようお願いします。




　サブタイトルについて。




　言うまでもなかろうとは思いますが、もちろん造語です。攘じよう夷いの攘に殺さつ戮りくの戮。作中における脱だつ走そう者しや軍団の本土への「上陸」とかけているわけですな。

　当て字というやつは油断すると「夜よ露ろ死し苦く」「仏ぶつ恥ち義ぎ理り」等々、端はたから見るとこっぱずかしい代しろ物ものに成り果てる場合が往々にしてあるものですが、この場合はどうでしょうね。話の内容を言い表しているつもりでもあるのですが。個人的には。




　南の島について。




　今回の物語は本土から遠く離はなれた南の島、デスドレッド島から始まります。南の島が舞ぶ台たいだからといって、水着の娘むすめッ子など一人も出てきやしませんがね。「南の島」と聞いて「流る刑けい島とう」と返すこの俺は、ライトノベル作家としていかがなものなのか。




　まあ実際に出すとなれば、ドースにおける水着はいかなる代物か、そもそもドース社会において海水浴という娯ご楽らくが存在するのかというあたりから考えなければなりませんが。海かい棲せいの悪魔が徘はい徊かいしているであろうドースの海で遊ぶという行こう為いが一いつ般ぱん的てきに定着しうるのかどうか。ちょっと面おも白しろいテーマだから、いずれネタにしてみるか。




　流刑島といえば日本だったら八はち丈じよう島じまが有名ですが、デスドレッド島は主としてイギリスの流刑地オーストラリアをモデルとしています。もっとも、本土からの距きよ離りは八丈島並みですが。オーストラリアからの島しま抜ぬけは無理がありすぎる。




　一般的に流刑は死刑に次ぐ重い刑けい罰ばつであり、作中でもデスドレッド島は重罪人が送られる場所として描えがいていますが、オーストラリアの場合は軽けい微びな罪でも流刑地にされていたようです。オーストラリアが流刑地として活用されていた十八世紀頃ごろ、イギリスの法は極きわめて苛か烈れつで、今の感覚では微び罪ざいとしか思えない軽犯罪でもビシバシ死刑が適用されたのだとか。で、あまりの苛烈さに裁判官も陪ばい審しん員も死刑適用をためらい、罪状を低めに見積もって判決を軽くし、結果として流刑が増えたらしいです。まあ植民地の開かい拓たくという意味合いもあったんでしょうけど。




　日本では政治犯が流罪にされるというイメージが強いですね。江え戸ど時代は普ふ通つうの犯罪者も八丈島に送られたらしいですが、八丈島の流人第一号は関ヶ原の戦いの西軍副大将、宇う喜き多た秀家ですし、時代を遡さかのぼれば後ご醍だい醐ご天皇やら源頼朝やら崇す徳とく上皇やら菅原道真といった、戦争もしくは権力闘とう争そうで敗れた日本史上の有名人がたくさんいます。その後再起を果たして中央政権に凱がい旋せんしてみたり、あるいは怨おん霊りようとなって中央政権に仇あだ為なしてみたりという様に、処断を下した側に後々ろくでもない結果をもたらす場合も多いようですが。

　作中に出てくるとある人物も（あとがきから読む人もいるだろうと思うので一応伏ふせておきます）、どちらかといえばこっち寄りの罪人です。彼が今後ドースの中央政権に害を為すかどうかは、今後のお楽しみということで。







　想像上の武術について。




　日本で最も有名な架か空くう武術はおそらく北ほく斗と神しん[image: 拳]けんなんでしょうが、架空武術の元祖としてバリツを外すことはできません。

　かのシャーロック・ホームズがライヘンバッハの滝たきでモリアーティ教授との死し闘とうを演じた時、彼は「日本に伝わるバリツという武術」の心得でもって教授を滝つぼに叩たたき落としたと語っています。

　バリツとは一体何なのか。柔じゆう術じゆつの一種ではないかというのが一般的見解のようですが、その正体は謎なぞです。

　一体いかなる代物なのか。

　どのような歴史と体系を持つ武術なのか。

　どんな技わざがあるのか。そもそも強いのか弱いのか。

　等々、謎武術というやつはひどく人の想像力をかき立てる存在だと思うのですよ。「謎のよくわからない武術を捏ねつ造ぞうしては世に送り出すことができる」という点は、小説家という仕事の素す晴ばらしい点の一つだと言い切れる。




　タマラセで「コルシカ忍にん術じゆつ」を世に送り出した時は、その反はん響きようの大きさにむしろこっちがビックリしたものです。いまやコルシカ忍者はタマラセの代名詞と言っても差さし支つかえないでしょう。多分。チキュウ空手もそのようになってほしいものですが、まあどうなりますやら。







　次回予告など。




　次巻は短編集になると思います。ザ・スニーカーに載のせた短編に書き下ろし短編を加えたものになるでしょう。八眼争覇の進行はちょっと小休止となりますが、書き下ろし短編は八眼争覇に間接的に関かかわってくるような内容を予定しております。あくまで予定ですが。

　遠からずお目にかかることができるはずですので、よろしくお願いいたします。





六　塚　　光　　
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